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第一章










記憶喪失




　――ここは？

　無機質な白い天井。それよりさらに真っ白な壁。そして私が寝ているベッドを囲むように閉められたカーテン。

　左腕に目を向けると、点滴が繋つながれている。

　病院？　なんで……？

　点滴から下へと視線を移せば、サイドテーブルの上にある時計に目が留まった。短針が七と八の間で、長針が六を指していた。

　つまり、今は七時三十分。明るいから、たぶん朝かな……？

　ぼんやりした頭で考えていると、病室のドアがノックされてから開く音がした。

「神かん崎ざきさーん」

　名前を呼ぶ声と共にカーテンが引かれ、現れたのは看護師。半袖の薄い水色のナース服を着て、優しそうな笑みを浮かべた三十歳くらいの女性だ。黒髪を後ろでお団子にしていて、腕には文字盤部分に可愛かわいい垂れ目の犬のキャラクターが描かれた黒いベルトの時計をつけている。

「気がついたのね。よかったわ」

「あの、私……」

　なぜここにいるのかわからず、看護師を見る。

「海で溺おぼれていたところを助けてもらったのよ～。無事で本当によかったわね」

　彼女はサイドテーブルに銀色のトレイを置きながらそう言った。

「顔色もいいわね。はい、これで体温測ってね」

　体温計を私に差しだし、点滴をチェックしたり、身体の様子を見て手持ちのファイルに記入していく。

「海……？　溺れてた？」

　わからない……なんのことかわからない。戸と惑まどいながら看護師を見つめる。

「あ、あの……」

「ねぇ、自分の名前言える？」

　彼女は私の表情を見てなにか感じるところがあったのか、ファイルに書き込みをしていた手を止め、私に視線を落とした。

「え……神崎、海み桜おです」

　答えたものの、なにかが引っかかってこれで合っているのかどうか不安になる。

「そう。仕事はなにをしてるの？」

「仕事は……、えっと……」

　あれ？　なにしてるんだっけ？

　私、どこに住んでる？　なんで、海にいたの？

　わからない。自分のことなのに、全然思いだせない。なんで？　なんで……？

　頭の中が白いもやのようなもので包まれた感じで、ハッキリとしない。次第にパニック状態に陥り、息を吐くことができなくなって胸が苦しくなる。

「ごめんなさい。落ち着いて……今、担当医を呼んでくるから」

　看護師はファイルをサイドテーブルに置き、うずくまる私の背中を何度も擦さすってくれる。

　しばらくして呼吸が穏やかになってくると、看護師は一度病室を出ていき、私の担当医だという白髪交じりでメガネをかけた大柄な男性と一緒に戻ってきた。

　その男性が今の私の状態をいろいろ説明してくれる。打だ撲ぼく痕こんや擦すり傷がいくつかあるけれど、いずれも軽症なのですぐによくなるだろうということや、脳にも特に異常は見られないことなどを教えてくれた。

　ただ、記憶喪失の可能性があるため、後日もう少し詳しい検査をするらしい。だからもうしばらく入院が必要ということだった。




　その日、私は自分の名前以外、なにも思いだせなかった。

　なぜ海で溺れたのか。なぜひとりで海に行ったのか。私はどこに住んでいるのか。仕事はなにをしているのか。

　家族は？　友人は？　恋人はいた？

　いろんな疑問が浮かんできては消える。

　ここは個室のため、看護師しか出入りがない。

　個室といっても六畳くらいの広さの中に、窓際の天井まである木製のとりつけ棚と、ベッドを挟んだ位置に引き出しつきのサイドテーブルがあるだけの小さな部屋だ。とりつけ棚には数枚のタオルが置かれていて、下側には小さな冷蔵庫。サイドテーブルには手のひらサイズの時計が置かれていた。

　目の前の壁にはＡ３サイズのカレンダーが飾られていて、上半分は緑溢あふれる公園の写真になっており、〝六月〟と書かれている。

　今日は、六月の何日なんだろう。それすらもわからないって、私の頭、どうなってるの？

　なにもかもがわからなさすぎて、笑えてくる。

　私に会いに来る人もひとりもいなくて、朝からずっとベッドで寝たり起きたりを繰り返していた。でも横になっても眠ることもできず、窓の外に広がる病院の裏庭を見ながらボーッとしていることが多かった。

　お見舞いに連れてこられたのか、ボール遊びをしている小さな男の子や、木陰で休む入院患者らしき人達の姿がしばしば見えた。開いた窓から気持ちいい風がときおり入り、真っ白なカーテンと共に、壁に飾ってあるカレンダーがパタパタ揺れる。

「案外、元気そうじゃないか」

　十五時を過ぎた頃、ふと病室の入口の方から男性の声がした。そちらへゆっくりと首を回す。

　そこには、健康的に日に焼けた長身の男性が立っていた。キリッとした眉、長い睫まつ毛げと綺き麗れいな二ふた重えまぶたが印象的な瞳、スッと通った鼻筋、肉づきの少ない頬ほお、そして薄い唇。すべてがバランスよく配置されていて、まるで王子様みたいにスマートな雰囲気をまとっている。紺のスーツと、青と水色のストライプ柄のネクタイもよく似合う。白衣は着ていないから、病院の人ではないのだろうか。

　誰？　どこかで見たことがあるような……。

「誰……？」

　ほぼ一日誰とも話していないせいで、自分でも驚くほど掠かすれた小さな声になる。

　尋ねた私に男性はクスッと笑って近づいてきた。

「覚えてない？　それもそうだよなぁ……。俺、君を助けた恩人なんだけど？」

　眉を下げ、少し首を傾かしげながら私を見る。

　恩人……海で溺れた私を、助けてくれた人？

　わからない……けど、とりあえずお礼は言わなきゃ。

「あ、すみません。助けていただいてありがとうございました」

　私は慌ててベッドから上半身を起こして姿勢を正すと、ペコリと頭を下げた。すると、男性はまたクスッと笑った。

　この人の笑顔は、太陽みたいだなぁ。クスッと笑っただけなのに、まわりがふわっと明るくなった気がする。

　笑ったときの目は優しくて、すべてを包み込むように感じた。

「ねぇ、なんで海に飛び込んだの？」

　彼の優しい眼まな差ざしが、真剣な目つきに変わって問いかけてくる。

　飛び込んだ……自分で、海に？　もしかして、自殺しようとしたの？　私……。

「あ、の……私、記憶がなくて……」

　戸惑いが隠せない。震える声で、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

　私の言葉に、彼は目を大きく見開いて驚きを隠せないようだった。口元を右手で覆い、なにかを考えるように瞳を揺らしつつ黙り込む。

　彼に聞けばなにか教えてくれるかもしれない。

「もしよければ、私を助けてくれたときのこと、教えてくれませんか？」

　私は布団をギュッと握り、意を決して彼の顔を見上げる。

　知りたい。私はなぜそこにいたのか。どうして海に飛び込んだりしたのか。そして、私は何者なのか。

　記憶もなく、面会に来る人もいない今の私にとっては、私が海に落ちたときの様子を知っているかもしれないこの人だけが頼みの綱だ。だから、どんなささいなことでも聞きたかった。

「怖くないの？」

　緊張した面持ちで、唾つばを飲み込んだのか彼の喉のど仏ぼとけが大きく上下する。

「え？」

　意外な言葉が彼の口から聞こえてきて驚いた。そんなこと、思いもしなかった。

　彼は口元を覆っていた手を下ろし、私の真意を探るようにジッと目を見つめてくる。

「だって記憶をなくすってことは、それほど嫌なことがあったからだって思わない？」

　優しい声音でそう言うと、彼は一歩近づいて、手を私の顔の位置に掲げた。

　私は一瞬ビクッと震えて思わず目を閉じる。すると、私の額のガーゼに優しく触れる感覚があり、そっと目を開けてみると、やはり彼の大きな左手が私の額に触れている。

「まだ傷だって癒えてないのに……それでも、知りたいの？」

　その声に視線を移せば、まるで自分のことのように痛みを感じているのかと思えるほど、苦しそうに顔を歪ゆがめている彼の顔があった。

　記憶を失うくらい嫌なこと……。確かに、そんなことがあったのかもしれない。

「優しいですね」

　気づけば、思ったことが口をついて出ていた。視線を自分の手元に落とし、拳こぶしをギュッと握りしめる。

「でも……私、知りたいんです。どんなに苦しいことでも」

　強い気持ちを込めて、彼を見上げた。

　以前の私になにがあったのかはわからない。

　でも、知りたい。思いださなきゃいけない。なぜか、忘れてはいけない〝なにか〟があるような気がするから……。

「君は、強い人なんだね」

　彼は目を細めて微ほほ笑えむと、私の頭をそっと撫なでた。温かくて優しい手が心地よくて、思わず目を閉じる。

　この人は、なにかを知っているんだろうか？

　目を閉じる直前、なぜだか一瞬、悲しそうな顔をしたように見えた。

「あの、あなたはなにか知ってるんですか？」

　頭から手がどけられたと同時に目を開けて、彼を見る。

「たとえば俺が、君の恋人だと言ったら信じる？」

　そう言いながら、彼は今度は手の甲でそっと私の頬を撫でた。

　私は彼の顔をジッと見つめ、言葉の真意を探る。

「それは……たぶん違います、よね？」

　頭の片隅で『なにかが違う』と感じ、眉を下げて薄く微笑みながら、首を左右に小さく振って否定する。

　きっと、そんなに親しい関係じゃなかったんだと思う。

　彼の顔を見た瞬間、なんとなく見覚えがある気がしたけれど、私を助けてくれた人だから、そのときの感覚が残っていただけなのかもしれない。

　でも、なぜだろう。彼のことをずっと見ていたい気もする。

「わかるんだ？」

　彼は苦笑してから、「じゃあ、俺の知ってる範囲で話すよ」と言ってくれた。

「でも、すぐに君の知り合いが来ると思うよ」なんてこともつけ加えて。

　知り合い……。どんな人なんだろうか。私はどんな生活をしていたんだろうか。

　早く会ってみたい。そしていろいろ聞いてみたい。

　そんなことを考えているとなんだか廊下が騒がしくなり、看護師の「走らないでください！」という慌てた声が聞こえてきた。

　バタバタと走る足音は、だんだん近づいてきて私の病室の前で止まる。そして勢いよくドアが開かれたかと思うと、ふたりの男女が入ってきた。

「海桜っ！」

　髪の長い女性が、額に汗を浮かべながら叫ぶ。

「神崎っ!?」

　続けて、ウェーブがかかった髪をひとつに束ねた、浅黒く日に焼けた長身の男性も私の名前を呼んだ。

　女性の方は、病室に入るなり私を見つけて飛びつくように抱きついてくる。驚きと迷いとで困惑しながらも、彼女を見つめた。

　担当の看護師から、私は三月九日生まれの二十四歳だと今朝聞いていた。

　この女性は、年齢は私と同じか少し上くらいだろうか。背中に流れる長い栗色の髪を毛先だけカールさせていて、全身からふんわりと甘い香水の香りが漂い、〝大人の女性〟という感じがする。こんなにも必死に抱きついてくるくらいだから、私の親しい友達なんだろうか。

　でも……それでも、誰だかわからない。

　なんだか悲しくなって目を伏せた。

「神崎、よかったぁ。無事なんだな……」

　その声に私は、もうひとりの男性へと視線を向けた。男性は一歩ベッドに近づくと、ホッとした表情を浮かべて私を見る。

　年齢は私より七、八歳くらい上だろうか。長い茶髪を後ろでひとつに括くくって、タンクトップに半袖のシャツを羽織り、日に焼けた肌を惜しげもなく露あらわにしていた。

　私の命の恩人だという男性と同じように、日に焼けた肌をしているけれど、服装を見るに恩人の男性とは正反対なイメージだ。

　でもこの声……どこかで聞いたことがある？　……どこでだろう。いったい、誰？

　眉根を寄せ、思いだそうと試みる。けれど次の瞬間、私の胸元から聞こえた声に思考を止められた。

「海桜～よかったぁ。病院に運ばれたって聞いたときは、ビックリしたんだよぉ」

　抱きついたままの格好で顔だけを上げ、鼻声になりながら喋しゃべる女性は、二重の目と綺麗に整えられた眉に加え、鼻筋も通っていて、色白で端正な顔立ちだ。全体的にシャープな印象を受けるけれど、唇くちびるはピンクのグロスで女性らしさが出ている。

　よく見ると彼女の目や鼻が赤くなっていて、今まで泣いていたんだとわかった。

　かなり心配してくれていたのかな？

　せっかく綺麗にメイクしているのに、マスカラやファンデーションが涙で流れて、頬に涙の跡がついていた。

　……この声、この顔も……どこかで？　いったいどこで？

　――キィィィィン。

　耳鳴りが響く。それと同時に、頭の中に真っ暗な部屋が一瞬浮かんだ。

　なに、これ……。

　次は暗闇に、誰かふたりの人物の影が浮かぶ。映像が交互に浮かんでは消えていく。

　やだ……気持ち悪い。そう思うと同時に手が震えてくる。

「やだ……」

「え？　なに？　海桜……」

　口からこぼれた小さな声を聞き、女性が心配そうに私の顔を覗のぞき込んできた。彼女の瞳に私が映る。

　この人に触れられるのが、嫌だ……。

　なぜだかわからない。けれど今、この女性に触れられたくない衝動に駆られた。それと同時に、ひどい頭痛が襲う。

「嫌っ……触らないで……嫌ぁぁぁ!!」

　私はそう叫び、抱きついていた女性の腕を振りはらって突き飛ばしていた。突然暴れだした私に驚いたのか、みんな騒然とし始める。

　私が突き飛ばした女性はその勢いで床に尻餅をつき、なにが起きたのかわからないといった顔で私を見つめている。彼女と一緒に入ってきた男性が彼女の身体を抱き起こす姿が、視界の端に映った。

「はぁ、はぁ……あ、痛っ……くっ」

　痛い……頭が割れるように痛い……助けて、誰か、助けて……。

　頭の痛みを少しでも抑えたくて両手で頭を抱えていたけれど、次第に胸も苦しくなってくる。あまりの頭痛に、右手で髪を掴つかんで、左手はパジャマの胸元をギュッと握りしめた。

　やだ……息ができ、ない……く、るしい……私、このまま……死んじゃうの？

「落ち着け……大丈夫だから」

　慌ててそばに来てくれた恩人の男性が、背中を優しく擦ってくれる。

「頭が、痛い……」

　私はなにかに縋すがりたくて、近くにいた恩人の男性の手をギュッと握った。

「神崎さん!?」

　慌てたように看護師と担当医が病室に入ってきて、すぐに駆け寄ってくる。

「神崎さん、もう大丈夫だよ。落ち着いて……」

「はっ……あ、うっ……」

　私は言葉を発することができず、ただ荒い呼吸を続けていた。

「すみませんが、みなさん部屋の外に出てください」

　看護師が、私以外の人達を病室の外に出るよう促す。あとから入ってきた男女ふたりは静かにドアへ足を向けた。

　出ていく直前、女性に「海桜……」と小さく名前を呼ばれたような気がしたけれど、苦しくて彼女の方を見ることすらできなかった。

　一方、恩人の男性は動かない。私がずっと彼の手を握っていたから。

「神崎さん、手を離してあげて……」

　看護師が声をかけてきたけれど、私はふるふると頭を横に振り、彼の手をさらに強く握りしめた。

　離したくない。この手を絶対に離したくない。なぜだかそう思った。

「もしよければ、このまま治療を進めていただけませんか？」

　彼は私の手にもう片方の手も乗せて、優しく両手で包み込んでくれた。

「でも……先生……」

　看護師は少し困った表情をして、担当医に指示を仰ぐ。

「わかりました。では、彼女を励ましてあげていてください」

　このまま手をこまねいているわけにもいかなかったのか、担当医はそう言うと手際よく処置をし始めた。

　精神安定剤を投与されてしばらくすると、私は落ち着いてベッドに横になることができた。

「ごめんなさい。ありがとうございました……」

　とり乱してしまったことが恥ずかしくて、布団を顔の半分まで持ち上げながら、ずっとそばで手を握っていてくれた恩人の男性にお礼を言った。

　チラッと彼の左手を見れば、私の手の跡がうっすらと赤く残っている。

「謝ることなんてないよ。それより、気分は？」

　彼は優しい笑みを浮かべて、ベッドサイドに置いてあった折りたたみのパイプ椅子に座っている。

「大丈夫です……」

　迷惑をかけっぱなしで本当に申し訳なくて、小さな声で答える。そんな私の返事を聞いて、彼がホッとしたように小さく「よかった」と呟つぶやいたのが聞こえた。

「じゃ、また来るよ。俺、藤とう堂どう波は瑠るっていうんだ。なにかあったら連絡して」

　そう言うと藤堂さんはポケットから名刺を一枚とりだし、渡してくれた。

〝TティーDディー Groupグループ〟？

　どんな会社なのかわからないけれど、会社に勤めているというだけでも、今の私とはまるで別世界の人のような感じがしてしまう。

　私も会社に勤めていたりするんだろうか？　記憶がないって、なんだか寂しい……。

「私は……」

「神崎海桜さん、でしょ？　少しだけ君のこと知ってるから。また、話しに来るよ」

　知ってる？　やっぱり、藤堂さんは私のことを知ってるんだ。彼と話せば、なにかわかるかもしれない。

　あ……でも藤堂さんも仕事があるだろうし、いつまでもここに呼び止めておくことなんてできないよね。

　今すぐ話を聞きたいけど聞けないジレンマに、気分が落ち込む。

「はい……」

　もどかしい気持ちを抑えつつ、病室を出ていく藤堂さんをなんとか笑顔で見送った。

　彼がいなくなっただけで、なんだかまわりの空気が寒くなった気がする。

　でも、『また、話しに来る』って彼は言ってくれた。また会える……そう考えただけで、ほんの少し心が温かくなっていく。そっと彼の名刺を胸に当て、大切にしようと思った。

　だけど、今日来てくれた私の知り合いらしき人達には悪いことをしてしまったかもしれない。

　あの真っ暗な部屋と、そこに浮かぶふたつの影……あれは、いったいなんだったんだろう――。










夕暮れのダイブ




　梅雨明けが近づき、そろそろ本格的にダイビングを楽しめる季節。

　その日、俺は趣味のスキューバダイビング仲間三人とダイビングの相談をしようと、ヨットハーバーにあるレストランへ向かっていた。

　この辺りは、真っ白な灯台が先端に立つ防波堤を中心に、奥には小さなヨットハーバーやレストランなどの店が数軒あり、手前には海水浴やマリンスポーツを楽しめる広い砂浜がある。

　そのため、夏ともなると家族連れや恋人達で人が溢れる。夕日が綺麗に見えるから、と防波堤もデートスポットになるくらい人気だ。

　けれど日が沈んでしまえば、周辺の人通りは少なくなる。俺達は日の沈んだあとの静かな砂浜が心地よくて、よく訪れていた。

　その日も夕日が海に沈み始め、人もまばらになった砂浜沿いの舗道を歩いていると、いつも浜辺で海を見ている女性の姿が見えた。

　――海桜ちゃんだ。

　彼女の名前は、神崎海桜。近くにある『Heartハート Reefリーフ Caféカフェ』でバイトをしている女の子だ。

　日が落ち始めているため表情はよく見えないけれど、風に揺られている肩までのサラサラな栗色の髪と、バイト先の制服だろうか、真っ白なシャツと紺色のショートパンツを身に着けている姿が見える。彼女は、立ったまま海の方を見つめていた。

　今日もここにいたんだ。珍しいな。それに、なんだかいつもと雰囲気が違う気がする。

　普段は砂浜で膝ひざを抱えるように座って、ときおり微笑みながら海を眺めていた。だけどこんな風に立ったまま呆ぼう然ぜんとしている姿は、初めて見る。




　彼女は、いつも水曜日になるとその砂浜に来ているようだった。誰かと待ち合わせをしている様子もなく、ただ静かにひとりで座って海を見つめている。

　いつからか俺はそんな彼女が気になって、水曜日になるとこの砂浜に来ることが習慣のようになっていた。

　そしてダイビング仲間から、彼女が近くにあるカフェでバイトをしていると聞いて、たびたび行くようになった。

　そこはカフェの営業だけでなく、ウエイクボードやサーフボード、ダイビング器具の貸し出しなども行っている店で、従業員は全員で十人ほど。そのうち社員は店長だけで、あとはみんなパートやバイトのようだ。

　従業員の平均年齢は若く、二十代前半らしい。中でも一番若いのがカフェ担当のバイトの子で、十七歳の女子高生。この子目当てに来る客もいる。ちなみに一番年上は店長だそうだ。

　店の入口付近は、マリンスポーツ器具の貸し出し受付になっている。奥には三人がけの丸いテーブルが二脚とふたりがけの四角いテーブルが五脚あり、小さいながらテラス席も三席ある。店内のすべてのテーブルや椅子が、古材なのか風合いのある濃い色をした木でできていた。高い天井にはシーリングファンが回り、カフェ内のところどころに観葉植物が置かれている。

　砂浜に近いため、オフシーズンでも年齢層が少し高めの常連客や地元の人達が来ているらしい。カフェスペースは小さいけれど器具はかなり揃そろっていて、ダイビング仲間にも重宝されている。

　俺がそこで働く彼女を気になっていることを面白がってか、いつの間にか俺達ダイビング仲間は、会うときはよくそのカフェで待ち合わせをするようになっていた。もちろん、海に近いことも理由のひとつではあったけど。

　海桜ちゃんはカフェスペースの担当。何度か店内で声をかけたり、ダイビングスポットの情報を聞いたりしていた。

　二重の大きな黒い瞳とぷっくりした唇が、いつ見ても少女っぽさを漂わせている。健康的なつやつやの肌をしていて、笑うとえくぼができる可愛い女の子だ。

　誰が最初に言いだしたのか、俺達の間では『サンゴちゃん』と呼んでいた。海に桜で、サンゴとも読むらしいから。

　何度か通ううち、ダイビング仲間から海桜ちゃんの貴重な情報も得ることができた。

　誕生日は三月九日で、今は二十四歳。泳げないくせに海が大好きでよく浜辺にいるとか、現在ひとり暮らしをしているとか。

　そして、不必要な情報――どうやらカフェの店長と付き合っているらしい、ということも聞いた。

　確かに店長と話すときの彼女の顔はとても輝いていて、いつも可愛い笑顔を浮かべている気がする。

　俺は店長とも、店に行けば話をする仲になってはいた。

　店長は人当たりのいい奴だとは思う。けれど、裏では結構女遊びの激しい奴とも噂うわさされていた。

　店長の名前は、橘たちばな 柊しゅう司じ。年齢は俺より四つ上の三十二歳。

　胸元の開いた暗めの色のシャツを好み、ズボンはクロップドパンツやハーフパンツをはいていることが多い。また、長身で日に焼けた浅黒い肌をしており、癖毛なのか少しウエーブがかった茶色の長髪はいつも後ろでひとつに纏まとめられている。

　眉が濃く、目や鼻も彫りが深くて精せい悍かんな顔つきだが、それと対照的な優しい笑顔と豊富な話術で女受けはいいのかもしれない。

　だけど俺はときどきアイツが見せる、女性に対して品定めをするようないやらしい視線が好きになれなかった。なんでこんな奴とあんな可愛い海桜ちゃんが付き合っているんだか、俺にはさっぱりわからない。

　カフェに何度か行くようになって、海桜ちゃんに一度だけ聞いたことがある。なぜ水曜日になると砂浜でひとりで海を見ているのか、と。

　しかし彼女は笑って俺の質問をはぐらかし、ハッキリとした理由は教えてくれなかった。きっとなにか深い理由があるんだろうと思い、俺も深く追及はしなかった。




　砂浜で呆然とたたずむ海桜ちゃんを見かけたのは、水曜日じゃなく金曜日だった。

　俺達がいる道と、彼女がいる砂浜までの距離は約五十メートルほど。

　いつもとは違う雰囲気に違和感を覚え、目が離せずにいると、彼女は虚うつろな目をしたまま、防波堤の方にふらふらとした力ない足どりで歩いていく――しかも裸足はだしのままで。

　バッグなどの荷物は持っていないようだ。ただ、携帯を右手に握りしめているのだけは見えた。

「なに？　どうしたの、藤堂」

　立ち止まって砂浜の方を見ていた俺に気づき、ダイビング仲間が声をかけてくる。

「おい、波瑠。あれ、サンゴちゃんじゃないのか？」

　少し後ろを歩いていた夏なつ生きが海桜ちゃんに気づき、俺と同様に彼女の様子を不審に思ったのか、声のトーンを落として俺に近づいてきた。夏生は俺の幼なじみ兼親友で、ダイビング仲間でもある。

「おっ、愛いとしのサンゴちゃん？」

　他の奴らは、俺が海桜ちゃんに見とれていると思ったのか、ふざけてからかい始める。

「なんか、様子が変だね」

「あぁ……」

　夏生と俺は海桜ちゃんから目を離すことなく、ジッと様子を窺うかがっていた。

　嫌な予感がする。

　この予感が当たっていなければいいと思いつつ、俺は彼女のあとをつけるように、ゆっくりと足を進めていく。

　そして彼女は防波堤の先端にある灯台の辺りに着くと、静かに海に飛び込んだ。その光景は俺の目には、まるでスローモーション映像でも見ているかのように映った。

　ザッバーンという音と共に、水しぶきが立ちのぼる。

　今なにが起きたのか一瞬では理解できず、その場で呆然としていたが、瞬時に我に返る。

　ちょっと待てよ。彼女、泳げないんじゃ……。

　案の定、彼女が浮かび上がってくる気配はない。

　ヤバッ……！

　そう思った瞬間、反射的に走りだしていた。

「波瑠っ!!」

　後ろで仲間達が叫んでいたけど、俺はそれに応える余裕などないまま、防波堤の先に急いだ。そして彼女が飛び込んだ辺りの海面を見つめる。

　だけど、彼女はどこにも見当たらない。ジャケットやズボンを脱ぎ捨て、躊ちゅう躇ちょすることなく海へ飛び込む。

　確かこの辺りは、深さは五メートルくらいしかないはず。けれど、底が岩場になっているため飛び込みは禁止されている。しかもヨットハーバーから出航したヨットやボートがよく近くを通るから、救出が遅れると危険だ。

　頼む、生きていてくれ……。

　俺はそう願いながら、潜水したまま目をこらして彼女の姿を探した。

　満潮までにはまだ時間があるし、今日はそれほど波が高くない。だからといって、気を抜くことはできない。

　運悪く海底の岩に頭を打っていたら、とり返しがつかないことになりかねない。なにが起きるかわからないのが、海の怖さだから。

　幸い、俺はスキューバのダイブ・マスターのライセンスを持っているし、息もそれなりに長く保っていられる。

　……どこだ、どこにいる？　海桜ちゃん。

　首を左右に振って海中を見渡すけれど、昨日雨が降ったせいか海水の濁りが激しく、なかなか見つけられない。最悪の事態を想像して、だんだん焦りが増していく。

　早く、一秒でも早く助けなきゃ……。

　人命救助は、時間との戦いだ。遅くなればなるほど助かる可能性が低くなる。

　しばらく息を止めたまま辺りを探していると、海底でキラッと光るものが視界の端に入った。その光に導かれるように深く潜っていくと、うっすらと人影が見え始めた。

　いた！　海桜ちゃんだ……。

　意識を失っているのか、漂うようにゆらゆらと波に揺られるまま、海底に沈んでいく。

　くそっ、もう息が続かない！

　すぐに彼女のそばに行きたいのに行けないジレンマに苦しみつつも、呼吸を整えるため一度海上に顔を出す。

　そして彼女が沈んでいる場所へ、再び深く、深く、潜っていく。

　人は普通、海では浮くはずなのに……なんで浮かんでこないんだ？

　そう思いながら彼女の近くまでたどり着き、身体を引き揚げるため彼女の両脇に腕を通すと、腰になにかが巻きつけられているのに気づいた。それは、ダイビングで使う重りだった。

　……なんで、こんなことを……。

　早く引き揚げたい気持ちを抑えて重りを外し、彼女の肺が潰れないよう気を遣いながら海上へ連れていく。

　海面から顔を出したあとも、彼女は目を覚ますことはなかった。ぐったりと力なく俺に体を預けている。

　砂浜まで泳ぎ、ゆっくりと浜辺に彼女の身体を下ろして、息をしているか確認する。

　……していない。

　人形のように真っ白になった頬をペチペチと叩たたくけれど、やはり気がつく様子はない。急いで人工呼吸と心臓マッサージを始めた。

　こんな形で彼女の唇に触れることになるなんて、思ってもみなかったな……。

　真っ白な顔に紫の唇。体温も低く、かなり危険な状態だ。

　……お願いだ、息をしてくれ。海桜ちゃん、死ぬなっ！

「……波瑠！　サンゴちゃんは大丈夫か？」

　夏生が息を切らしながら、タオルを数枚持って走ってくる。

「救急車、呼んだから。もうすぐ来るはずだ」

　もうひとりの仲間が、携帯を掲げながら夏生の後ろから駆け寄ってくる。

「波瑠、これで身体拭ふいて。風邪ひくよ」

「ありがとう。みんな」

　夏生は乾いたタオルを海桜ちゃんの身体にかけ、俺にも冷えないように、と手渡してくれたが、俺は自分の身体を拭くことなく、必死で心臓マッサージを続けた。すると、彼女は海水をゴボッと吐きだし、咳せき込みながらも自分で呼吸を始めた。

　よかった……。

　ホッと胸を撫で下ろしたとき、彼女が薄く目を開けた。

「おい、大丈夫か？」

　彼女の顔を覗き込んで声をかけるが、瞳が少し揺れるくらいで反応はない。

　俺はそれでも、救急車が来るまで彼女に声をかけることをやめなかった。

　何事かとまわりに数人の野次馬が集まってきていたが、夏生達がうまく説明して帰ってもらったようだ。

「もうすぐ救急車が来るからなっ。しっかりしろ」

　朦もう朧ろうとしている海桜ちゃんに声をかけ続ける。しかし彼女の目は閉じられ、再び意識を失ってしまった。

　でも心臓は動いているし、脈拍もさっきよりしっかりしている。大丈夫だ。彼女は生きている。

　早く、早く来てくれよ、救急車。

　このときほど、神様になにかを祈ったことはないかもしれない。




　少しして、砂浜に来ていなかったもうひとりの仲間が救急車を誘導してきた。救急隊にひと通りの説明を終え、俺は彼女に付き添うため一緒に乗り込む。みんなには残ってもらい、浜辺のあと片づけなどを頼んだ。

　救急車に乗り込んだものの、俺は彼女の両親や友人を知っているわけじゃない。それらの連絡先が登録されているはずの彼女の携帯は、海水に浸かって使用不可能な状態だ。

　今は俺の手の中にある、彼女の携帯。彼女は気絶していたはずなのに、まるで手が硬直してしまったかのようにずっと携帯を握りしめたままだった。




　病院に到着すると、俺が知る唯一の連絡先として、彼女のバイト先である『Heart Reef Café』の電話番号を伝えた。しかしあとで看護師に聞いたところ、留守電になって繋がらなかったらしい。

　一応、留守電にメッセージを入れたと言っていたし、明日もカフェに連絡してくれるそうなので、任せることにした。

　俺は彼女の入院手続きをし、看護師に「彼女が目覚めたら連絡をください」と自分の連絡先を伝えて一旦家へ帰ることにした。




　そして、三日後の午後――。

　彼女が目を覚ました、と病院から連絡が来た。

　また、入院翌日にはカフェとも連絡がつき、店の責任者が今日病院へ来てくれるらしい。どうやら意識が戻らなかったこの三日間は、面会謝絶になっていたみたいだ。

　責任者ということは、あの店長か？　ちゃんと彼女の家族には連絡したんだろうか。

　不安に駆られつつ、打ち合わせを終え帰社途中だった俺は会社に連絡し、「夕方には戻る」と伝えて病院へ向かった。










疑いと戸惑い




　目が覚めた翌日、私は午前中、ありとあらゆる検査を受けていた。

　午後になってその結果を担当医から聞いたけれど、やはり特に異常は見当たらない、とのことだった。記憶喪失についても、おそらく一時的なものですぐに回復するのではないか、と。

　ただ、最悪の場合はずっとこのままの可能性もある、とも言われてしまった……。

　明日、思いだすかもしれない。でも、このまま一生ということもある。

　私はどこで、なにをしていたの？　腕やお腹にある青あざは、どうしてついたの？

　手鏡を持ち、それに映る自分自身に問いかける。

　ズキッと頭が痛む。早く思いだしたい気持ちはもちろんあるけれど、思いだそうとすればするほど、焦って昨日のように過呼吸や頭痛が激しくなる。今だって、頭が少しずつズキズキしてきた。

　担当医いわく、焦りは禁物らしく、ゆっくり時間をかけて記憶と向き合うしかないみたい。

「はぁ……」

　深い溜息をついたそのとき、「神崎……」と私を呼ぶ低い声がして入口の方を見る。すると、昨日面会に来てくれた男性が立っていた。

「あの……どなた、なんでしょう？」

　向こうは私を知っているのだろうけど、私はわからない。その不安のせいで、声が少し震えてしまう。

「昨日、藤堂さんから聞いたけど……本当に記憶がないのか？」

　男性は悲しそうに眉を下げ、目を伏せる。

　なぜだろう。胸の奥が、ジリジリと痛む……。

「あなたは……？」

「俺は、橘 柊司。君の恋人だよ」

　恋人……？　この人が、私の？

　ジッと彼のことを見つめる。

　わからない……でも、なんというか、見覚えが……ある？

　――トクン……トクン……。

　だんだん、心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　……確信はないけれど、私はこの人を知っている。

「……もう少し教えてくれませんか？　私のこと」

　本当に恋人だったかなんてわからない。だけど、もし恋人なら私のことをたくさん知っているはず。藁わらにも縋る思いで彼に聞いてみる。

「いいよ」

　彼は柔らかな笑みを浮かべ、ベッドサイドの椅子に座った。




　それから、夕方までずっと彼と話していた。

　彼が店長を務める『Heart Reef Café』という海辺のカフェで私が働いていたこと。

　私は泳げないけれど海が好きで、店の近くの砂浜に毎日のように行っていたところを橘さんがスカウトし、働き始めたこと。

　そして働き始めて半年が経った頃、私の方から橘さんに告白し、付き合い始めたことなどを聞いた。

　私って、そんなに積極的だったのかな？　自分自身にビックリする。

　休みの日は一緒にドライブやショッピングに行ったり、彼の趣味であるサーフィンに付き合ったりしていたらしい。私は泳げないから、いつも浜辺で彼のことを見ていたそうだ。

　私、ずっと一緒にいたいくらい彼のことを好きだったのかな？　確かに彼は優しそうだし、大人で頼りがいがありそうだから、強く惹ひかれていたのかもしれない。

　……じゃあ、昨日一緒に来た女性は？　橘さんが私の恋人なら、彼女は誰なんだろう。ふたりで一緒に来たから、てっきり彼女が橘さんの恋人だと思っていたのに。

「あの、昨日の女の人は……誰ですか？」

　首を傾げながら彼を見る。

「彼女は君の親友、結ゆう城き亜あ紀きちゃんだよ。病院から店の留守電に連絡が入ったあの日の夜、亜紀ちゃんも『海桜と連絡がつかない』ってすごく心配してたみたいなんだ」

　私の親友……。なのに、私は昨日、彼女にひどいことをしてしまった。

　どうしよう……。心配して来てくれたのに、混乱して突き飛ばしてしまった私に怒っているかもしれない。ううん、もしかしたらつらくて泣いているかもしれない。

「俺も神崎と連絡がつかないことに、すぐ気づけたらよかったんだけど、気づいたのは翌日、店に行ったときでね……」

　眉を下げ、彼はすまなそうに頭をかいた。

「あの、橘さん――」

「柊司だよ。いつも君は、柊司さんって呼んでた……」

　柊司、さん……。なんだか、くすぐったい感じがする。

　やっぱり、この人は私の恋人なのかもしれない。私の親友だという亜紀さんも、彼と付き合いがあるようだし。

　それに、なにか重要な出来事がこの人との間にあったような気がする。そのなにかは、わからないけれど……。

　柊司さんは面会時間ギリギリまでいてくれて、「また来るよ」と言い残し、帰っていった。

　はぁ……私の恋人は、柊司さんなんだ。本当に、藤堂さんじゃなかったんだ。

　不思議。なんでこんなにも寂しいんだろう。

　サイドテーブルの引き出しに入れた藤堂さんの名刺をそっととりだし、名前を指でなぞる。

　藤堂波瑠、さん……今日は、来てくれなかったな……。また来ると言ってくれたけど、本当に来てくれるかな？

　私には柊司さんという恋人がいた、と知ったのに、藤堂さんにもう一度会いたいと思ってしまう。

　なんでだろう……。




　その日から一週間、毎日柊司さんは病室に顔を出してくれた。

　カフェのお客さんの話やサーフィンでの失敗談、それから、私の家族のことも教えてくれた。

　海上保安庁に勤めていた私のお父さんは、私が中学生の頃、座ざ礁しょうした大型フェリーの救助中にトラブルに巻き込まれて亡くなった。その影響でお母さんは海を見るのも嫌になって、この街から車で二時間ほど離れた山間部で暮らしているそうだ。

　今回の件に関しては、お母さんをむやみに心配させない方がいいだろうと考え、なにも伝えていないらしい。私も、それでいいと思っている。柊司さんの気遣いに感謝した。

　柊司さんはいつもシャツのボタンを上から三つは外して胸を覗かせているから、少し軽い感じがしていたけれど、きちんと気遣いもできる大人なのだと改めて思った。

　柊司さんとは対照的に、親友だという亜紀さんは、あれから一度も来てはくれなかった。

　おそらく、かなりのショックを受けたんだろう。私が突き飛ばして『触らないで』なんて言ったから……。

　このまま会えないのかな。もう一度、会って話をしてみたい。

　藤堂さんは、一度だけ来てくれた。

　柊司さんが言っていた通り、私はいつも水曜日に決まった場所で海を眺めていて、その姿を何度も見たことがあると教えてくれた。それに、私とはカフェで何度か話をしたこともあるらしい。

　柊司さんはラフな長髪だけど、藤堂さんは短髪をいつも綺麗にセットしている。

　この人の笑顔を太陽のようにまぶしく感じたのも、その清潔感と整った顔立ちのせいかもしれない。それに、香水ではないようだけど服から柑橘系のさわやかな香りがして癒される。

　藤堂さんは今の時期ちょうど仕事が忙しくなるみたいで、「なかなか来られなくてごめん」と溜息をついた。

　優しい人……。もっと一緒にいたい。そばに行きたい。

　そう思ってしまうのは、きっと彼の優しさにつけ込んで甘えたいというワガママな気持ちだろう。

　これ以上、彼に甘えちゃいけない。だからその日は、「退院したらまたカフェで会いましょう」と笑顔で別れた。




　それから数日後、私は退院した。記憶はまだ戻っていなかったけれど、いつか戻ると信じて――。

　病院を出てから、柊司さんに案内されて、自分が住んでいたというアパートに戻ってきた。木造二階建てで、真っ白な外壁とオレンジの屋根が青い空と海に映える、こぢんまりとした、カントリー風の可愛らしいアパート。カフェへは自転車で通っていたらしく、アパートとは二十分くらいの距離のようだ。

　私の部屋は、二階の一番奥にある角部屋。中は１ＬＤＫで、家具もすべてカントリー調で纏められているみたいで、心地よい木の香りが部屋中に広がっている。

　玄関を入ってすぐ右には、リビングに繋がるカウンターキッチン。調味料や調理器具も綺麗に整理されているから、料理もそれなりにしていたのだろうか？

　左側には、トイレやお風呂といった水まわりがある。リビングには、テーブルとふたりがけのクリーム色のソファがあり、ソファの向かい側に小さめのテレビ。床には、水色の水玉模様のラグが敷いてある。

　窓際に本棚がひとつあり、その一番上に、貝殻で飾りつけられた写真立てがふたつ置いてあった。中の写真は、亜紀さんと私が砂浜で仲よく腕を組んで笑っているものと、大学の卒業式のときに撮ったのであろう、優しそうな笑みを浮かべた母親らしき女性と私が並んでいるものだった。

　この人が、私のお母さん？　早く思いだしてあげたい。

　寝室はリビングの隣にあった。水色が好きなのか、ベッドカバーやカーテンも水色で統一されている。

　ここが、私の部屋なんだ……。

　リビングに立ちつくし、改めてゆっくりと辺りを見渡す。

「どうだ？　なにか思いだしたか？」

　柊司さんが私の後ろから声をかけてくる。

「……なにも、わかりません」

　私は首を左右にふるふると振り、後ろを向いた。

「そっか」

　柊司さんは悲しそうに眉を下げ、小さく溜息をつく。

「まぁ、いずれ思いだすさ。焦らなくていいよ。……じゃ、俺は店に戻るから」

　出ていこうとする柊司さんを玄関先まで追いかけて、見送る。

「ありがとう、ございました」

　私が深くお辞じ儀ぎをすると、クスッと笑いながら軽く右手を挙げて彼は去っていった。




　二日後、私はカフェに出勤した。

　柊司さんは『もう少し休養をとってからでいい』と言っていたけれど、ひとりで家にいると余計なことばかり考えてしまう。だから少しでも身体を動かす方がよかった。

　記憶をなくしているため、すべて一から覚え直し。この店の中で一番のベテランである、カフェスペース担当の鈴すず木きさんがつきっきりで教えてくれる。

　鈴木さんは三十歳の既婚者。黒髪のショートカットがよく似合う、五歳の男の子のお母さんだ。優しい笑顔とテキパキした動きで、バイトの子達からも頼りになるお姉さん的存在で親しまれているみたい。

　カフェとはいえ、ドリンクは生ビールなどのアルコール類が五種類と、コーヒーやコーラなどのソフトドリンクが十種類程度だけ。軽食もサンドウィッチやカレーなどの簡単なものばかりだから、メニューを覚えるのにそれほど時間はかからなかった。

　だけど、接客はかなり緊張してガチガチになってしまう。人と手が触れるだけでビクッとしたり、肩がぶつかると震えてしまったり……。

　鈴木さんにも「ドンマイ。力抜いて」なんて言われるけれど、瞬間的に身体が反応してしまって、どうにもできなかった。

　この日の来客数は、百人弱。まだ海に泳ぎに来る人が少ないため、繁忙期に比べるとかなり少ないらしい。もっと暑くなる夏本番になれば、カフェを利用する人だけでも一日三百人は当たり前になり、みんな休憩がろくにとれないくらい忙しいそうだ。




　最初の頃は水をこぼしたり、皿を割ったり、いくつも失敗した。そのたびにまわりのみんながフォローしてくれて、一週間を過ぎた頃にはだいぶ慣れ、ひとりでオーダーもサーブもできるようになった。

　柊司さんもときどきカフェスペースに顔を出して、「どう？　うまくやってる？」なんて、声をかけてくれる。

　鈴木さんに聞いた話だと、どうやら私は海で溺れた子犬を助けようとして自ら海に飛び込んだ、ということになっているらしい。だから私が海に飛び込んで自殺をしようとした事実は、この店では柊司さん以外誰も知らないようだ。

　柊司さんは本当に気遣いのできる優しい人だ。そんなところを私は好きになったのかもしれない。

　帰りの時間が一緒になると、彼が私の自転車を押しながら家まで送ってくれることもある。恋人だと言っていたけど、私の身体や記憶のことを気にかけてくれているのか、家に泊まろうとしたり迫ってきたりはしない。

　今日もアパートの前まで送ってくれて、「明日は休みだろ？　ゆっくり休めよ」と言って、私をそっと抱きしめた。

　柊司さんの大きくて広い胸からは、潮の香りがする。彼の温もりに浸っていると、両肩をグッと掴まれて離された。

「じゃ、おやすみ」

「……おやすみ、なさい」

　私達、恋人なんだからもう少しなにかあっても、なんて思うけれど、心のどこかでホッとする気持ちもあって、なんだか複雑だ。




「あ～、疲れた」

　リビングに入るなり、ソファに身体を沈める。

　まだ慣れない自分の部屋。ふと窓際の本棚に目をやると、カフェ特集の本や料理本、少女マンガなどがいくつか並んでいるのが見えた。その中でアルバムらしきものに目が留まる。

　明日は休みだから、今夜はゆっくりと記憶に関することを探してみようかな。

『Heart Reef Café』は年末年始以外、定休日がない。だからみんなシフト制でバイトやパートに入っている。勤務は九時から十八時まで。夏の繁忙期になると、二十時まで営業時間を延長するらしい。

　私は本棚まで行き、アルバムを引き抜く。ページを一枚めくってみると、そこにあったのは、頬がふっくらとした赤ちゃんの写真。ベビーベッドでスヤスヤ眠っている姿や、起き上がってカメラの方を凝視している姿、親指を口に咥くわえている姿などが数枚あった。

　次のページには、まだ若いときのお母さんらしき人物がその赤ちゃんを胸に抱いて、海辺の公園を散歩している写真。どうやらこれは、赤ちゃんの頃の私の写真のようだ。

　パラパラとめくっていくと、私の姿が赤ちゃんから子供に変わっていく。小学校の入学式や運動会、文化祭、卒業式。友達と肩を組んで笑っている写真などが数枚貼ってあった。

　そして中学、高校時代の写真になった。高校の頃から、亜紀さんと一緒に写っている写真が少しずつ増えてきた。

　いつもふたりで遊んでいたのか、私は常に亜紀さんの隣にいる。他の友達を交えた集合写真でも、必ずと言っていいほど亜紀さんの近くに写っていた。

　やっぱり、彼女は親友だったんだ……。

　まわりから言われるだけでは確信が持てなかったけれど、こうして写真がたくさん出てくると、真実なんだと改めて思う。

　亜紀さん、今頃どうしているんだろう。会いたいな……。

　全部の写真を見終えたものの、違和感を覚える箇所がいくつかあった。

　ひとつは、アルバムの一部が不自然に空白になっていること。後半は隙間なく写真が貼られているのに、中学の途中まではところどころ写真を抜かれていた。

　それに、お父さんが写っている写真が一枚もない。

　海上保安官だったお父さんとは、一緒に遊んだりはしていなかったんだろうか。写真も撮れないくらい、ずっと家にいなかったんだろうか。

　そして、最近の写真の中に、柊司さんとふたりきりで写っている写真がないことも気になる。

　店のスタッフと一緒に写っている写真はあるけれど、私と柊司さんの位置は両端に離れているものがほとんどだ。見方によっては、わざと距離をとっているようにも見える。

　なぜだろう……柊司さんとは、本当に付き合っていたんだろうか。デートをしていたのなら、いくつか写真があってもおかしくないのに。

　さっき家まで送ってくれたときには、『柊司さんの優しいところが好きだったのかも』なんて思っていたのに、今はこんなにも疑心暗鬼になっている。

　わからない。なにを、誰を信じていいのかわからない。

　バタンと荒っぽくアルバムを閉じて、本棚に戻した。

　怖い……記憶を思いだすことが、こんなに怖いことだなんて思わなかった。

　小刻みに震え始める身体を両手で抱きしめながらゆっくり立ち上がり、寝室のベッドに潜り込んだ。

　藤堂さんが病院で言っていた『怖くないの？』という言葉の意味が、ようやくわかった気がする。

　ふと、彼の笑顔を思いだす。温かくて優しい彼の笑顔。まわりまで明るくするような笑い声。

　藤堂さんは、私が働き始めてからはまだ一度も店に来ていない。

　仕事が忙しいのかな。また、彼の笑顔を見たいな……。

　そんなことを思っているうちに、疲れもあったのか、いつの間にか眠っていた。




　翌日、目を覚ますと正午近くになっていた。とりあえず洗濯や掃除をしよう、とバスルームに向かう。

　えっと、洗剤は……。

　何気なく背伸びをして、洗面台の上の棚のドアを開く。そこには洗濯洗剤や柔軟剤などが置かれていて、それらをとろうとして一瞬手が止まった。

　あ、れ……今、なんでここにあるってわかったんだろう？　収納棚はここだけじゃない。洗面台の下にもあるし、バスルームのドアの向かい側にも備えつけの小さな納なん戸どがあるのに……。

　戸惑いながら、改めてバスルームを見回した。

　そういえばキッチンで料理をするときも、私が無意識に手を伸ばした先にちゃんと調味料が置かれていたことがあったな。やっぱり、私はここに住んでいたんだ……。




　ささやかなことに感動しながら洗濯を終え、他にもなにか思いだすことがないかと浜辺へ行ってみることにした。記憶をなくす前によく来ていた、カフェのすぐ前にある砂浜だ。

　青い空と、キラキラと太陽に照らされて透き通る綺麗な海。波の音と、ときおり聞こえるウミネコの鳴き声。座って目を閉じると、自分の心臓の音と波の音が重なって、とても心地よい。

「あれ？　海桜ちゃん？」

　名前を呼ばれて振り返ると、そこには普段着の藤堂さんの姿があった。

　さわやかな白いＶネックのカットソーに、七分袖のチャコールグレーのジャケットを羽織り、カーキ色のパンツをはいていた。

　病院で会ったときはスーツだったから、なんだか新鮮に思える。私服ということは、今日はお休みかな？

「藤堂さん、こんにちは」

　私が笑顔で挨あい拶さつをすると、彼も照れたように微笑んで私の左隣に座った。

「もう店に出てるんだって？」

「はい。家でジッとしてると、余計なことを考えちゃいそうなので」

　私の言葉を聞いて、彼の整った眉がキュッと歪められる。

「思いだすの、つらい？」

　彼は立てた左膝に自分の左頬を乗せるようにして、私の顔を横から覗き込む。

「……正直、思いだすのは怖い、です」

　私は両膝を抱え、自分の足元に視線を落とす。

　昨夜感じた恐怖や、人を疑う心。自分を知らないということが、あんなにも不安になることだなんて思いもしなかった。

「怖い？」

「どんどん疑心暗鬼になっていく自分が、怖いんです」

　膝を抱える腕に力が入る。すると、大きな温かい手がふわっと頭に置かれた。

「頭で考えないで、心に従えばいいと思うよ」

「心？」

　意外な言葉に顔を上げ、藤堂さんを見る。

「そう。心で感じるものに素直になればいいんだ」

　優しく諭さとすような声音。私は自分の左胸に手を当ててみた。

　頭で考えるのではなく、心で感じる……。

「難しいけど……少しだけ、わかる気がします」

　洗剤の場所や調味料の位置。どれも頭で考えて行動したことじゃない。もしかしたら、藤堂さんが言っていることはそういうことなのかもしれない。

　不思議だな。藤堂さんの言葉は、私の身体に浸透するかのようにスッと入ってくる。

「うん。あまり自分を責めちゃいけないよ」

　彼はくしゃくしゃっと私の頭を撫でる。

「わっ！　ちょっと、やめてくださいっ」

　ぐしゃぐしゃになった髪を慌てて両手で直していると、藤堂さんは声を上げて笑い始めた。私もそれにつられて笑いだす。

「あ、やっと笑ったね」

　彼はそう言いながら、さらに激しく私の頭を撫でた。

　私は「もう！」と頬を膨らませながらも、なんだか心が軽くなったような気がしていた。藤堂さんは人を元気にする力を持っているんだろうか。

　隣にいる彼を横目でチラッと盗み見ると、優しい笑みを浮かべて私を見つめていた。

　――ドキッ……。

　急に心臓が跳ねて、慌てて視線を自分の足元に落とす。

「あ、あの、藤堂さん、今日はどうしてここに来たんですか」

　顔が火ほ照てっているかもしれない。そんなところを見られたくなくて、視線を落としたまま話す。

　彼は「あ、そうだった。夏生達と約束してたんだった。そろそろ行かないと……」と立ち上がり、お尻についた砂を払う。

「じゃ、またね。海桜ちゃん」

「はい」

　そして私達は笑顔で別れた。私はまだドキドキしている胸を右手で押さえながら、彼が歩いていく後ろ姿をずっと見つめていた。

　……柊司さんという恋人がいるのに、なんで私、藤堂さんにドキドキしているんだろう。










月夜の海辺




　翌日からはまた元気にバイトに行き始めた。

　藤堂さんが言ってくれたように、記憶についてなるべく頭では考えないようにするうちに、気づくことがあった。

　テーブルに置いてある紙ナプキンが少なくなっていたから補充しようとしたときのこと。いつもは厨房のカウンターの下に予備が置いてあるのだけど、それもあと少しになっていた。

　紙ナプキンとってこなくちゃ……。

　そう思って、歩きだす。

「海桜ちゃん、どこ行くの？」

　今日は厨房を担当していた鈴木さんが、カウンターから顔を出して聞いてきた。

「あ、紙ナプキンがなくなってたからスタッフルーム、に……」

　そこまで言って、自分で戸惑った。なぜスタッフルームにあると思ったのかわからない。鈴木さんからは、まだ教えてもらっていなかったから。

「場所わかる？」

「……たぶん」

　戸惑う私に、鈴木さんは「記憶が戻りつつあるのかもね」と笑いながら言ってくれた。

　その他にも、初めて会う客のはずなのになぜか『常連さんだ』と考えていたり、バイト仲間と話しているときに『この前、京都へ旅行に行ったって言ってたよね？』と知らないはずのことを口走っていたり……。

　記憶が戻ってきているというハッキリとした感覚はないけれど、やっぱり私はこの店で、この仲間と働いていたんだと思える。

　柊司さんも他のスタッフも、そしてときどき店に来てくれる藤堂さんも、みんな本当に優しい人達ばかりだ。

　みんなの助けがあって、私は今、ここにいることができている。




　でも――。

　働き始めて一ヵ月が過ぎた頃、柊司さんの様子が変わった。

　七月に入り、学生の夏休みの時期に合わせて、二十時まで営業時間を延長していた。

　この頃にはもうかなり仕事にも慣れ、ある程度のことならひとりでこなせるようになってもいた。私が不慣れな間は閉店作業も三人で行っていたけれど、最近ではふたりで行っている。今日は、私と柊司さんが担当だ。

　椅子をテーブルの上に上げて床を掃除したり、ゴミを纏めて片づけたりといった作業をあらかた終え、あとはレジのお金を柊司さんに渡すだけになった。

「柊司さん、今日の売り上げ持ってきました」

　スタッフルームにひとつだけ置いてあるデスクでパソコンにデータを入力している柊司さんに声をかけ、持っていたお金と伝票を置く。壁にかけてある時計を見ると、もう二十一時を過ぎていた。

「お疲れさん」

　柊司さんは手を止め、椅子を回転させて私に優しい笑みを向ける。

「海桜」

　最近、柊司さんはふたりきりになると私を名前で呼ぶようになった。隣に立つ私の右手を握り、弄もてあそぶように手の甲を触り始める。

「もっと近くにおいで」

　低く響く声と、手を触る指の動きに恥ずかしさを覚えて俯うつむく。すると手をギュッと引っ張られ、抵抗する間もなく、彼の日に焼けた太い腕に抱きしめられていた。

「しゅ、柊司さん？」

　椅子に座った状態の彼の両膝に、立ったままの私が挟まれるような形で抱きつかれる。私の胸の下辺りに、彼の顔が押しつけられていた。

「いい匂い。海桜、可愛いね……好きだよ」

　彼は甘い言葉を囁ささやきながら、私の顔を見上げる。

　え？　……今まで全然、そんなこと言ってこなかったのに。

　嬉うれしい言葉のはずなのに、戸惑ってしまう。

「キス、しよ」

　立ち上がった彼の顔がだんだん近づいてきた。

　私達は、恋人。だから、キスだってして当たり前。

　自分に言い聞かせて、ギュッと目を閉じる。

　彼の息が唇にかかる。そして唇が触れる――という寸前で、私は顔を横に背そむけた。

「やめて、柊司さん……やっぱり私、まだ……」

　記憶が戻ってないから――。

　そう言おうとしたのに結局、柊司さんに唇を塞ふさがれてしまった。

「んんっ……やだっ……やめっ……」

　私は思いきり抵抗し、柊司さんから離れる。そのときに噛かんでしまったのか、柊司さんの唇からは血が滲にじんでいた。

「なんで？　俺達、恋人同士なんだぞ？　なんで拒否するんだよ!?」

　彼は苛いら立だった表情で私を睨にらむ。

　そんなの、わからない。でも、でもこんなのは嫌なの……。なにかが違う、って頭の隅の方で自分が叫んでいるんだもん。

「藤堂って客ならよくて、俺は嫌なのかよ」

　柊司さんの言葉に驚き、目を大きく見開いた。

　藤堂、って……なんで今、彼の名前が出てくるの？

「この前、ふたりで浜辺にいたよな？　顔を赤らめて嬉しそうにしてさ。あんな顔、俺には見せないよな？」

　柊司さんは一歩、また一歩と私に近づいてくる。私はいつもの優しい彼とは違う一面に萎縮し、あとずさりをする。

　……休みの日にたまたま藤堂さんと会ったところを、柊司さんに見られていたんだ。

　でも、だからって藤堂さんとなにかがあったわけじゃない。藤堂さんは落ち込んでいた私を励ましてくれただけ。ちゃんと言わなきゃ、誤解されちゃう。

「違う！　彼は、藤堂さんは関係ないっ！」

　誤解を解こうとして、思わず叫んでいた。

「ムキになって……そんなにアイツのことが好きなのかよ。この尻軽女！」

「っ――」

　柊司さんの暴言に言葉を詰まらせる。それと同時に壁に背中がつき、それ以上は後ろに行けなくなった。

「なぁ、なんとか言ってみろよっ！」

　彼はドンッと大きな音をたてて、壁に手を叩きつける。

　あまりの怖さに「ヒッ」と小さく声を上げ、目を瞑つむって俯いた。

「海桜……お前は、俺の女だよな？」

「……ごめ、ん……なさい……」

　涙声になりながらやっと言えた言葉は、それだけだった。

「あ？」

　不機嫌そうな声を出す柊司さんの様子に、その場にいたたまれなくなって、次の瞬間には彼の腕をすり抜けて店を飛びだしていた。

　そして、走った先にあったのは砂浜。

　泣きながら無我夢中で走ったせいで、足元に気が回らなくて、砂浜に埋もれていた岩につまずき、思いきり倒れ込む。

　その場でゆっくり上半身だけを起こし、顔や手足についた砂を払うこともせず尻餅をついたまま泣き崩れる。

「なんで、こうなるんだろう……誤解を解きたかっただけなのに……」

　でも、元はといえば私がキスを拒んだから。あんなによくしてくれた柊司さんを怒らせちゃった。

　なんでかな？　恋人だったはずなのに、『好きだ』とか、『愛しい人だ』と思えない。

　月明かりの中、ポロポロと大粒の涙がこぼれてくる。

　そこへ、後ろの方から砂浜を歩く足音が聞こえてきた。柊司さんかもしれない、と恐る恐る後ろへ目を向ける。

「海桜ちゃん？　こんな時間にどうしたの？」

「藤堂、さん……」

　彼に泣き顔を見せたくなくて、慌てて涙を拭ぬぐう。

　この近くで仕事があったのか、彼は淡い水色のシャツと紺色のパンツを身に着け、片手にビジネスバッグを持っていた。

「……なにかあった？」

「なにも、ないですよ」

　目の前にしゃがんで心配そうに顔を覗き込んでくる彼に、私は無理やり笑顔を作ってみせる。すると彼は少し悲しそうな顔で溜息をひとつこぼし、私の顔についた砂を払い落としてくれた。

「無理して笑うことないよ」

「……うわあぁぁぁぁん」

　藤堂さんの優しさに甘えちゃいけない、と思って我が慢まんしていたけれど、ついに私の涙腺は崩壊してしまい、彼に抱きついて大声で泣き始めてしまった。

　彼は一瞬驚いた顔をしたけれど、泣いている理由を聞くこともなく、私が泣きやむまで背中を優しく擦りながら静かにそばにいてくれた。

「う、んっ……ごめ、んなさい。突然、こんな……」

　二十分後、私はやっと落ち着きをとり戻すことができた。ずっと私を抱き留めてくれていた彼のシャツは、私の涙でグショグショだ。

「謝らなくていいよ。俺の胸でよければいつでも貸しちゃうから。もちろん、海桜ちゃん限定で」

　茶目っ気たっぷりの笑顔を浮かべながら、ギュッと抱きしめてくれた。

　藤堂さん、とっても温かい。安心する……。

　彼の広い胸にもう一度身体を預けようとして、ハッと我に返った。こんなところをまた柊司さんに見られたら、さらに誤解させてしまう。

　慌てて、両手で藤堂さんの胸を押し返す。

「今日は、ごめんなさい。ありがとうございました」

　一歩離れて、深く頭を下げた。

「たいしたことしてないから、そんなに謝んないで」

　彼は困ったように眉を下げ、右手で頭をガシガシとかいた。そのせいで髪がくしゃくしゃになっている。

　なんだか、子犬みたいで可愛い……。思わず頬が緩んだ。

「本当に、藤堂さんって優しいですよね」

「んー、そんなことないよ。俺、会社じゃ冷徹部長とか呼ばれてるみたいだし」

　冷徹部長？　……そんな風には全然見えないのになぁ。

「あ、海桜ちゃんさ、その『藤堂さん』って呼び方やめない？　『波瑠』でいいよ」

　突然の彼の申し出に驚いた。藤堂さんを名前で呼ぶなんて、それこそ柊司さんになにを言われるか。

「それは、できないです……」

　俯きながら小さな声で断る。嬉しいけれど、今の私には藤堂さんを名前で呼ぶことはできない。

「そっかー。まだまだだな、俺は。じゃあ、もっと仲よくなっていつか海桜ちゃんに波瑠って呼ばせてみせるからね」

　彼はそう宣言すると、グッと背伸びをして星空を仰いだ。そんな彼の姿を見て、藤堂さんが私の恋人だったらよかったのに、なんて都合のいいことを考えてしまった。

　そんなはず、ないのに。私ってバカだ……。




　その日から、私はできるだけ藤堂さんを避けるようにした。カフェで会ったときも、料理を運んでひとこと話すくらいで、それ以外は彼のテーブルには近づかないように心がけた。

　だって、これ以上は柊司さんを怒らせたくないから。

　あの夜の柊司さんの顔を思いだすだけで、身体が震える。だから柊司さんに見えるところで誤解を招くことはしないように気をつけよう、と心に決めていた。

　それなのに、柊司さんは変わってしまった――まわりにいる誰もがわかるくらいに。




　その日は夏休みの影響か、休む暇もないくらい店が忙しく、みんなバタバタ走り回っていた。

　落ち着いたのは十九時を過ぎてから。主婦である鈴木さんや他のパートさん達は、だいたいこの時間に帰る。ラストまで残るのは、私を含め二十歳以上で時間に余裕があるバイトばかり。

　そして閉店時間の二十時が来ると、閉店作業担当だけを残し、みんな帰っていく。

　たいてい二十時には客はほとんどおらず、あらかた食器の片づけやゴミ出しも終わっているものの、床掃除などをしていたらすぐに時間が過ぎていく。

　今夜は、私と柊司さんが閉店作業を担当していた。

「海桜」

　柊司さんから名前を呼ばれ、前に一緒に閉店作業をしたときのことを思いだし、ビクッと肩が震える。

「……はい。なんですか？」

　床掃除用のモップを手にしたまま、声がした方へゆっくり振り返る。

「キスしよ。いいだろ？　俺達、恋人同士なんだから」

　伸びてきた太い腕が腰に巻きつき、抱きしめられた。その拍子にモップが手から離れ、カランという乾いた音をたてて床に転がる。

　至近距離にある彼の顔。熱い吐息が首にかかってくすぐったい。

「……でも、まだ仕事が残って……んっ」

　戸惑う私をよそに、柊司さんは唇を押しつけてくる。慣れた感じで、私の唇を食はむように彼の熱い唇が何度も方向を変えながら動く。

　やっと離れたかと思ったら、今度は首筋に唇を落とし、熱い息を吐きながらシャツの上から私の左胸を触り始めた。

「っ、あ……ダメ。柊司さん、やめて……」

　慌てて彼の手を両手で押さえ、胸から離す。

「愛してる。海桜が欲しい……」

　しかし彼は反対の手で、次は右胸を揉み始めた。薄い生地のシャツ越しに、彼の手の感触が伝わってくる。

　やだ……触れられたくない……でも、彼は私の恋人だし……。

　どうしたらいいのかわからなくて、ギュッと目を閉じる。彼はその様子を見て、私が許したと思ったのか、シャツの中に手を滑り込ませた。地肌を這はうように脇腹からお腹、そしてブラへと手が動いてくる。

　そして、指でブラを少し引き下ろし、露わになった頂を弾いた。

「キャッ！」

　その瞬間、ビリッと電気でしびれたような感覚が全身に走り、胸を押さえて彼から飛びのいた。

「海桜？」

「やだ……」

　小刻みに震えながら彼を見る。ジワリと目に涙まで浮かんできた。

　すると、彼の顔色がみるみるうちに変わっていく。熱を帯びていた瞳がどんどん冷めて、冷ややかに私を見つめてきた。

「チッ……そうかよ」

　舌打ちをしてポケットに手を入れながら踵きびすを返し、スタッフルームに向かって歩きだした。

「あー、俺このまま帰るから。あとよろしく」

　そう言い残して、彼はフロアから姿を消した。彼の姿が見えなくなると同時に、力なくその場に崩れるように床に座り込む。

　しばらくすると本当に帰ったのか、バタンと裏口のドアが閉まる音がした。

　ひとり残された店内。こらえていた涙が溢れだし、何度も頬を伝う。

　もう、やだ……働き始めた頃はあんなに優しかったのに。私のせいなのかな？　どうしたらいいのかわからない……。

　ひとしきり泣いて気づく。柊司さんが帰ってしまった今、閉店作業は私だけで行わなくてはならない。泣いていても終わらない、とゆっくり立ち上がり、残りの片づけをひとりで始めた。

　とはいえ、柊司さんしか触れないパソコンへの入力ができるはずもないから、お金と伝票は金庫に入れて店を出る。

　そして家に着く頃には、二十三時を過ぎていた。




　その日から柊司さんにどう接していいのかわからなくて、彼と距離をとるようになった。それがなおさら気に入らないのか、店内での彼の態度はあからさまに冷たい。

　二日後のオープン準備中、鈴木さんがパタパタとありとあらゆる棚のドアを開け閉めしていた。

「なにを探してるんですか？」

　不思議に思って、鈴木さんに近づく。

「おしぼりが残りひと袋しかないのよ。おかしいわねぇ」

　右手を頬に当てて、困ったように首を傾げている。

　ひと袋ということは、二十五本しかないということだ。このままじゃ全然足りない。

　物品の発注はすべて柊司さんのパソコンで行う。つまりは、彼の発注ミスということになるけれど……。

「どうかしたか？」

　あくびをしながら、柊司さんがフロアに出てきた。

「店長、おしぼりがあとひと袋しかないんです。これじゃ、今日の分すら足りないですよ？」

「あ？　俺はちゃんと注文してるぞ？　……そういえば、おととい神崎に入力任せたよな？　お前が間違えたんじゃねーの？」

　だるそうに頭をかきながら、もう一度大きなあくびをする。

　私は彼の言葉に驚き、声を出せずにいた。

　パソコンなんて触っていないし、そもそもパソコンのロックの解除番号さえ知らない。なにを言っているの……？

「と、とにかく、このままじゃオープンに間に合いませんよ！　どうするんですか？」

「神崎、お前の責任なんだからお前が買ってこいよ。近くのホームセンターに行ったら、おしぼり売ってるから。そうだな……明日の分も含めて、七百本もあれば足りるだろ」

「え？　彼女ひとりでですか？」

　鈴木さんが驚くのも無理はない。近くのホームセンターといっても、ここから歩いて三十分はかかる。車は柊司さんしか持っていないし、この様子じゃ彼は車を出してはくれないだろう。

　それに店で使っているのは紙ではなくタオル生地のおしぼりだから、それが七百本となると重量が十五キロ以上にはなる。

「店長、さすがに彼女ひとりでは無理がありますよ」

「あ？　俺の命令に文句があるわけ？　辞めさせるぞ、鈴木」

　彼は攻撃的な目で鈴木さんを見る。その言葉と目つきに萎縮し、鈴木さんは言葉を失う。

　鈴木さんはこの店に来るまで、いくつもの店からパートの採用を断られてきたそうだ。理由は、小さな子供がいるから。長時間勤務や休日出勤などに制限がかかってしまうし、たとえ保育施設に預けたとしても、熱を出したりすれば呼びだされて仕事を抜けなきゃいけないことなどから、パートですらなかなか雇ってもらえないらしい。

　だから、きっとここを辞めさせられてしまうと次を探すのも大変なはず。

「鈴木さん、いいです。私、行ってきますから」

　鈴木さんの後ろにいた私は、彼女の袖を引いて言った。これ以上柊司さんに反抗したら、本当に鈴木さんは辞めさせられてしまうかもしれない。

「海桜ちゃん、でも……。じゃあ、紙おしぼりを買ってきて。それならまだ自転車のカゴにも乗りきるはずだから。いいですよね、店長」

　鈴木さんは少しでも私の負担が軽くなるようにと考えて、柊司さんに訴えてくれた。

「チッ……仕方ねーな。おしぼりの業者には明日には持ってくるよう連絡しておくから、さっさと買ってこい」

　彼は大きく溜息をつきながら、スタッフルームへ消えていった。

　柊司さんがいなくなると、鈴木さんは「ごめんね、ひとりで本当に大丈夫？」と心配そうに瞳を潤ませながら顔を覗き込んでくる。

「大丈夫です。行ってきますね」

　できるだけ彼女に心配をかけたくなくて、気丈に笑って店を出た。




　ホームセンターに着いたものの、紙おしぼりがどこにあるのか探すのに手間どってしまい、店に帰り着いて時計を見ると九時半を過ぎていた。

　汗だくになりながら紙おしぼりを抱えて店に入ろうとしたとき、唖あ然ぜんとした。店の裏口におしぼり業者のトラックが停まっていて、「ありがとうございました」と作業服に身を包んだ男の人が店を出ていったから。

　鈴木さんが私の姿を見つけると慌てて駆け寄ってきて、興奮気味に言う。

「海桜ちゃんが店を出ていった直後、店長が『昨日注文してたの忘れてた』なんて悪びれもせず言ってたのよ。本当、あり得ないわよね。海桜ちゃんに連絡しようとしたんだけど、する必要ないから早く準備しろって……」

　……柊司さん、なんでこんな虐いじめみたいなことをするの？　そんなに私のことが許せないの？

　ダイビング器具の貸し出し受付をしている彼の姿を見つめるも、彼は私に気づいていないのか、こちらを見ることはない。

　そしてこの日、彼は一度も私に話しかけてこなかった――まるで無視しているかのように。




　そんなことがあっても私は、柊司さんと仲直りをしたくて、しばらくの間ふたりで話す機会を窺っていた。

「海桜、ちょっとこっち来て」

　ある日のバイト中、受付のカウンター越しに柊司さんが私のことを呼んだ。ふたりきりでもないのに名前で呼ぶなんて、いったいどうしたんだろう。

「へぇ、これがお前の彼女？」

　柊司さんの目の前には、サーフィン仲間なのか片手にサーフボードを手にした黒髪の男性がいて、こちらを見てきた。

「そう。可愛いだろ？」

　柊司さんはカウンターに両りょう肘ひじを置き、にこやかに笑っている。久々に優しそうな笑顔を見た気がする。

「嘘うそだろ？　こんな可愛い子がお前の女なわけないって。今までの女と全然タイプ違うじゃん」

　男性は信じられないといった表情で、私と柊司さんを交互に見つめている。

「証拠を見せろよ」

「いいぜ……海桜、もうちょっとこっち来て」

　柊司さんはにやりと笑って、少し離れた場所でふたりを見ていた私を手招きする。男性に聞かれたくない話があるのかと思い、手招きされるまま柊司さんに近づく。

「なんですか？」

　カウンターに手をついて身を乗りだすと、その手を押さえ込まれ、そのままカウンター越しにキスをされた。チュッとリップ音を鳴らしながら唇が離れる。

「っ、柊司さん!?」

「なに？　もっとディープな方がよかった？」

　彼は不敵な笑みを浮かべている。

「なんでこんなこと……」

　恥ずかしさのあまり、一瞬で顔が赤くなっていくのがわかる。彼が触れた唇をとっさに手の甲で押さえた。

　戸惑いと悔しさで涙が浮かんでくる。まわりに従業員も客もたくさんいる場所でキスをするなんて、信じられなかった。

「好きだからに決まってんだろ。なぁ？」

「やるねぇ～、お前も」

　彼は平然とした顔で、サーフィン仲間の男性とおかしそうに笑っている。

　本当に柊司さんがわからない。なにを求め、なにをしたいのか、なにもわからない。もう頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　私は自分の唇を手の甲で押さえたまま、逃げるようにフロアの奥へ戻った。










記憶のカケラ




　次第に、私の中で柊司さんへの気持ちが変わり始めた。

　今までは『恋人』と言われ、なんとか彼を好きになろう、彼に嫌われないようにしよう、と思っていた。

　でも今はあれほど、誤解を解きたい、話し合いたいと思っていた気持ちはもうない。むしろ嫌悪感しか抱くことができず、できるだけ彼とは話したくない。いっそ辞めてしまおうかとも考えたのだけど、ときどき来てくれる藤堂さんと会えなくなってしまうと思うと言いだせなかった。

　柊司さんに嫌悪感を抱くようになってから、藤堂さんが店に来てくれる日を心待ちにするようになった。柊司さんに気を遣って藤堂さんを避けることもやめた。

　藤堂さんは、週に一、二度のペースで店に顔を出してくれる。ダイビング仲間である夏生さん達と一緒のときが多いけれど、ひとりで来るときもあった。

　藤堂さんと夏生さんは幼い頃からの親友らしく、『腐れ縁だ』なんて笑いながら言っていた。

　夏生さんは明るい茶色のツーブロックのショートヘアで、天然パーマなのか緩くふわふわとした感じ。いつもきちっと髪をセットしている藤堂さんとは正反対の印象を受けるけれど、その場にいるだけでまわりを明るくする雰囲気はよく似ている。

　藤堂さんが席に着いていつも頼むのが、ブラックコーヒー。そして私の顔を見ながら、「どう？　さすがにもう仕事は慣れた？」とか「記憶は戻った？」などと声をかけてくれる。




　あ～、藤堂さんに会いたいなぁ。今日辺り来てくれないかなぁ。

　ある日の営業中、客が少なくなり落ち着いた店内でそんなことを考えていると、遠くからこちらへ歩いてくる男性がふたり見えた――藤堂さんと夏生さんだ。

　思わずポケットから携帯をとりだし、柊司さんに見つからないよう背の高い観葉植物の陰に行って、パシャッと藤堂さんを隠し撮りした。

　慌てて撮ったから少しピンボケしている、彼の横顔の写真。それでも嬉しくて、思わず携帯をギュッと両手で握りしめ、胸に当てた。

　この写真、あとで待ち受けにしよっと。

　私が入院していた頃、二度目にお見舞いに来てくれたときに、藤堂さんが渡してくれた新しい携帯。『水没して使い物にならなくなったでしょ？』と、番号はそのままで買ってきてくれたのだ。

　彼と色違いの同じ機種。藤堂さんが青色で、私が白色。彼が『同じ機種なら、使い方がわからなかったとき、教えられるから』と照れながら言っていたことを思いだす。

「海桜ちゃーん！」

　店に近づき、向こうも私の姿に気がついたのか、藤堂さんが私の名前を呼びながら手を大きく振っている。慌てて携帯をポケットに戻し、私も小さく手を振り返した。

　店に入ってテーブルに着いたふたりは、藤堂さんがホットコーヒー、夏生さんがアイスティーを頼み、なにやら言い合いを始めた。

　私がドリンクを持っていくなり、「聞いてよ、海桜ちゃん」と藤堂さんに話しかけられる。

　よくよく話を聞いてみると、『この暑いのにホットコーヒーなんて飲む気が知れない』と夏生さんが言ったらしく、それに対して藤堂さんが『冷たいものばかり飲むとハゲるんだぞ』と反論したらしい。そして最終的には、将来ハゲるかハゲないかで揉めていた。

　まるで小学生のようだけど、そんなことをムキになって言い合える仲のよさが羨うらやましい。ふたりのやりとりを見ているだけですごく楽しくて、私も自然と笑っていることが多い。

　藤堂さんが太陽なら、柊司さんは影のようだ。全く正反対なふたり。

　なんで私は最初から、藤堂さんを好きにならなかったんだろう。なんで柊司さんのように強引で自分勝手な人を、恋人に選んだんだろう。

　やっぱり思いださなきゃ。本当の自分をとり戻さなきゃいけないんだ……。




　ある休日、私は少しでも記憶をとり戻す手がかりが欲しくて、部屋の押し入れにしまってあった荷物を見てみることにした。

　すると、段ボール箱の奥底に隠すように入れてあった、Ａ４サイズのノートが入るくらいの大きさの四角い銀の缶を見つけた。そっと開けて中を見ると、そこには古びた十数枚の写真と、一冊の日記帳が入っていた。

　その写真を手にとってみると、ニコニコと優しそうな笑顔を浮かべた男性がすべての写真に写っている。短髪で、よく笑う人なのか目尻に笑い皺じわが入った男性。日に焼けていて、鍛えているのか肩幅が広く、細マッチョな印象。

　そういえば以前、本棚のアルバムを見たときに、不自然にところどころスペースが空いているところがあったな。もしかしたら、そこに入っていた写真かもしれない。

　この男の人は、いったい誰なんだろう……。知らないはずなのにどこかで知っているような、懐かしいような、そんな気がする。

　写真を一枚ずつ見ていく。

　病院のベッドで若い女性が生まれたばかりの赤ちゃんを胸に抱き、その男性が赤ちゃんの頬をつつきながら笑顔で写っている一枚。

　男性がどこかの公園で、水色のワンピースを着た二、三歳の小さな女の子と噴水で水遊びをしている一枚。

　場所はファミレスだろうか、さっきの写真に写っていた女の子と男性がひとつのパフェを分け合って頬張る一枚。ふたりの鼻の頭と口の端にはクリームがついていて、そっくりな顔で笑っていた。

　他のどの写真も、みんな幸せそうに笑っている。

　写真に写っている小さな女の子は……アルバムの中の写真と同じ顔をしているから、たぶん私だろう。そして若い女性は、棚の上に置いていた写真立ての中の女性とよく似ている。ということは、私のお母さんだよね。

　それなら、この男性は……お父さん？

　――ぽたっ……ぽたっ……。

　写真に大粒の涙が落ちる。自分でも気づかないうちに、泣いていた。

　記憶にぼんやりとかかっているもやが、少しだけ晴れていく。

　あぁ、そうだ。思いだした。間違いない……若い頃のお父さんとお母さんだ。

　この写真達はなんでこんな押し入れに、しかも缶の中に隠すように入れてあったんだろう。アルバムからわざわざ外すくらいだから、なにかあったんだろうか。

　もっと家族のことを、家族と過ごした時間を思いだしたい。

　写真と一緒に入っていた日記帳を手にとった。

　開いて読んでみると、どうやらこれは私が中学二年の頃のもので、最初は家族で行ったピクニックのことや、何気ない学校での出来事など、毎日を楽しそうに綴つづった内容ばかりだった。お父さんと出かけることが少ないのか、家族三人で出かけた日のことは特に楽しそうに書かれていた。

　だけど、ある日の日記を境に様子が一変した。その始まりは八月十三日。
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　八月十三日（火）

　今日、お父さんと喧けん嘩かをした。

　遊園地に連れていってくれるって約束してたのに、急にお仕事が入ったから行けなくなったって出ていった。

　なんで、どうして……ずっと前から、約束してたのに。

　楽しみにしてたのに。

　お父さんは、私よりお仕事の方が大切なんだ。

　お父さんなんて、嫌い。嫌い。大嫌い。

　海で溺れちゃえばいいんだ。




　八月二十一日（水）

　お父さんが、死んじゃった。

　先週、十四日の水曜日に起こったフェリーの座礁事故で、船内にとり残された要救助者を助けようとして溺れたんだって。

　お父さんの上司からお母さんに連絡が入って急いで病院に駆けつけたけど、通されたのは霊安室だった。

　お父さんの顔には白い布がかけられていて、それを外すと、今にも『よく寝たぁ』って背伸びして起きてきそうなくらい傷も少なくて、綺麗な顔をしていた。

　その顔を見た瞬間、お母さんは冷たくなったお父さんに抱きつき、泣き崩れた。

　でも私は、泣けなかった。なにが起きたのかわからなかったから。

『常に冷静であれ』

　それがお父さんの口癖だったはずなのに。

　なにがあったの？

　なんで、お母さんと私を残して逝いっちゃったの？

　お父さんのお通夜の日は朝から雨が降っていた。

　叔お父じさんも、叔お母ばさんも、お通夜に参列してくれた人もみんな泣いている。

　お母さんは憔しょう悴すいしきった顔で、喪主席に座っていた。

　お通夜が終わり、お母さんの姿が見えなくて探していたら、式場の隅でお父さんのバディの男の人が、泣きながらこっそりお母さんに話していたことをつい聞いてしまった。

　あの日、お父さんは『娘に嫌いって言われた』とつらそうにしていたって。

　いつも冷静なお父さんが、あの日はなにか焦っているように見えたって。

　普段のお父さんなら、きっとあんなに荒れた海には飛び込まなかった――そうすれば死ななかった、って。

　長年バディをしていたのに制止できなかったことを、お母さんにすごく謝っていた。

　私のせいだ。私がワガママ言ったから。

　私が大嫌いって言ったから。

　私が海で溺れればいいって思ったから。

　お父さん、ごめんなさい。

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい……！




　八月二十二日（木）

　お父さんのお葬式の日から、お母さんは笑わなくなった。

　家にいてもボーッとしていることが多い。私が声をかけても気がつかないくらいに。

　会話の最中にお父さんのことを言うと、すごく悲しい顔をする。

　夜も毎日泣いているみたい。すすり泣く声がリビングから聞こえる。

　お母さん、ごめんね。

　私が溺れればいいなんて思わなかったら、お父さんは死ななかったかもしれない。

　お母さんの大好きなお父さんを、殺しちゃってごめんなさい。

　お母さん、私、どうすればいい？

　どう償えばいい？




　八月二十四日（土）

　もう、日記を書くのはこれで最後にする。

　お父さんのことも、書かない。言わない。

　お父さんのすべてを、お母さんの前から消すことにする。それでお母さんが笑ってくれるのなら。

　でも、忘れない。

　私の罪を。

　お父さんを殺したのは、私だから。
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「なに、これ……」

　私は目の前の日記帳を見て絶句した。

　お父さんを、私が殺した？　どういうこと……？

　――キィィィィン。

　久しぶりに耳鳴りがし始めた。これは、記憶が戻る前兆？

『……アンタのせいで死んだんじゃないの!?』

　薄暗い中、髪の長い女性が床に座って叫んでいる。けれど彼女の顔はもやがかかったようにハッキリとは見えない。

　最初はお母さんかと思ったけれど、写真に写るお母さんの髪型はどれもボブだった。それ以上長く伸ばしたことはなかったみたいだから、今頭に浮かんでいる女性とは違うだろう。

　誰……？

　そういえば、病院で亜紀さんに抱きつかれたときに一瞬思いだした人影と似ている気がする。

　あなたは、私とどんな関係があるの……？

　っ、あ……頭が痛い……割れそう。

　頭を抱えて、フローリングの床に崩れるように倒れた。だんだん意識が遠くなっていく――。
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「海桜、おいでー」

「おとしゃん」

　太陽を背に、ひとりの男性が大きな太い腕を広げ私を待っている。目尻に皺をいくつも作って、愛おしそうに目を弓なりに細めて笑っている。

　私はその腕の中めがけて、おぼつかない足どりで公園の芝生の上を歩いていく。

　たぶん二、三歳くらいの頃だろう。小さな赤い靴を履いている。

　もう少しでたどり着く――その直前に足元がぐらつき、倒れそうになった。

『あっ！』と思ったけれど、傾いた私の身体が倒れることはなかった。両脇に通された大きな腕に持ち上げられ、男性に抱えられる。

「よくやった。すごいな、海桜は」

　男性は大きな手で私の頭を撫でる。

「おとしゃん。たかいたかい、してぇ」

　私は小さな細い腕を伸ばして、おねだりをしている。

「よーし。高い、高ーい」

　持ち上げられて上下するたびに、キャッキャと声を上げて喜ぶ。

　私は間違いなく、そこにいた。お父さんのがっしりした太い腕に抱かれ、幸せそうに笑っていた。

　お父さん……懸命に手を伸ばすけれど、その映像はどんどん遠くなって消えていく。
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「お父さんっ！」

　叫びながら目を覚まし、辺りを見渡すと、そこは夕日で染まった自分の部屋。どうやら、半日以上も気を失っていたみたいだ。

　重い頭を片手で支えながら起き上がると、気を失っていた間に泣いていたのか、頬に涙の跡がついていた。手の甲でそれを拭い、まわりに散らばった、お父さんが写っている写真を拾い上げる。

　それから本棚にあるアルバムを出し、空いていた場所にひとつひとつお父さんとの写真をはめ込んでいく。

　そうだ。私は、中学二年の夏休みにお父さんを亡くしたんだ。最期にひどい言葉をかけて……。

　アルバムには隙間なく綺麗に、すべての写真が納まった。

　幼い頃のお父さんとの記憶を少しだけ思いだせた――お父さんが亡くなった理由も。

　だけど、まだこれは記憶の一部でしかない。

　アルバムの後半に貼ってある、高校時代からの写真。そのほとんどに、亜紀さんの姿がある。

　屈くっ託たくのない笑顔で笑い合う私達の写真や、変顔で撮ったプリクラ。そこにはカラオケで歌っていたり、カフェでケーキを頬張っていたり、肩を組んでふざけ合ったりしている姿などがたくさんある。

　亜紀さんに会いたい。会って、話をしたい。

　彼女とは病院で一度しか会っていない。彼女に抱きつかれたとき、なぜか嫌悪感が襲い、彼女を突き飛ばしてしまったあの日だけ。

　なぜ彼女に触れられるのをあんなに嫌だと感じたのか、今でもわからない。

　彼女のことが気になって柊司さんに聞いてみたときがあったけれど、柊司さんも彼女の連絡先などは知らないらしく、私から連絡をすることはできないでいた。

　ただ、亜紀さんはよく店に来て、ふたりで楽しそうに話していたらしい。それに加えて柊司さんには亜紀さん自身の話をよくしていたらしく、彼女が市内の小さな商社でＯＬをしていることや、仕事で悩みを抱えていることなども柊司さんは知っていた。

　病院で浮かんだ記憶の中の女性と、さっき気を失う直前に浮かんだ記憶の中の、髪の長い女性。あの女性は同一人物なの？

　あの女性は私に『……アンタのせいで死んだんじゃないの!?』と叫んでいた。それがお父さんのことなのだとすれば……あの女性は、お父さんが私のせいで亡くなった事実を知っている、ということになる。

　そんな話を知ることができるのは、私のごく身近にいた人だけだろう。亜紀さんなら、あの女性が誰なのかわかるかもしれない。それに、彼女に会えば学生時代の記憶なども思いだせるかもしれない。

　会いたい。だけど会ってくれるだろうか……。




　退院してから二ヵ月が過ぎようとしていた、八月。

　もう夏真っ盛りで太陽がジリジリと照りつける中、砂浜には毎日たくさんの人達が来て、それぞれ海を満喫していた。それに伴い、店も大盛況。バイトも一時的に増員し、みんな栄養ドリンクを飲みながら頑張っている。

　最近では、柊司さんとは業務上必要なこと以外は話さなくなっていた。幸い、店が忙しすぎて柊司さんからも話しかけてはこない。

　この日、私は珍しく十八時にバイトを上がることができた。

　早く帰れたのをいいことに、連日のバイトの疲れを癒すため、近くのマッサージ店にでも行こうかと考えていたそのとき――。

　携帯が鳴り、バッグからとりだして画面を見ると、登録していない番号からの着信だった。不審に感じつつも、知り合いかもしれない、と思いきって電話に出る。

「もしもし？」

『……もしもし、海桜？』

　少し間が空いてから、遠慮がちに声が聞こえた。この声は、もしかして……。

「亜紀、さん？」

　恐る恐る、思いついた人の名前を言ってみる。違っていたらどうしよう……と内心ドキドキした。

『……わかるの？　私のこと』

「ごめんなさい。まだ、ちゃんと思いだしてはないんです……この前は私、動揺してて。ひどいこと言ってごめんなさい」

　亜紀さんから連絡をくれたことがものすごく嬉しくて、舞い上がってしまう。けれど病院で彼女を突き飛ばしてしまったことへの罪悪感もあって、彼女がどんな気持ちで私に電話をくれたのか、急に不安になる。

　彼女と会ったら話したいことをたくさん考えていたのに、いざその瞬間が来るとうまく言葉が出てこない。とにかくまずは謝らなくちゃと思い、電話で姿は見えないのに頭を下げながら謝った。

『私も、ごめんね……』

「あの……もしよかったら、会えませんか？」

　電話じゃなく、実際にもう一度会って謝りたい。それに、学生時代やそれぞれ社会人になってからの話もいろいろ聞いてみたい。

『え……』

　戸惑いの声が聞こえ、しばらく無言になる。

　やっぱり、会ってはくれないのかな……。

「あの、私、自分の部屋にあったアルバムを見たんです。そしたら子供の頃のことは少しだけ思いだすことができて。だから、亜紀さんと一緒だった時間も思いだしたいんです。……あの、嫌じゃなければ……会って、くれませんか？」

　ゴクリと唾を飲み込み、彼女の返事を待つ。しばらく無言が続き、心臓の音だけがうるさいほどに鳴り響く。

　……やっぱり、許してくれないよね。

　そう思って、携帯をギュッと握りしめたとき――。

『嬉しい。私も、会いたい』と声を詰まらせながら言ってくれた。

　すごく嬉しくて、一時間後の十九時に、いつも私達が待ち合わせで使っていたというファストフード店で会うことを約束した。




「あ、海桜！　こっち」

　入店した私を見つけ、亜紀さんが笑顔で手を振る。

　――ドキンッ。

　彼女の姿を見た瞬間、病室で頭に浮かんだ女性の影を思いだし、不安で心臓が跳ねた。

　大丈夫、大丈夫……亜紀さんは、私の親友……大丈夫。

　自分に言い聞かせながら胸に左手を当てる。右手には、藤堂さんが買ってくれた携帯を握って。

「ごめんなさい。結構、待ちました？」

　亜紀さんがいるテーブルに駆け寄り、向かいに座る。

「ううん、私もさっき来たところだから。それより、海桜に敬語使われるの変な感じ。タメ口でいいよ？」

「あ、うん……」

　ちょっと照れくさくなると同時に戸惑う。

　彼女は柊司さんとも藤堂さんとも違う、私と同い年の女性で、高校時代からの親友。私は覚えていないけれど、彼女は私のことをよく知っているはずで――。




　それから私達は時間を忘れて、いろいろなことを話した。

　高校に入った頃、私は誰とも仲よくしようとせず、ひとりでいることが多かったらしい。それが癇かんに障ったのか、クラスの中でもリーダー格の女子が先頭に立って私を虐めるようになったそうだ。

　最初は足の引っかけや無視など、軽いものだった。けれどなにをしても私の反応は薄く、それが余計に彼女をイライラさせたのか、虐めは徐々にエスカレートしていって、授業中に物を投げられたり、教科書やノートに落書きをされたり破られたりしていたらしい。

　亜紀さんは初めは、すぐに飽きるだろうと静観していたけど、さすがに虐めがひどくなり始めたのをきっかけに私を庇かばうようになったのだとか。それでも私は、虐めをするクラスメイトに反抗はしなかったらしいけど。

　そんな毎日が続いたある日、私がトイレに連れ込まれ、水が入ったバケツに顔を押しつけられるという事件が発生した。

　先生に用事を頼まれていてその場にいなかった亜紀さんは、他のクラスメイトから私がトイレに連れ込まれたと聞いて慌てて向かった。そして何度も水に顔をつけられゲホゲホと咳き込んでいる私の姿を見て怒り心頭に発し、『アンタ達、海桜を殺す気なの!?』と叫んで、用具入れにあったモップを振り回して助けてくれたんだとか。

　でも、助けたあとの私のひとことは『私なんて、死んだ方がいい』だったらしい。その理由は『自分は父親を殺したから』というものだった。

　驚いて詳しく話を聞いたあと、亜紀さんは『それは海桜のせいじゃない』と言って、その日から私達は『亜紀』『海桜』と名前で呼び合う友達になったそうだ。

　後日、主犯格のクラスメイトは転校し、それによって私への虐めはなくなった。他のクラスメイト達もちゃんと謝ってくれたのだという。そのほとんどは亜紀さんが『海桜に謝れっ！』と強制的に謝らせたものだったらしいけど……。

　高校を卒業して一緒の大学に入ってからも、私達の友情はそのまま。大学で私に初めて好きな人ができたときには、『私が海桜のお父さんの代わりに品定めする！』と言って、亜紀さんの情報網を駆使して彼の情報を集めたんだとか。そして恋がうまくいって彼氏ができたときには、自分のことのように喜んでお祝いをしてくれたらしい。

　もちろん、亜紀さんも私に自分の彼氏の話をしてくれていたそうで、そのたびに私は笑顔で聞いていたんだって。

　大学を卒業して、亜紀さんは小さな商社に就職した。私はというと、お父さんの死を受け入れるべく海に関する仕事がしたいから、といろいろ探している中で『Heart Reef Café』の店長である柊司さんに声をかけられ、そこでバイトをすることになったのだという。

　それにしても亜紀さんは、女の私でも見とれてしまうほどすごく綺麗な人だ。モデルをしていると言われてもおかしくないくらい背が高いし、スタイルも抜群。

　ふわふわの柔らかそうなマロンブラウンの髪を胸まで伸ばし、毛先だけクルンと巻いている。顔立ちは細めの眉にぱっちり二重で、セクシーな厚い唇に艶つやのあるグロスを塗り、いっそう女性らしさが増している。

「ねぇ亜紀さん。私って、なんで柊司さんと付き合ってたんだろう……」

　ふいに彼女に聞いてみたくなった。学生時代の話を聞いていたら、私は彼女のことをすごく信頼していたみたいだし、それに彼女は芯がある強い女性のような気がしたから。

　きっと記憶をなくす前の私は、なんでも亜紀さんに相談していたんだろう。もしかしたら、柊司さんのことも話していたんじゃないかな？

「え、そりゃあ……好き、だからでしょ？」

　少しなにかを考えるような間があったけれど、屈託のない笑顔で彼女は答えた。

「好きだったのかなぁ……彼、すぐ身体の関係を求めるの。そうかと思えば鬼の形相で私を責めてくるし、最近じゃすっかり話もしなくなって……もう私、なにを信じればいいのかわからなくて――」

　私は今までに柊司さんとの間に起きたことを全部話した。亜紀さんはときどき相あい槌づちを打ちながら、静かにそれを聞いてくれた。

「好きって気持ちがもうないんでしょ？　別れちゃえばいいじゃない。あー、ほら、藤堂さんって人は？　いい人そうなんでしょ？」

　意外にもあっさり、『別れちゃえば』と言われて驚く。藤堂さんのことも話したからだろうか？

　でも、藤堂さんには私なんかふさわしくない。私はまだ自分自身のことすら思いだせていない状態だ。きっとこの先もたくさん迷惑をかけてしまう。今でさえ彼の笑顔と言葉に励まされて、甘えてしまっているのに。彼の彼女になりたい、なんて私には過ぎた望みだ。

　自然と小さな溜息が口をついて出てきてしまう。

「なに落ち込んでるのよ。……あ、いいこと思いついた」

　するといつの間にか隣に移動してきていた亜紀さんが、顔に似合わない強い力で私の背中をバンバンと叩いて励ましてくれる。涙目になりつつ彼女を見ると、悪戯いたずらを思いついた少年のように目をキラキラさせながら私を見つめていた。




　そして亜紀さんに連れてこられたのは、私達が卒業したという高校だった。

　暗闇に包まれ、ひっそりとした校舎。それもそのはず、もう二十二時を過ぎている。誰かいないかビクビクする私をよそに、亜紀さんは門に足をかけて無断侵入しようとする。

「ちょっと！　無断で入っちゃヤバいでしょ!?」

「少しだけだし、それに私達、卒業生だし。大丈夫でしょ？」

　こんなことで警察に捕まったりでもしたらバカバカしい……そんなことを気にしつつ、亜紀さんに言われるがまま校舎に忍び込み、いろいろな教室に入ってみる。

　音楽室、美術室、化学室……。そして、私達が過ごしていたという高校一年の頃の教室。

「あ、海桜。見て見て～」

　亜紀さんはひとつの机を指差しながら私を呼んだ。指差したところを見ると、そこには落書きがしてあった。

〝ずっと仲よし〟

「これ、私達が書いたんだよ～」

　本当に、私達が……？

　私はその文字をそっと指でなぞる。

　この教室で私は虐められていて、亜紀さんに助けられた……。

　綺麗に消された黒板。整列した机と椅子。掃除が行き届いた床。月明かりの中、それらひとつひとつを確認するように見渡す。

　ふと、教室のカーテンが風に吹かれたように動いた気がした。窓は閉まっているはずなのに……。

『海桜～、早くおいでよ～』

　窓辺で私を手招きする、学生服を着た少女。少し若いけれど、それは紛れもなく亜紀さんで――。

　っ……あ、痛っ……うっ……。

「海桜？　大丈夫？」

　亜紀さんが、私の肩に手を置きながら顔を覗き込んでくる。けれどその声に応える余裕もなく、その場にしゃがみ込んでしまう。

『海桜、お弁当食べよう～』

　お弁当箱を持った亜紀さんが、振り返りながら笑う姿。

『聞いて、聞いて！　私、告られちゃった！』

　向かい合って座り、頬杖をつきながら顔を赤らめて話す姿。

『帰り、駅前のカフェに行こう。あそこのショートケーキ、すごくおいしいんだって』

　私の手を引き、廊下を歩く姿。

　いろいろな表情の学生時代の亜紀さんが、頭に浮かんでは消えていく。

「はぁ……はぁ……んっ……」

　ちょっとずつ、呼吸が楽になってきた。

「海桜？」

　亜紀さんは心配そうに、私の背中を擦り続けていた。

「うん……少し、思いだした……」

　私は冷や汗を流しながらも、亜紀さんに微笑んでみせた。まだ少し頭痛はするけれど、立っていられないほどじゃない。

「本当？」

「高校のときのこと。でもたぶん、二年か三年の頃だと思うけど……」

　さっき思い浮かんだ光景はすべて、私と亜紀さんがすでにかなり仲よくなっていた状態だった。そうではなく、この学校での私の原点に戻りたい。

「亜紀さん、トイレに行きたい。亜紀さんが私を助けてくれた、その場所に……」

　まだふらつく身体を亜紀さんに支えてもらいながら、一年のときに使っていたトイレへと向かった。

　ここで私は、水の入ったバケツに顔を押しつけられていた……。

　――キィィィィィン。

　耳鳴りがする。それと同時にふわっと目の前に映像が現れ、モップを持った亜紀さんの姿が見えた。

『アンタ達、海桜を殺す気なの!?』

　亜紀さんはそう言うと同時に、『わぁぁぁっ！』と叫びながらモップを振り回し、クラスメイト達をトイレから追いはらう。

　そうだ……ここだ。亜紀さんが初めて私を『海桜』と呼び捨てにした場所。そして、私達の始まりの場所……。

　耳鳴りが治まり、私は心配そうに眉根を寄せている彼女に微笑む。

「亜紀、ありがとう」

「海桜？　今、『亜紀』って……」

　私は「うん。また少し思いだした」と笑顔を浮かべた。




　それから私達は教室に戻って、部活のことや学園祭のことなど、思いだした記憶を頼りに話していった。亜紀も「そうそう」などと相槌を打ったり、私が忘れている内容をつけ加えたりしながら話してくれた。

　学生時代の記憶が、部分的にだけれどハッキリと甦よみがえってくる。

　あのとき、亜紀に助けられていなければ今の私はいない。

　高校一年のとき、クラスメイトはみんな私を白い目で見て、誰ひとりとして助けてくれようとはしなかった。けれど私はお父さんを自分の不用意な言葉で亡くしたことで半ば自暴自棄になっていたから、それすら構わなかった。自分には生きていく資格がないんじゃないか、ってずっと思っていたから。

　だけど亜紀に助けられ、『どうしても自分のせいで死んだと思うのなら、お父さんの分まで生きるべき』と諭されて、私は生きなければ、と思うことができた。

　あれから八年あまり。私達は変わらず仲がよくて、親友なんだ……。

　気がついたときには夜も更けていて、時計を見ると二十四時を回っていた。

　そのとき、カツ、カツ、カツ……と遠くの方から足音が聞こえてきた。

「ヤバッ、警備員だ」

　思わずふたりして机の下に隠れ、ひそひそと小声で話す。

「見つかったら大変だから……ここは……」

「ここは？」

「逃げるわよ、海桜」

　え、本当に!?

　亜紀に手を引かれ、教室から走り出る。内心ドキドキしながらも、警備員に見つかることなく無事に校舎を出た。そして校門を乗り越え外へ出たとき、思わずふたりで顔を見合わせて大笑いした。

「あははっ……超ドキドキしたぁ」

「本当、スリル満点。マジ、ヤバかった。海桜、もう一回行こっか？」

「やだよ。今度こそ捕まるよ。そしたら亜紀のせいだからね」

　私達はしばらく声を揃えて笑い続けた。

　まだ全部思いだせたわけではないけど、亜紀と一緒にこうやって笑ったり泣いたりと、これまでたくさんの時間を過ごしてきたことは今日一日でわかった。

「亜紀、ありがとう」

　もう一度亜紀にお礼を言い、彼女をギュッと抱きしめた。亜紀はふるふると頭を左右に振って、私を抱きしめ返してくれる。

　これからも、ずっと親友でいてね、亜紀。

　私達の友情は変わらない。










裏切りの夜




　私が記憶を失って、三ヵ月が過ぎていた。カレンダーは九月になったけれど、まだまだ暑い日が続いている。

　仕事にもすっかり慣れて、フロア業務だけでなく、調理もある程度ひとりでこなせるようになった。また、自分から率先して客に声をかけたり、海の情報を提供したりもできるようになっていた。

　記憶も以前に比べるとだいぶ戻ってはいるけれど、肝心の柊司さんとの恋愛に関してはなにも思いだせない。彼のどこを好きだと思って、自分から告白するまでに至ったのか……。

　亜紀も、その辺りはわからないと言っていた。そこまで詳しくは話していなかったのかな？

「海桜ちゃん」

「あ、藤堂さん。いらっしゃいませ」

　藤堂さんは、今もときどきカフェに顔を出してくれる。

「今日はなにをしてたんですか？」

「近くでダイビングしてたんだ。はい、これお土産みやげ」

　そう言って藤堂さんが渡してくれたのは、真っ白な貝殻とサンゴ。

　わぁ、綺麗……。

　彼は私が泳げないと知っているからか、ダイビングをしたときには必ずなにかしら海のお土産を持ってきてくれる。

「そのサンゴね、沖の小さな島にある砂浜に落ちてたんだ。今度一緒に行かない？」

「いいんですか？　ぜひ行きたいです」

　こうやって誘ってくれることもたまにある。でもその話は、今のところ一度も実現したことがない。バイトが毎日忙しいし、彼も仕事でなかなか休みがとれないから。いつか一緒に行けたらいいな……。

　藤堂さんと話していると「すみませーん」とテラス席の客から呼ばれ、「はーい」と返事をする。

「じゃ、私行きますね」

「うん。またあとでね」

　彼は小さく手を振って、笑い返してくれた。

　バイト中は他の客もいるため、ずっとお喋りをすることはできない。だから最近では、毎週水曜日にいつもの砂浜で会う約束をしていた。

　今日は水曜日。バイトが終わればまた彼に会える。

　水曜日は、お父さんが亡くなった曜日でもある。これは私の日記の日付を見てわかったことだ。記憶を失う前、いつも水曜日に私が海を見ていたのは、それが理由だったんだと思う。

　本当はお父さんのお墓参りにも行かなきゃいけないんだけど、もう少し記憶が戻ってから、と思って足が遠のいている。

　そういえばバイト中にお母さんからメールが来ていた。内容は『今年の夏は帰ってこないの？』というもの。

　帰りたいけど帰れない。実家の場所がハッキリと思いだせないから……。

　だから苦肉の策として『バイトが忙しいから、お彼岸頃に帰るよ』とだけ書いて返信した。

　親不孝な娘でごめんなさい、お母さん。

　藤堂さんには、私の家族の話はまだ伝えていない。きっと心配するだろうから。私のことで余計な心配はさせたくない。

　今日は違ったけれど、砂浜で会うときの彼はたいていスーツ姿だ。いつも仕事終わりに来てくれるみたい。

　彼の会社は街中にあるそうで、ここからだと車で三十分はかかる。渋滞にはまってしまえば一時間くらいかかってしまうこともあるらしい。だから『無理に来てくれなくていいですよ』と言ったときもあるんだけど、彼は『無理なんてしてないから心配しないで』と笑ってくれた。




　バイトが終わり、砂浜で藤堂さんと会う。

　いつも話す内容はほとんどが海の話。今日も、潜った沖の海がすごく綺麗だったと話してくれる。透明度の高いマリンブルーの海は、深く潜ってから海面を見上げると、太陽の光がキラキラ輝いていて宝石のように綺麗なんだ、って。

　海の中で泳いでいる魚達の様子なんかも、手の動きや表情を交えながら教えてくれる。店にある図鑑で魚の名前や形はわかるけれど、泳げない私が実際にそれらを見ることはなかなかできない。だから藤堂さんがイキイキと話してくれるとすごく新鮮で楽しい。

「いつも俺の話ばっかりだけど、海桜ちゃんの方は最近どう？」

　彼は一旦話し終えると、今度は首を傾げて、隣に座る私の方を見た。私は少しだけ記憶が戻ってきたと話すことにした。

「高校時代のこととか、幼い頃のこととか、ちょっとだけ思いだしました」

「そっか。よかった……」

　彼はホッとした表情を浮かべる。

「父のことも少し思いだしたんです。藤堂さんみたいに短髪で、笑い皺があって、笑うと目が弓なりになって……海上保安官という厳しい仕事なのに、休みの日は私とよく一緒に遊んでくれて。太い腕が印象的でした」

「……でした？」

「十年前にフェリーの座礁事故があって、その救助中に亡くなったんです」

　私は海の方に視線をやり、海で亡くなったお父さんに思いを馳せた。

　藤堂さんは「ごめん」と小さく頭を下げて、私と同じように海の方に目を向ける。そんな彼に慌てて首を横に振って、「いいんです」とだけ呟いた。

　すると彼は大きな手を私の頭に乗せて、「君は強いんだね」と、いつか言ってくれた言葉に似た言葉をまた言ってくれた。

「そろそろ帰ろうか。送ってくよ」

「いえ、大丈夫です。藤堂さんこそ気をつけて帰ってくださいね」

　ここからなら、アパートまで自転車で二十分もかからない。

「ダメ。女の子をひとりでこんな夜遅くに帰らせるなんてできない」

　しかし彼はそう言いきり、『大丈夫』という私の言葉は聞き入れてくれなかった。

　明日はバスで来ればいいか、と私は自転車を店に残し、藤堂さんの言葉に甘えることにした。




　アパートの前に着くと、彼は車から降りて私が部屋に入るまでずっと見守ってくれていた。私は何度もそちらを振り返りながら、手を振って自分の部屋に入る。

　藤堂さんの優しさが、どんどん私の中に浸透していく。もっと彼のことを知りたい。もっと近づきたい。そんな気持ちが膨らんでいく。

　その気持ちとは反対に、柊司さんへの気持ちは冷めていくばかり。

　彼は相変わらず私を無視したり、自分のミスを私に押しつけたりしてくる。この前もレンタル器具のダブルブッキングが発生し、私のせいだなんて言っていた。

　ヨットハーバー近くのレンタルショップと話をつけて、なんとか客には迷惑をかけずに済んだけれど、レンタル器具の管理は全部柊司さんが行っているくせに、なんで私のせいにできるんだろう。

　だんだんバイト仲間にも柊司さんの様子がおかしいことが伝わり始めて、みんなから「店長、最近どうしたんだ？」なんて声が上がるほどだった。




　そんなある日、知ってしまった――柊司さんの秘密を。

　それは月曜日の閉店後だった。私は帰り道の途中で忘れ物をしたことに気がつき、急いで店に引き返した。

　するとスタッフルームに微かすかな明かりが見え、近づいていくと、女性の艶なまめかしい声が聞こえてきた。

「柊司ぃ……もっとして……」

　音をたてないように少しだけドアを開けて中を覗くと、ちょうど柊司さんと見知らぬ女性がディープキスをしているところだった。

「今日のお前は、エロいね……」

　柊司さんは掠れた声でそう囁きながら、ミニスカートをはいた彼女の内ももから股間に手を滑らせる。

「んっ……ああっ……ぁん」

　その手の動きと共に、彼女の喘あえぎ声がスタッフルームに響く。

　一瞬なにが起きているのかわからなかったけれど、不思議と悲しさは浮かんでこなかった。むしろ、これでよかったんだと冷静に思える自分がどこかにいた。

　もしかしたら、私が柊司さんをこんな風に変えてしまったのかもしれない。

　だとしても、もう彼のそばにいることはできない。恋人でいる理由もない――私の中に、彼を愛する気持ちはないのだから。

　結局、忘れ物はそのままにして店を出た。そして、気がついたらいつもの砂浜で海を眺めていた。

　なぜだか海を見ていると落ち着く。お父さんを奪った海。私が飛び込んで溺れた海。なのにこんなにも落ち着くのは、もしかしたら藤堂さんがいつもしてくれる海の話のおかげかもしれない。

「あ、海桜ちゃんだ。今日もここにいたの？」

「ひゃっ！」

　誰も来ないと思っていたところで声をかけられたので、変な声が出てしまった。

「ごめんごめん。驚かせちゃった？　よっこらしょ、っと」

　突然現れた藤堂さんは、私の隣に座って、ふうと息をつく。

「ふふっ。おじさんみたい」

「別にいいだろー？　二十八だから、海桜ちゃんから見たら充分おじさんだよー」

　彼は明るくははっと笑う。

「藤堂さん、今日はどうしてここへ？」

「今日は近くで送別会があってね。で、めちゃくちゃ飲まされたから酔い覚ましに夜風でも、と思って」

　そういえばお酒くさいかも。いつもと変わらないから、酔っているなんて思わなかった。お酒、強いのかな？

「……海桜ちゃん、なにかあった？」

　いつもと違う月曜日の夜の砂浜だから、不思議に思ったのだろう。だけど、柊司さんが他の女の人とキスしていた、なんて話せるわけもない。

「なにも、ないですよ」

「本当に？」

　お酒のせいなのか、いつもより近い距離で私の顔を覗き込んでくる。

「はい。ただ、星空が綺麗だなーって思ってただけです」

　苦し紛れに言った言葉だけど、今夜は本当に雲ひとつなく星がハッキリ見えていた。

「おー、本当だー。綺麗だね」

　彼は私の言葉を聞いて、素直に空を見上げた。そんな彼の横顔を見て、私もそのまま空へと視線を移す。月が出ていないためか、星の輝きがよりいっそう美しく見える。

「あっ、流れ星！」

　ふたりとも一緒に見つけたのか、ほぼ同時に叫んだ。目を閉じて、願いを心の中で呟く。

　もう少し、彼に近づけますように……。

　そのとき、ふいに肩にズシリと重みが感じられ、首元に熱い息がかかる。慌てて目を開けると、私の肩に彼の頭がもたれかかっているようだ。そのせいで首が回せないから、彼がどんな顔でいるのかはわからない。

「え？　あの……と、藤堂さん？」

　えっと、なに？　なにが起きてるの？

　これって、どういう状況？　流れ星、効果絶大!?　というか、効果ありすぎっ！

　距離近すぎ……。こういう物理的な『近づける』じゃなくて、私が願ったのは心の話っていうか……いや、これでもいいけど……。

　とにかく、心臓に悪い～！

　急激に顔に血がのぼって、心臓がバクバクいい始める。

「と、藤堂さんっ！」

　あまりに緊張して、語尾が不自然に上がってしまった。けれど藤堂さんからの返事はない。

　半ばパニックになりながらも動けずにいると、スースーと気持ちよさそうな寝息が聞こえてきた。

　あ、なんだ……寝てたんだ。

　安心したと同時に落胆している自分に気がついて、顔がますます熱くなる。

　なに溜息ついてんだろ……藤堂さんが私のこと、好きになるはずないよね。きっと彼にとって私は、妹みたいな存在なんだろうなぁ。

　まだドキドキしている……私、やっぱり藤堂さんのこと……。

　スヤスヤ眠る彼の寝息を首元に感じながら、ちょっと悪戯したくなって手を伸ばし、彼の鼻をキュッとつまむ。すると彼は「ん～」と小さく唸うなり、首をふるふると左右に動かした。

　わっ、くすぐったい……や、ちょっ、無理っ……私って、首が弱いんだ……。

　変なところで冷静になりながらも、慌てて彼の頭を私の首元からそっと持ち上げる。

　か、身体が熱い……彼の頭を離すだけでも結構体力を使った。寝ている人の頭って、すごく重たい。

　倒れそうになりながらも、彼を起こさないよう慎重に首と肩を支えながら、なんとか体勢を変えて頭を自分の膝に乗せた。仰向けになって膝枕で寝ている藤堂さんは、二十八歳とは思えない少年のような寝顔だ。

　可愛い……。




　結局、藤堂さんが起きたのはそのあと一時間くらい経ってから。

　私は彼が起きるまで静かに膝枕をしたまま、心地よい海風に当たりながら彼の髪を撫でていた。ワックスをつけていたから彼の髪は硬いのかと思っていたけれど、意外と柔らかくて指通りがよく、気持ちがいい。

　目を覚ました彼は、すごく慌てたように何度も両手を合わせて「ごめん！」と謝ってくれた。

「もういいです」って言っても、「ごめん。本当ごめんね」とあまりにも必死に謝るものだから、おかしくて吹きだしてしまったくらい。

　私は藤堂さんの寝顔を見ながら、あることを決意していた――柊司さんとちゃんと別れよう。失った記憶も、怖がらずにすべてとり戻す。そして、前を向いて歩いていこう、と。

　柊司さんとこのままなにも話さない状態が続くのなら、付き合っている意味などない。それに、彼に他の女性がいるのなら、なおさら私は彼に近づきたくない。

　私が近づきたいのは、藤堂さんだ。今日の出来事で、改めて自分の気持ちに気がついた。




　柊司さんに自分の気持ちをしっかり伝えよう、と思っていたけれど、今週はかなり店が忙しく、言いだすタイミングを掴めずにいた。

　そして、少し落ち着いた金曜日。ちょうど閉店作業の担当だったので、今日こそ伝えようと決めていた。

　閉店作業が終わってひと息ついた頃、辺りを見回すも柊司さんがいない。

　あれ？　どこ行ったんだろう。スタッフルームでパソコンに伝票などの入力をしているんだろうか？

　そんなことを思いながら、何気なくスタッフルームに繋がる廊下へと足を踏み入れた。すると、スタッフルームの中から、柊司さんと女性の声が聞こえてきた。

　はぁ……また、女性を連れ込んでるのかな。気が重い……だけど、逆に別れを切りだすいいきっかけになるかも？

　腹黒い考えが頭をよぎる。けれどそれがいけなかった。すぐに立ち去るべきだったんだ。

　私はそのまま部屋に近づいてしまった。

「ダメ……海桜がいる、から……」

「ヤレない女に用はないよ。亜紀は可愛いね……素直で」

　え？　……亜紀？

　柊司さんと、亜紀が？　……嘘でしょ？

「柊司さん……好き。愛してる……ぅんっ」

「あぁ……俺も好きだよ。亜紀……」

　どんどんふたりの息が上がっていくのが、ドア越しにでもわかる。

　――ドクッ……ドクッ……ドクッ……。

　ギュッと胸の辺りを掴む。心臓が異常なまでに激しく早鐘を打つ。

　亜紀、ダメだよ。

　柊司さんは他にも遊んでいる女の人がいるのに……。

　亜紀が傷ついちゃう……。なんで、なんでよりによって、亜紀なの？

　頭の中に、虐めから私を助けてくれたときの亜紀の姿が浮かんだ。

　助けなきゃ……今度は、私が亜紀を助けなきゃ。

「うっ……ぁ痛っ……なに、これ……」

　そのとき突然、頭痛が襲った。

　――カランッ。

　ドアの前に置かれていた靴箱に足が引っかかり、その拍子に、靴箱の上にあったジュースの空き缶が横に倒れてしまった。

「誰だっ!!」

　バンッという音と共に、目の前のドアが開け放たれる。

「っ……海桜」

　ドアの向こうでは、柊司さんが驚いた顔をしている。よく見てみると、着ていたシャツのボタンをすべて外し、筋肉質な肌を露わにしていた。

「海桜!?」

　柊司さんの言葉に驚いたのか、亜紀は遅れて声を上げた。

　スタッフルームは十畳くらいのスペースしかない。入口から見て真正面にはパソコンの置いてあるデスクがあり、中央にはテーブルがひとつと椅子が四つ。奥には、着替えることができる小さな更衣スペースがある。

　もし亜紀がその更衣スペース辺りにいたのなら、彼女の姿を見ないで済んだかもしれない。

　でも亜紀は部屋の中央辺りにいた。彼女は会社帰りなのか、紺のタイトスカートをはき、薄いピンクのシャツを胸の辺りで押さえて立っていた。その顔は蒼白で、目を見開いて私をジッと見つめていた。

「なんで……亜紀と……」

　震える声で言いながら、柊司さんを睨みつける。

「嫉しっ妬としてんの？　なんなら、海桜も交ざって一緒に気持ちいいことする？」

　彼はさっきまで驚いた顔をしていたのに、今ではいやらしい笑みを浮かべて、亜紀とキスしたときについたらしい唇のグロスを親指で拭っている。

「違うっ!!」

　激しい頭痛と胸の痛みで過呼吸になりそうな自分を抑えつつ、大声を出していた。

「アンタには、他にも女がいるでしょ？　亜紀を……亜紀をそんな人達と同じ扱いしないで！」

「ふざけんな。亜紀がしてほしいって言うから、してやってんだ」

　嘘だ……。

　デスクの前に立っている亜紀に目をやると、亜紀はそっと目をそらし、横を向いた。

　亜紀、どうして？　なんで、こんな奴に……。

　私を助けてくれたときの強い亜紀は、どこに行ったの？　こんな女たらしに引っかかるような女じゃないはずなのに。絶対、この男が亜紀に都合のいいことを言って惑わせたんだ。

　悔しくて下唇を噛みしめると同時に、涙が浮かぶ。

「なぁ、海桜も楽しもうぜ」

「近づかないで、ケダモノッ！」

　柊司さんがニヤリと嫌な笑みを浮かべ、一歩ずつ私に近づいてくる。私は頭を抱えながらあとずさる。嫌な汗が背中を伝う。

　廊下に立てかけてあったモップを掴み、それを彼に投げつける。

「おっと、危ねーな」

　彼はヒョイとモップをよけると、さらに私に近づく。ドクドクと心臓がうるさいくらい鳴り響く中、私は手当たり次第に彼に物を投げつけた。カレンダーや靴箱に入っていた靴、誰のものかわからないヘルメットなんかも。

「いい加減にしろっ!!」

　彼は眉間に皺を寄せ、これ以上我慢できないといった様子で怒りを露わにし、暴れる私の手首を掴んだ。

「くそっ。記憶をなくして少しは大人しくなるかと思ったら……マジ可愛くねぇ」

「痛っ……やめっ……くっ」

　手首が折れそうになるほど強い力で掴まれる。スタッフルームの方からは「あっ」という亜紀の短い叫び声が聞こえ、眉を下げて心配そうにしている顔が、柊司さんの身体の隙間からチラッと見えた。

「チッ……少し優しくしたら調子に乗りやがって、このガキが！」

　次の瞬間、彼は今度は私の髪をわし掴みにして、引きずるようにフロアまで連れていき放り投げた。

　――ガラガラガラ!!

　投げ飛ばされた勢いで私はカフェスペースのテーブルや椅子に激しく身体を打ちつけ、床に倒れる。片づけてあった周辺のテーブルや椅子、観葉植物などもガタガタと音をたてて次々に倒れていった。

　それと同時に、ポケットの中からこぼれ落ちた携帯が床を滑って、キッチンの配膳テーブル近くに転がった。

　今感じている痛みが頭の痛みなのか、それとも身体を打ちつけた痛みなのかもわからない。

　たとえ女相手でも、気に入らない相手にはこんなにひどいことができるんだ、この男は……。最低な男……。

　明かりの消えた、薄暗い店内。彼はスタッフルームからフロアへとゆっくり近づいてくる。涙のせいか、視界が歪んで彼の姿がハッキリと見えない。ただ、その顔はニヤリと笑っているような気がした。

「っ……痛っ……あ、あぁ……」

　さっき頭も打ちつけたのか、記憶が甦ろうとしているのか、さらに頭痛が激しくなってきた。上半身だけでも起こそうと思うけれどうまく身体が動いてくれなくて、床に倒れ込んだまま、頭を抱えてうずくまる。

　――キィィィィン。

　甲高い音で耳鳴りがし始めた。

　近づく柊司さんの姿と、なにかが重なる。前にも、同じようなことが、あった？

　まぶしい光が何度か目の前を照らし、映像が切り替わるみたいにいろいろな光景が頭の中に出現しては消えていく。

　その中で、最後に現れたのは――明かりの消えたスタッフルームで抱き合う、柊司さんと亜紀。

　そして、私の頬や身体を何度も殴りつける柊司さんの姿だった。

「はぁ……はぁ……嫌ぁぁぁー!!」










浜辺に響く叫び




　金曜日の夜、仕事も落ち着き、俺はダイビング仲間に誘われて飲みに行った。

　月曜日は海桜ちゃんに失態を見せてしまったから、今夜はあまり飲まないように抑えていた。もしかしたら今夜も会えるかもしれないし、という、淡い期待を抱いて。

「ふぅ……夜風が気持ちいいな」

「なんだよ。今日も愛しのサンゴちゃんに会えないかな、って思ってんじゃないの？」

　隣を歩くのは、幼なじみでダイビング仲間の相あい澤ざわ夏生。天然パーマのおかげでオシャレに見えるふわふわの茶髪を揺らし、甘いマスクで笑っている。一見チャラそうに見えるけど、根は真面目で仕事ひと筋な男だ。

　しかし、相変わらず鋭い奴。そりゃ会えるなら何度でも会いたい。俺は海桜ちゃんのことが……好きなんだから。

　夏生は、海桜ちゃんの情報を俺に教えてくれた奴でもある。どこで知るのかわからないが、たいていのことはコイツに聞くと答えが返ってくる。

　敵に回すと、一番厄介な奴かもしれないな……。

　何度か海桜ちゃんの店に顔を出しているうちに、水曜日にいつもの砂浜で会えるようになった。それに、一時期はなにかあったのか俺を避けるようにしていたけれど、最近では以前と変わらず可愛い笑みを浮かべて店内で話してくれるようにもなった。

　店長は案の定なにを考えているのか、店内では海桜ちゃんを見ようともしない。

　それどころか、いつもギラギラした目つきで店内にいる女をじろじろ見てばかりいる。海桜ちゃんという彼女がいながら、どういうつもりだ？　あいつを見ていると、こっちの気分が悪くなる。

　俺がダイビングをした帰りに、海で拾った貝殻やサンゴをあげた先週の水曜日の夜。バイトが終わるまで彼女を砂浜で待ち、そこで彼女が記憶を少しとり戻したことを聞いた。親友のおかげで、学生時代のことや幼い頃のことを思いだせた、と。

　しかし同時に、予想していなかった父親の死のことも。

　それを思いだしたとき、どれだけショックを受けたのだろう。彼女の気持ちを思うと胸が痛む。

『頑張ったね』という気持ちを込めて彼女の頭を撫でた。

　少しずつでいいから、身体に負担にならないようにゆっくり時間をかけて、本来の海桜ちゃんをとり戻してほしい。

　そんなことを思い返しながら、夏生とふたりで夜の砂浜を歩いていたとき。

　――ガラガラガラ!!

　なにかをひっくり返したような大きな音が、静かな砂浜に響き渡った。

　なにが起きたんだ？

　辺りを見回していると、次の瞬間「……嫌ぁぁぁー!!」と叫び声が聞こえた。

　この声は、海桜ちゃん!?

　俺は夏生と顔を見合わせ、音がした方へと急いで走りだした。

　三十秒ほど走ったところで『Heart Reef Café』にたどり着いた。閉店後らしく、店内に明かりは点いていない。

　躊躇ためらうことなくドアを開け、中に駆け込む。

「海桜ちゃん!?」

　店内を確かめると、床に倒れ込み頭を抱えて震えている海桜ちゃんと、その向かいに立つ店長の姿が目に飛び込んできた。

「あ？」

　俺達が店のドアを破りそうなほどの勢いで入ってきて苛立ったのか、店長は眉間に皺を寄せ、口を歪ませてゆっくりとこちらを見た。振り返った奴のシャツはボタンがすべて外され、胸がはだけていた。

　コイツ、まさか無理やり海桜ちゃんを襲ったのか!?

　この状況からは、そう思わざるを得ない。

「サンゴちゃん、大丈夫か!?」

　俺の後ろから入ってきた夏生も同じことを思ったのか、慌てているようだ。

「わからない……。夏生、とにかく海桜ちゃんを頼む」

　目の前の店長から視線を外すことなく、夏生を海桜ちゃんのところに行かせる。まずは海桜ちゃんの無事を確かめたい。

「お前、なにやってるんだ？」

　自分でも意外なほど低い声で言うと、ギュッと拳を握りしめて奴を睨み続ける。

「別に……。あぁ、藤堂さん。そういやコイツのこと気に入ってましたよね？　アンタにやるよ、この女」

　奴は突然入ってきた俺達に動じることなく、薄ら笑いを浮かべながら意味のわからないことを言い放った。

「なにを言ってる？」

　コイツ、海桜ちゃんと付き合ってるんじゃないのか？

　握りしめる拳にさらに力がこもり、腕の血管が浮き上がる。

「コイツ、ヤラせてくれないんですよ。ヤレない女に用はないから」

　奴は面倒くさそうに頭をかいて、倒れている海桜ちゃんに視線を落とす。その目は愛しい人を想うそれとは違っていて、完全にバカにしたような表情だった。

　ヤレないって……コイツ、なに言ってるんだ。

「ヤレるとかヤレないって……海桜ちゃんは物じゃないだろう。アンタ、最低だな」

「うるせーなっ！　俺がコイツをどうしようが、俺の自由だろうが！」

　怒りを露わにして、近くにあった椅子を蹴り飛ばす。椅子は壁にぶつかり、ガシャンという音をたてて床に転がった。

「お前……海桜ちゃんのことが好きだったんじゃないのかっ！」

「おい、波瑠っ！　海桜ちゃん、なんかヤバいぞ！」

　店長に掴みかかろうとした瞬間、夏生の声に我に返り、怒りで震える拳を下ろして無理やり気持ちを抑え込んだ。

　こんな奴、話しても無駄だ。それより海桜ちゃんを助けないと……！

　倒れたままの海桜ちゃんに駆け寄り、手を握る。頭を打ったのか額にはひと筋の赤い血が流れ、呼吸も荒い。これじゃ下手に動かせない。

　横向きに倒れてうずくまっている彼女の身体をそっと仰向けにして顔を覗き込むと、虚ろな目に俺が映る。

「お、父さん……」

　彼女はそう言うとカクンと力なく顔を横に向け、意識を失った。

「っ……海桜ちゃん!?」

　記憶喪失でまだ心も身体も万全ではないはずなのに……こんなことって。

　彼女を追いつめた店長にも腹が立つが、今までなにも気がつかずにアイツのそばにいさせていた俺自身にも腹が立った。

「夏生、救急車呼んでくれっ！」

「わ、わかった！」

　目の前にいた夏生もどうしたらいいのか頭が真っ白になっていたようで、俺の言葉で弾かれたように立ち上がる。そして携帯の電波が不安定だったのか外に出て電話をかけ始めた。

「海桜……」

　そんなとき、小さく震える声で呟きながら両手を胸の辺りで握り、ふらふらとした足どりでフロアに出てきた女性が目に入った。

　暗さのせいで一瞬誰だかわからなかったけれど、こちらに近づいてきて月明かりに顔が照らされたおかげで、その女性の正体がわかった。一度だけ病院で会ったことがある。確か、海桜ちゃんの親友で……名前は、結城亜紀といったか。この前の海桜ちゃんの話にも出てきていたはずだけれど……なにがあったんだ？

　彼女は服を着ていたけれど、慌てて着たのかボタンが互い違いになっている。その顔は真っ白で、呆然としていた。

　どういうことだ？　この子がなんで、こんな姿でここに？

　まさか……！　店長は、海桜ちゃんの親友である彼女に手を出そうとしていたのか!?

「亜紀、奥で続きやろうぜ」

　店長はフロアに出てきた彼女の肩を抱き、悪びれる様子もなくスタッフルームへ行こうとした。彼女は呆然としたままふらふらと、店長に連れられていく。

　アイツ、海桜ちゃんと付き合いながら、彼女の親友とも身体の関係を持っていたのか……。女遊びの激しい奴だと聞いてはいたけど、よりによって海桜ちゃんの親友にも手を出すなんて……。いや、待てよ。

「お前、本当に海桜ちゃんと付き合ってたのか？」

　もともとおかしいとは思っていた。

「はぁ？　バッカじゃねーの。こんな子供に、本気になるわけねーじゃん。付き合ってたふりだよ、ふり」

　店長は首だけを俺に向け、手をひらひらと頭の上で振りながら失笑している。

　やっぱり……。怒りがふつふつと湧いてきて、拳を握りしめる。

「コイツさぁ、俺の誘いに全然乗ってこねーの。他に好きな奴がいるとかでさぁ。で、記憶喪失になって好きな奴のことも忘れたなら、俺のものにするチャンスだと思ったんだよ。そしたらマジになっておもしれーの。笑えた……あははっ」

　店長の話で俺の中のなにかが切れ、プチンという音をたてた。

「そうか……じゃあ、遠慮なくいけるな」

　横に倒れている海桜ちゃんの顔を見ると、顔面蒼白でピクリとも動かない。額から流れている血が痛々しい。

　今、夏生が救急車を呼んでいるから、もう少し頑張ってくれよな。

　心の中で彼女に声をかけてから、俺はゆらりと立ち上がった。

「橘……ふざけんじゃねーよ！」

　店長の名を呼び、振り返ったところを思いきり殴る。その勢いで店長の身体は受付カウンターの下の壁にぶつかり、倒れ込んだ。

「いってーな！　なにすんだっ！」

　身体が打ちつけられた拍子に口を切ったのか、床に血の混じった唾を吐いて口元を拭っている。

　もう我慢できない。海桜ちゃんの彼氏だからと抑えてきたけど、彼氏じゃないなら遠慮なくやらせてもらう。俺の堪忍袋の緒は、とっくに切れてんだよ。

「ちょっ、波瑠！　なにしてんの!?」

　店長の胸ぐらを掴んでさらにもう一発殴ろうとしたとき、電話を終えたらしい夏生が慌てて俺を後ろから羽交い絞めにして、止めようとする。けれど俺の怒りは収まらない。

「離せ、夏生！　俺はコイツを許せないんだっ！」

　夏生の腕を振りはらおうともがきながら、店長を睨む。

「純粋な海桜ちゃんの心を弄んで、なにが面白い！」

「おー、いてー。熱くなっちゃって、バカじゃねーの」

　店長は口元を押さえながら、受付カウンターに腕を乗せて立ち上がる。

「なんだとっ！」

　上半身は夏生に押さえられていて動けないため、足を動かして近くにあった椅子を店長めがけて蹴り飛ばした。

「やめろっ！　波瑠っ！」

　俺の怒りは店長だけにとどまらず、フロアで小刻みに震えながら呆然と立ちつくしている海桜ちゃんの親友にも向けられた。

「アンタ、結城っていったよな？」

　俺が声をかけると、彼女はビクッと肩を揺らして俺に目を向けた。

「アンタ、海桜ちゃんの親友だろ？　橘が本当は海桜ちゃんの恋人じゃないって、知ってたんじゃないのかよ!?　なんで海桜ちゃんに教えてあげなかったんだ!?　ちゃんと教えてたら、こんなことにはならなかったんじゃないのかっ！」

　俺は別に、店長と結城がどんな関係だろうが知ったことじゃない。だけど嘘をついて……海桜ちゃんを騙だましてまで関係を持つのはひどいじゃないか。

　俺の剣幕に萎縮したのか、彼女は小さく震えながら答える。

「だって、柊司さんが言うなって……言ったら、もう会わないって……」

　そしてぺたんとその場に座り込み、泣き崩れた。

　くそっ……女の子を泣かすなんて趣味じゃないし、この子も店長の被害者だと思えば、哀あわれでやるせない気持ちになる。

　行き場のない怒りを込め、後ろの壁に拳を叩きつける。それは木の外壁がへこみ、内装の部分が露わになるほどの強さだったようで、俺の拳からも血が滴したたり出ていた。

「波瑠、救急車が来たぞ」

　遠くから救急車のサイレンの音が聞こえてくる。

　夏生はようやく落ち着いた俺を見て腕を解き、店の外に出ていった。

「橘、二度と海桜ちゃんに近づくな。いいな？　約束を破ったら俺が許さないからな」

　壁にもたれかかる店長に念押しをする。

「ふん……こんなガキ、もう相手にしねーよ」

　奴はポケットからタバコをとりだし、口に咥えてライターで火を点ける。

　まだ言うか、コイツ……。

「あ、バカ！」

　拳を振り上げる俺の後ろから、店内に戻ろうとしていたらしい夏生の声が小さく聞こえたが、時すでに遅し。俺はもう一度店長を殴りつけていた。




　その後、すぐに救急車が店の前に到着し、救急隊が店内の状況に戸惑いつつも海桜ちゃんを担架に乗せ、病院へ送り届けることとなった。

　もちろん、俺も一緒に救急車に乗り込んで――。




　病室のベッドに横たわり、静かに眠る海桜ちゃん。病院に運ばれてから、丸一日以上の時間が過ぎていた。

　またここに来ることになるなんて、思いもよらなかった。彼女が海で溺れ、それを俺が助けて運ばれた病院。しかもあのときと同じ病室。

　日は高くのぼり、気持ちいい青空が窓の外に広がっている。

　店の中は暗かったため、あのときは海桜ちゃんの額の傷以外はよく見えなかったけれど、明るい場所で見ると腕や脚などにもたくさんの傷があった。

　救急隊員も、なにがあったのかと救急車の中で聞いてきたけれど、『詳しいことはわからない』と首を左右に振って答えることしかできなかった。

　病院に着いてから全身の擦り傷を消毒し、念のためＭＲＩなどいろいろな検査をしたが、脳には異常は見られないということだった。

　ひとまず安心したものの、状況を総合的に判断すると、もしかしたらまた記憶にそれなりの影響が出ていてもおかしくない、という。詳しくは、専門の担当医が来てから再度調べることになった。

　もし店で倒れたときに、失った記憶が瞬間的に一気に押し寄せていたのだとしたら、彼女の心は大丈夫だろうか。今はただ眠っているだけのように見えるけれど、目を覚ましたとき、記憶はどうなっているんだろう。

　もしかしたらすべてを思いだしているかもしれないし、今までの記憶をまた失っているかもしれない。彼女の小さな身体と心に、今なにが起きているんだろう。

　記憶をすべてとり戻していたなら、記憶を失うほどのショックの原因まで思いだしているはずだ。かといって、今までのことを再びすべて忘れてしまっていたとしたら、彼女はまた自分がどんな人間なのか不安に思い、失った記憶を探そうと苦しむだろう。

　まぁ、店長が彼女の前からいなくなるだけでも前よりはマシかもしれないが、どちらにせよ彼女にとってはつらい状況になるのかも……。

　彼女から少し離れたところに落ちていた携帯。落ちた拍子に割れてしまったのか、液晶画面に蜘く蛛もの巣のように亀裂が入ってはいたものの、電源は点いたままだったので、拾い上げた際に待ち受け画面が見てとれた。

『……俺の写真？　どうして……』

　それはカフェスペースから撮ったのか、砂浜を夏生と一緒に歩く俺の横顔の写真になっていた。

　隣で眠っている彼女を見る。どんな気持ちで、これを待ち受けにしていたんだろう。

「海桜ちゃん……写真くらい、いつでも撮らせてあげたのに」

　もし君も、俺と同じ気持ちだったら嬉しい。そんな都合のいいことばかり考えてしまう。

　早く、目を覚ましてくれ。そして、この写真の意味を教えてほしい。

　えくぼを見せて笑ってくれ、海桜ちゃん……。

　彼女の手を両手でギュッと握りしめ、祈るように目を閉じた。










海の囁き




「……み……お……海桜……」

　誰かが、呼んでいる。

　海桜って誰？

　私？

「海桜、こんなところで寝てちゃ風邪ひくよ？」

　優しくて心地よく響く声。

　この声、知ってる……。

「……お父さん？」

「海桜、お父さんはいつもそばにいるよ……」

「お父さん、行かないで……」

　うっすらと目を開けると、そこは海底の洞どう窟くつの中のようで、天井が崩れているのか、丸く開いた場所からキラキラと光る水面が見えた。

　……ここはどこ？　……あ、私、息が……。

　口に手を当てて驚くが、普通に息ができている。ということは……ここは夢の中？

　洞窟の底に目を向けると、砂がサワサワと動いて、海水が湧き出ているのがわかる。ときどき泡がボコッと現れ、上へ上へとふわふわと浮き上がっていく。その泡の中に、なにかが見えたような気がした。

「海桜、その泡は君の記憶だよ？」

　いつの間にいたのか、私の後ろにひとりの男性が優しい微笑みを浮かべながら立っていた。

　茶色い短髪。日に焼けた肌に鍛えられた肉体。そして、太い腕。笑ったときにできる笑い皺と、えくぼ。

　私の部屋の押し入れに隠してあった写真に写っていた人だ。

　間違いない、この人は――。

「お父さんっ！」

　私は思わず駆け寄り、抱きついた。

　会いたかった。ずっと、会いたかった。

　突然お父さんを失って心細くて、でも悲しい顔をしていたらお母さんを困らせちゃうから、ずっと我慢していた。いつの頃からか、『お父さん』という言葉自体、お母さんの前では言わなくなっていた。

　でも今、目の前にお父さんがいる。すごく嬉しかった。

「甘えん坊だな、海桜は」

　お父さんは私を抱き留め、優しく頭を撫でてくれる。

　私はしばらくしてから、お父さんに抱きつきながら顔だけを上げて聞いた。

「ねぇ、お父さん。さっき言ってたこと……この泡が、私の記憶って？」

「そう。あれは海桜の記憶。泡のひとつひとつが、今まで経験してきたこと」

　お父さんは、泡が上がっていった場所を眺めるように上を見る。

「海桜、お父さんがもうこの世の人ではないことは、覚えているね？」

　悲しそうな顔をして、私を見つめる。

「お父さん？」

　なぜだか不安になって呼んでみる。

　でも、確かにお父さんはすでに死んでいるはず。フェリーの救助中に……。

「ここは海桜の心の中。今のお父さんは海桜が作った記憶の中のお父さんであって、本物じゃない」

　そんな……。やっと、会えたのに。本物じゃないなんて……。

「信じられないかもしれないね。でも、本当のことだよ。海桜にとってとてもつらいことが起きて……しかも、二回も。覚えているかい？」

　つらいこと……？

　あ……そうだ……思いだした。

　女遊びが激しいって噂の店長が、亜紀と……抱き合っていて……。

『店長が誰と付き合おうが勝手です。でも、亜紀だけはやめてくださいっ！』

　店長にやめるよう抗議して……。

『うるせーよ！　なら、お前が代わりに抱かれろよ。なっ？』

　亜紀の目の前で無理やり、キスされそうになって……。抵抗したら、床に押し倒されて……。

『やっ……やだ……』

『カマトトぶるんじゃねーよ』

　キスされたくなくて、必死に顔を背けたら……頬を何度も殴られて……。

『っ……んんっ……』

　無理やりキスされて……。

『柊司さん、やめて……。海桜、柊司さんをとらないで！』

　店長のすぐ後ろにいた亜紀が小さく叫んで……亜紀が彼の肩を引き寄せようとしたら、彼はそれを肘で払いのけて……。

『邪魔だ、亜紀。帰れ……。俺はお前より海桜がいいんだよ』

『柊司、さん……嫌、嫌よっ！　海桜のバカッ！　大嫌い！　私の柊司さんを返してっ！』

　亜紀は私が店長をとったと思ったのか、私を大嫌いだと言った……。

　そして私が一番触れられたくない、お父さんのことを言われてしまった。

『海桜、私から柊司さんを奪うの？　中学のとき、海桜のお母さんからお父さんを奪ったように……』

　亜紀は身体を震わせて、涙を浮かべながら私を睨む。

『亜紀？　なにを……』

『海桜のお父さんは、アンタが溺れちゃえばいいのにって願ったから事故に遭ったんでしょ？　……アンタのせいで死んだんじゃないの!?』

　確かにあの日、私はお父さんと喧嘩をした。私と喧嘩したせいで、冷静さを欠いて判断ミスをしたのなら。私が、溺れればいいって願ったからそうなってしまったのなら。

　そう思うと、いつも胸が痛んだ。

　苦しくて、つらくて、一時期は自分も死んでお父さんのところに行きたいと思っていたくらいだ。

　親友だと信じて、亜紀だけにしか打ち明けなかったのに……。私の闇に気がついて助けてくれた亜紀だからこそ言ったのに……。

『海桜こそ、死んじゃえばいいのよっ！』

　私の中でなにかが、音をたてて崩れていくような気がした。

　ダイビング用の重りを手に、店を飛びだしたことまでは覚えている。でも、その後のことはよく覚えていない。

「あのときの亜紀ちゃんは、気が動転していたのかもしれない。きっとひどく後悔していると思うよ？　昔の海桜みたいに」

「……うん」

　お父さんの低くて心地よい声が、私の心に浸み込んでいく。

「それに、お父さんの事故は海桜のせいじゃない。自分の判断ミスもあったし、他にもいろいろなことが重なって起きた事故なんだよ」

「わかってる。頭ではわかってるんだけど……」

　年齢を重ねたことによって、頭では理解できている。でも長年、自分のせいだと思い続けてきた心が、そう簡単に切り替えることを許してはくれない。

「海桜が悪いわけじゃない。気にすることはないんだよ？」

　お父さんは、優しく語りかけるように話を続ける。

　私は頷うなずくことしかできなかった。

「それに、海桜はもう大丈夫」

「え？」

　お父さんの言葉の意味がわからなくて、首を傾げる。

「心強い味方が、そばにいる。ほら……」

　お父さんは、光が降り注ぐ海面の方を見上げた。私もそれに次いで顔を上げる。

『海桜ちゃん……目を覚ましてくれ』

　そこに見えたのは、私の手を両手で包み込むように握りながら目を閉じる藤堂さんの姿。

「ね、海桜はもうひとりじゃない。なにがあっても、彼がそばにいてくれるよ」

　お父さんの声がなんだか小さく聞こえて、横にいるはずのお父さんを見た。

　けれど、もうどこにも姿は見えなくて――。

「海桜。お父さんはずっと見守っているから」

　優しい声だけが、そこに響く。

　そしていつの間にか私は、まわりから溢れ出たたくさんの泡に包まれながら海上へと浮かび上がっていった。

「お父さん、ありがとう……」




「……ん……」

　目を開けるとそこには、私の手を握ったまま寝ている藤堂さんがいた。

「……藤堂さん？」

「っ!?」

　ガバッと顔を上げて私を見つめる、優しくて深い瞳。

「海桜ちゃん……よかったぁ。ごめんね、ずっと苦しんでたのに気がついてあげられなくて」

　私を抱きしめ優しく背中を擦ってくれる、藤堂さんの温かくて大きな手。柑橘系のさわやかな香り。太陽のように明るく笑う、屈託のない笑顔。自分のことのように私を心配してくれる、優しい心。

　今までの藤堂さんとの思い出が、次々と甦ってくる。

　私、藤堂さんのこと、好きだな……。










手の温もり




　夕日の差し込む病室で目が覚めた私は、すべての記憶をとり戻していた。

　きっとあのとき、シャボン玉のような泡が私の身体を包んだから。お父さんは、あの泡ひとつひとつが私の記憶だと言っていた。

　そしてすべての記憶をとり戻した今でも、変わらないものがある。

　それは亜紀への友情。私の中では、亜紀は相変わらず私の親友で、かけがえのない存在だ。

　同じ過ちを犯したからこそ、相手の気持ちがわかるはず。心にもないことを言ってしまって、きっと亜紀も苦しんでいたに違いない。

　私が記憶をなくしていた間もずっと、柊司さんと私の間で揺れ動いて、つらかったんじゃないかな……？

　もちろん、私は藤堂さんのこともすべて思いだしていた。

　記憶をなくす前にもカフェに何度も来てくれていたことや、ダイビングが趣味で沖のポイントの波や風の状況をこまめに確認していたこと。そして、ひそかに私が彼を想っていたということも。

　その想いは、記憶をすべてとり戻した今、より大きくなっている。




　翌日の昼過ぎ。『着替えや会社への連絡をしてくる』と言って一度家に帰った藤堂さんは、携帯会社の小さな紙袋を持って戻ってきた。

「あ、藤堂さん。おかえりなさい」

　病室で『おかえりなさい』って言うのは変かもしれないけど、彼が『すぐ戻るから』と言って出ていったから、いいかな。

「……ただいま」

　彼はちょっと照れたように頬を指でかきながら、ベッドサイドのパイプ椅子に座り、「具合はどう？」と聞いてくれる。

「今朝と変わりなく、落ち着いてます」

　私の返事を聞いて、彼は「そっか、よかった」と短く答えて微笑んだ。

「はい、これ。液晶画面が壊れてたから修理してもらったよ」

　紙袋からとりだされたのは、私の携帯。驚いて息をのみ、両手でそれを受けとった。

　……あ、待ち受け画面、見ちゃったかな？

　恐る恐る藤堂さんを見上げると――。

「言ってくれたら、いつでも写真くらい撮らせてあげたのに……」

　眉を下げ、苦笑している彼の顔があった。

　やっぱり見ちゃったんだ……。おかしいと思われちゃった？

「あ、いいこと思いついた」

「え？」

「携帯貸して？」

　言われるままに携帯を渡すと、藤堂さんはササッとなにか操作をして、インカメラの部分を私に向けた。

「一緒に撮ろう。笑って、笑って」と言いながらベッド脇に座り、顔を寄せ合って写真を撮ろうとする。

　あ、わ、わ……顔が近い……。ドキドキと胸が高鳴り、頬が赤くなる。

「撮るよ。いい？」

「は、はい」

　声をうわずらせて返事をしたと同時に、カシャッというシャッターの音が鳴った。

　そして「はい。新しい待ち受けにしてね」と笑顔で携帯を渡される。画像フォルダを見てみると、さっき撮ったばかりのふたりの写真があった。

　予想通り、なんとか笑顔になってはいるけれど、顔は真っ赤でガチガチに緊張しているのがハッキリとわかる。

「その写真、俺の携帯にも送って」

　藤堂さんは自分の携帯をポケットからとりだし、私に差しだす。私は彼の携帯と、自分の手元の携帯を交互に見る。

　この写真を、彼の携帯に送る……？

　理解した瞬間、カーッとさらに顔が赤くなっていく。

「ダ、ダメです。だって、こんな変な顔……」

「なんで？　めちゃくちゃ可愛いのに」

　彼は首を傾げ、まるで私が変なことを言ったかのように不思議そうな顔で見つめてくる。

　……か、か、可愛い!?

　藤堂さんの言葉に、また私の顔に血がのぼっていくのがわかる。

　不思議なことに、彼も顔を赤くして私を抱き寄せた。

「と、藤堂さん……？」

　なにが起きているのかわからない。

「ごめん。俺、君のことが好きみたいだ。君が倒れたばかりでこんなことを言うのは卑ひ怯きょうだと思うけど……困らせること言って、ごめん」

　彼は顔を歪めて切なげな溜息をつく。でもその目は真剣だった。

　う、そ…………。藤堂さんが、私のことを好き……？

　夢みたい……。

　私の視界は、どんどん涙で滲んでいった。

「うっ……んくっ」

　嗚お咽えつをこらえることができず、藤堂さんに抱きしめられたまま涙を流した。

「え？　海桜ちゃん？　ごめん、本当にごめん！　あ、の……困るよね？　こんなおじさんに好きだって言われても……その、あの……えっと」

　彼は慌てふためきながら、私の肩をグイッと離して距離をとった。そんな様子を見て、私は首を何度も左右に振る。

「ち、がうの……」

「え？」

「嬉しい、の……私、ずっと……藤堂さんのこと、好きだった……から」

　涙を拭いながら言うと、大きな温かい手が私の手に重なった。

「もう一度、言って」

　前を見ると、藤堂さんの漆しっ黒こくの瞳が私を見つめていた。

「私……藤堂さんのことが、ずっと好きでした」

　涙を拭い、ほんのり頬を赤く染めながらしっかりと気持ちを伝えた。

「本当に？」

「はい」

　彼は目からパチパチと音がするくらい激しく瞬まばたきをしてから、動きを止める。

　……急に不安になってきた。『さっきのは嘘』なんて言われたら私、立ち直れないかも。

「うわーっ！　夢みたいだ！　嬉しすぎる!!」

　しかし彼はそう叫んだかと思うと、私をギューッと抱きしめた。

　――コン、コン、コン……。

「あー、とり込み中、申し訳ないけど……ここ病院だから」

　少し低くて冷静な声が、私達に届く。

「あ……」

　顔を見合わせてバッと勢いよく離れ、ふたりとも真っ赤になりながら、それぞれ別の方向を向いた。

「な、夏生。なんの用なんだ？」

　藤堂さんはコホンとわざとらしく咳をして、ドアにもたれかかるように立っていた夏生さんを睨む。

　夏生さんは「サンゴちゃんの着替え、亜紀ちゃんから預かってきた」と、大きな紙袋を目の高さまで持ち上げた。

　……亜紀。その名前にズキンと胸が痛む。

　藤堂さんも心配したのか、不安そうな顔で私を見ている。

「亜紀が……。ありがとうございます。夏生さん、もし亜紀に会うことがあったら、私がお礼を言っていたと伝えてもらえませんか？」

「……わかった」

　夏生さんはピクンと片眉を持ち上げて、チラリと廊下の方に視線を向けた。

「あ、それと……私達はずっと親友だから、って」

　私がそう言った直後、廊下の方からパタパタパタと誰かが駆けていく音が聞こえた。

「実は亜紀ちゃん、一緒に来たんだけど、サンゴちゃんに会わせる顔がないって……外で待ってたんだ。サンゴちゃん、会いたかった？」

　夏生さんがすまなそうに頭をかき、小さく溜息をついた。

　私は首を左右に小さく振って、「亜紀が会ってもいいって思える日まで待ちます」と答えた。

　またいつか、高校時代のように仲よく笑い合える日が来るといいな……。

「サンゴちゃん、記憶戻ってよかったね」

　夏生さんは紙袋を手に、ベッドサイドへ近寄ってきた。

「あぁ。担当医も驚いてたけどな」

　藤堂さんが私の代わりに答えてくれる。

　サンゴ、ちゃん？　そういえばさっきも『サンゴちゃん』って言ってたけど、もしかしなくても、私のことだよね？

「あの……サンゴって、私のことですか？」

　首を傾げていると、夏生さんの目線は藤堂さんに向けられた。

「あ、お前、言ってないの？　サンゴちゃんに……」

「な……いや、だって……勝手にあだ名つけて呼んでたとか、普通言えないだろ」

　バツが悪そうに藤堂さんは頭をかいている。

「あのね、サンゴちゃん。コイツね、俺達があの店に出入りし始めるよりもずっと前から君のこと気になってたんだよ？」と、夏生さんはパイプ椅子に座りながら悪戯っぽい笑顔を浮かべて話し始めた。

「バ、バカ。ばらすなよっ……」

　慌てる藤堂さんには構わず続ける。

「で、君の名前、海に桜って書くだろ？　それって〝サンゴ〟とも読むらしくって、俺達の間ではそう呼んでたんだ――うっ！　く、苦しいって、波瑠……」

　ただし話の最後の方で藤堂さんに後ろから羽交い絞めにされ、動けないようにされていた。

「お前の口は軽すぎるんだよ……少しは自重しろ」

　頬をつねられる夏生さん。そんなふたりの姿に、思わず笑ってしまった。

「わかった。ギブ、ギブ……」

　夏生さんは首に回された藤堂さんの腕をペチペチと叩く。それを合図に腕を外した藤堂さんは、ベッドサイドのパイプ椅子に座り直した。

「あ、俺達、結婚前提で付き合うことにしたから」

　藤堂さんはそう言いながら、私の肩を抱き寄せる。

　……ん？　結婚前提!?　初めて聞いたんですけど？

「と、藤堂さん？　今の、け、け、結婚前提っていうのは!?」

　あまりの驚きで声がうわずってしまう。

「ダメだった？」

　顔が赤くなったまま彼を見つめていると、不安そうに私の瞳を覗き込んできた。

「ダメ、とかじゃないけど……」

　うまく自分の気持ちを言葉にできなくて、もごもごと歯切れが悪くなる。

「よかった。好きだよ、海桜……」

　藤堂さんは私の頬にチュッと音をたてて優しいキスをすると、私をギューッと抱きしめた。

　あ、わわ……『海桜』って初めて呼び捨てにされた。キスにハグまで……。

　顔だけじゃなく全身が真っ赤になってくる。今にも頭から湯気が出そうなくらい、くらくらしてきた。

「あー、やってらんない。こんな激甘な波瑠、見たことないわ……じゃあお邪魔虫はとっとと退散しますかね」

「あぁ、帰れ帰れ」

　夏生さんは半ば呆あきれたように溜息をつきながら、病室を出ていく。藤堂さんは彼を追いはらうように手をヒラヒラさせながら見送った。

「あの、藤堂さん、いいんですか？」

「なにが？」

「夏生さん、あのまま帰しちゃって……」

　すると彼は優しい笑みを浮かべた。

「これ以上、俺以外の男に海桜の可愛い顔を見せたくなくなったんだ」

　そう言うと、今度は額にキスをひとつ落とした。










温かな日々




　海桜が病室で目覚めてから二日後。海桜の身体についた傷は綺麗に消え、検査結果も良好だったため、退院することになった。

　あのあと橘は、海桜への傷害容疑で警察に捕まった。

『私も被害に遭った』とたくさんの女性から警察に申告があったようで、性犯罪としても調べられることになったそうだ。

　海桜の働いていたカフェのオーナーにも連絡が入り、橘はクビになって次の店長が決まるまで閉店することとなった。

　オーナーは、オープン当初は自ら店を仕切っていたが、十年前から海外に行くことが多く、常に店にいることができないから、と店長を雇ったらしい。今回の件を聞き慌てて海外から帰ってきて、迷惑をかけたとわざわざ俺達のところまで謝りに来てくれた。

　オーナーは六十代で、白髪交じりの髪を後ろに流し、優しそうに目尻が垂れた、スタイルのいい男性だった。最近では、年に一度は店に顔を出していたものの、基本的には橘から毎日の売り上げの報告だけを受けて、全面的に任せてしまっていたということだ。『次の店長は、信頼の置ける人を雇う』と言っていた。

　また、オーナーが実は海桜のご両親とも顔なじみだったこともわかった。なんでも若い頃、たびたび一緒にサーフィンやダイビングをしていて、ご両親はよくカフェにも来ていたんだとか。そのためオーナーが日本に帰ってきたときにはいつも、海桜のお父さんのお墓参りに行くらしい。

　橘は、オーナーが不在なのをいいことに、『ここは自分の店だ』と嘘をついていたようだけど……店自体はとてもいい場所だったから、このまま潰れるなんてことにはなってほしくない。海桜も、もしご両親が使っていたことを知っているなら、きっとなくなることは望まないと思う。




　九月も半ばを迎えた頃の、ある水曜日。

　俺は翌日の木曜日に、久々に丸一日の有給休暇をとれることになったので、明日は海桜とどこかに行こうと砂浜で話をしていた。

　相変わらず、海桜は水曜日になると砂浜に来ては海を眺めている。今日は俺に合わせて、二十時にここで待ち合わせをしていた。

「明日、どこか行きたいところある？」

「波瑠さんは？」

　俺が聞いたのに、逆に聞き返されて思わず考え込んでしまう。

　そうだな……海の中、って言いたいところだけど、海桜の心と身体が本調子になってからにしたいしな。

「海桜が行きたいところでいいよ」

「え～、それじゃ答えになってないよ」

　ぷっくり頬を膨らませて睨んでくる顔も可愛くて、思わず膨れた頬を突っついた。

「……あはははっ」

　目を合わせ、どちらからともなく笑い合う。

　結局俺達は、近くの公園でデートをすることに決めた。ロマンチックな場所ではないけれど、いつも砂浜で会うことが多かったから、芝生の上に寝転がってのんびりするのもいいかもしれない。




　迎えた翌日。いつもの砂浜から十五分くらい車を走らせたところにある、比較的広めの公園にやってきた。ここには四季折々の草花が植えてあり、コイやカメのいる池や、芝生の広場があったりする。公園内をジョギングしている人もよく見かけるし、休日ともなれば家族連れで賑わう、結構人気のある公園だ。

　俺達は芝生の広場に向かって、手を繋いで歩いた。

　今日の海桜は袖にフリルがついた薄いオレンジのシャツに、デニムのショートパンツといったラフな格好。子供っぽくもなく、大人すぎることもなく、可愛い感じに着こなしている。

「ねぇ、波瑠さん」

「ん？」

「波瑠さんって普段お休みのときは、なにをしてるの？」

　最近はほとんど丸一日の休みなんてなかった。休みがとれても緊急で呼びだされたりして、結局出社することが多い。

「休日はあんまりないけど、たまにとれたときは夏生たちと一緒にダイビングに行ったり、家で読書したり……かな」

「えっ！　そんなに、忙しいんだ!?」

　海桜は驚いたように目を大きくし、瞬時に心配そうな顔になって俺を見上げる。

「んー、まぁ」と頭をかきながらとぼけていると、「波溜さんはどんなお仕事をしているの？」と突っ込まれた。

　俺の勤める会社は、顧客の企業に対して経営改善のための戦略立案や業務プロセス改善、ＩＴシステム構築などを支援する、いわばコンサルティングサービスだ。それを他業種の人にいざ説明するとなると、なかなか難しい。

「……簡単に言うと、他の会社をサポートする、って感じの仕事かな。忙しいときは会社に泊まり込むこともあるけど、月に一度くらいは休めてるし……問題ないよ？」

「一日だけ!?　会社に泊まり込み!?」

　案件が重なったり、期日ギリギリの業務があるときは残業もかなり多く、家に帰るより会社の仮眠室を使った方が都合がいいから泊まり込むこともある。

　まぁ、まわりのサラリーマンに比べれば休みは少ないかもしれないが、やり甲斐のある仕事だし、自分の中ではそれが普通だと思っていたから、そんなに驚かれたことに驚いた。

「じゃあ、ご飯は？」

「ん～、基本はコンビニの弁当かな。疲れて食べないときもあるけど」

「そんなのダメだよ。そんなに忙しいなら、もっと栄養を考えてバランスよく食べなきゃ身体壊しちゃうよ？」

　そんなに心配してくれるなら……と、思いついたことを冗談半分で言ってみることにした。

「じゃあ、海桜が作ってくれない？」

「え？」

　カフェでは海桜が調理をしていたときもあったけれど、やっぱり味つけは店独自のものだろうし、いつか海桜自身の家庭の味というのを食べてみたい。

　海桜はしばらく考え込んで、顔を上げると、「私が作ったので……いいの？」と上目遣いで見てきた。

　この仕草が計算だったら怖いけど、海桜の場合、自然にやれてしまうからたまらない。

「海桜が作ったのが、いい」

「じゃ、なにが好き？　なに食べたい？」

「ハンバーグ。あ、半熟の目玉焼きが乗ったやつ」

　即答すると「子供みたい」とクスッと笑われてしまった。

　子供の頃からハンバーグが大好きで、今でも食べたくなるとすぐ、夏生が経営しているレストランまで行ってしまうくらいなんだから仕方がない。

　この公園からなら海桜のアパートより俺のマンションの方が近いから、そこで夕飯を作ってくれることになった。

　しばらく公園を散策し、お腹が空き始めた夕方に、食材を買うため近くのスーパーに立ち寄る。

　女の子と一緒に食材を買い出しに行くなんて久しぶりだ。学生の頃にクラスメイトと、学園祭の出店のために数人で買い出しに行ったとき以来かな。今まで数人の女性と付き合ったことがあるけれど外食ばかりで、買い物だってデパートなどに荷物持ち的な役割で行ったことくらいしかない。

「ねぇ、波瑠さん。冷蔵庫になにがあるの？　卵は？　調味料はある？」

　海桜はカートを押しながら、いろいろ思案しているのか口元に拳を当てて、野菜コーナーを歩いていく。

　俺は彼女の後ろを歩きながら棚に並んだ食材に目を向け、ときどき彼女の横顔をチラリと盗み見た。こうやって好きな人と並んで買い物をするなんて、まるで新婚みたいじゃないか。自然と顔がにやけてしまう。

　ずっと平静を装っていたけれど、もはや舞い上がりすぎて隠しきれないのが我ながら情けない。

「ん～。調味料は一式揃ってたと思う。冷蔵庫の中は……水とビール」

　確か夏生がこの前、調味料セットを置いていったことを思いだした。『お前、よくひとりで暮らせてんな……』なんて悪態をつきながら。

「お水とビール……だけなのに、なんで調味料はあるの？」

　歩いていた足を止めて俺の方を振り返った彼女は、ジットリとした目つきで睨む。

　なんだか、誤解させたか……？

　ここはちゃんと説明しておかないと、変な想像をされたらたまらない。

「夏生が、たまに部屋に遊びに来るんだよ。んで、アイツがときどき料理してくの。だからアイツが勝手に置いてったんだよ」

　早口で一気に説明する。信じてくれなかったらどうしようなんて思いながら、海桜の顔色を窺う。

「ふ～ん……ねぇ、玉ねぎ好き？　包丁は……よく切れるかなぁ？」

　玉ねぎを手に微笑む海桜。笑顔は可愛いのに……なぜだろう。このときの笑顔は、すごく怖いと内心震えた……。




　買い物を終え、買い物袋をひとつ手にして俺のマンションにたどり着いた。

　マンションは鉄筋コンクリートの十五階建て。閑静なエリアにあり、スタイリッシュな外観が周辺の環境と調和していて、結構気に入っている。

　車を地下の専用駐車場に停め、そこから部屋まで直通のエレベーターに乗る。海桜は俺の後ろからついてくる間、終始キョロキョロと辺りを見回しては、「わぁ～、すごーい！」と言いながら感嘆の溜息をついていた。

「どうぞ」

「おじゃましま～す」

　重厚な木製のドアを開けると、海桜は遠慮がちに部屋に入っていく。

　俺の部屋は、このマンションの最上階である十五階。以前叔父が使っていたもので、もう必要ないからと俺がもらったのだ。

　玄関へ入ると廊下を挟んだ左右にそれぞれ部屋があり、廊下を少し進むと左側にバスルーム、右側にトイレ。さらに奥に進むと右側にもうひとつ部屋があり、突き当たりは二十畳くらいのリビングダイニング。カウンターキッチンなので、料理をしている姿をリビングから見ることができる。

　ダイニングにはテーブルがあり、ひと続きのリビングには、三人がけの黒い革張りのソファとガラスのテーブル、そしてホームシアタースピーカーがついた六十インチの液晶テレビが置いてある。

　３ＬＤＫだから、ひとり暮らしには広い部屋だ。リビングと、リビングに一番近い部屋を寝室に使っているぐらいで、他の二部屋はほとんど使っていない。

「ねぇ、波瑠さんって、もしかしてお金持ち？」

「いや、そうでもないと思うけど？」

　以前名刺を渡しているから感づいているかと思ったけど、気がついてなかったみたいだ。

「でも俺、一応そこそこ大きい会社の部長だから。TD Groupって知らない？」

「え？　ごめんなさい。あまりニュースとか新聞とか見ないから……」

　海桜は恥ずかしがって頬を赤らめる。

　そうか、知らなかったのか。今まで俺の後ろにある肩書や会社、金などに目がくらんで近寄ってくる奴らはいっぱいいたけど、彼女はやっぱり違うんだな。

　俺をひとりの男として好きになってくれた。それがなにより嬉しい。

　海桜には詳しく説明しなかったけれど、俺の会社TD Groupは、海外にも支社を置くグローバルコンサルティングファームだ。社員はグループ全体で五千人近く。創業者は引退しているものの、政治家に転身して今では次期総理大臣とも言われ、結構ニュースでも話題にのぼることがある。

「そっか、大きな会社の部長だから、泊まり込むくらい忙しいんですね」

　そう言いながら海桜はキッチンに向かい、買い揃えた食材を冷蔵庫に入れていく。

〝大企業の部長＝忙しい〟という公式が海桜の中にできて納得したのか、俺がどういう立場の人間かってことは聞かないんだな。きっと、〝ＴＤ〟が〝藤堂〟という意味だってわかっていないだろうし。

「じゃあ、明日からも頑張れるように気合いを入れて作らないと」

　腕まくりをして手を洗い、手際よく食材を洗っていく。

　なんか、いいな。好きな女性がこうやって俺のために料理を作ってくれる姿は。

　ダイニングテーブルで頬杖をつきながら、キッチンでエプロンをつけた彼女を目を細めて見つめる。

　彼女の姿に見とれていると、「ねぇ、波瑠さんも手伝ってー」と声がかかった。

「なにすればいい？」

「玉ねぎ、みじん切りにして」

　そう来たか……。

　俺は、料理は苦手だ。以前、一度だけ夏生に料理を作ったことがある。だがそれは決して料理と呼べるものではなく、『お前、俺を殺す気？』と真面目な顔で言われたくらいだ。

　さて、これはどう切ればいいんだ？

　海桜が皮まで剥むいてくれた、白く艶やかな物体を手にして悩む。そして、左手でわし掴みにしたまま、包丁を先端から突き刺す。

「ダメ！　指、切っちゃう！　ちゃんとまな板に乗せて！」

「うわっ、なんだ、目にしみるっ」

「玉ねぎ持った手で目をこするからだよ」

　海桜がハンカチを水で濡らして、そっと俺の目を拭いてくれる。でもまだ痛い……。

「もう、波瑠さんは座ってて」

　彼女は俺の背中を押すとキッチンから追いだし、ダイニングの椅子に座らせる。あっという間に俺の出番は終わりのようだ。

　なにもできなかった……なんか、落ち込むな。

　そして、キッチンにひとりで立った海桜は手際よく下準備や調理を進めていく。迷うことなくスムーズに進めているところを見ると、手慣れている感があって、普段から料理をしているんだなと思う。

　しばらくすると、パチッパチッとまるでひとりでキャッチボールをするかのようにして、混ぜた肉を俵型にし始めた。

「ねぇ、波瑠さん。チーズ好き？」

「うん、好きだよ」

　そう答えると「はーい」と笑って肉になにかを入れ始めた。

「それ、なに？」

「えへへ。あとのお楽しみ」

　そんなやりとりをしてから、フライパンを出して丸めた肉を並べていく。するとジューッという音と共に、部屋にいい匂いが漂ってきた。

　肉を焼いている間も、海桜は汚れたボウルや包丁、まな板などを洗って料理と同時に片づけもテキパキと進めていく。

　その手際のよさに見とれているうちに、いつの間にか料理もすべて完成していたようだ。

「できたー」なんて嬉しそうに呟きながら、料理をダイニングテーブルに持ってきてくれた。

「お待たせしました。お口に合うといいけど……」

　俺がリクエストした、半熟卵が乗ったハンバーグ。それにいつの間に作ったのか、サラダとワカメ入りの卵スープまで。

　短時間で、こんなに作れるなんて……。

　――ぐぅぅぅぅ……。

　感動しながら見つめていたら、お腹の虫まで騒ぎ始めた。

「あはっ。食べましょ」

　海桜はそう言ってクスクス笑うと、温かいご飯をよそった茶碗を俺に差しだす。

　レストランのメニューとして出してもおかしくないくらいに、料理の盛りつけもすごく綺麗でうまそうだ。卵に箸を差し込むと、トロッとした黄身がとろけだす。ハンバーグも箸がスッと入って、中から肉汁が溢れ出てきた。

「あれ、中から……あ、チーズだ。これって、もしかしてさっき肉に入れてたやつ？」

「うん。そう」

　海桜はニコニコと微笑み、俺が食べるのを待っている。

　ひと口頬張ると、肉のうま味が広がってすごくおいしい。

「うまい！　海桜、すっごくおいしいよ」

「よかった」

　俺がそう言うと彼女もハンバーグを口に運び、「うん、上出来」と笑った。




　海桜と向かい合って食べる料理は、どれもおいしかった。

「はぁ、お腹いっぱい。海桜、料理うまいね」

「ふふっ、ありがとう」

　彼女は食べ終えた食器を片づけながら、テーブルを布巾で拭いていく。

「ね、なにか飲む？」

「じゃ、コーヒー」

「波瑠さん、ブラックだよね？」

　布巾を両手で持って、ニコッと微笑んでキッチンに向かう。

　カフェでの注文から、ちゃんと好みを覚えてくれてるんだ。

　そういえば、彼女はどんなものが好きなんだろう。どんな色が好きなんだろう。

　好きな食べ物は？　嫌いな食べ物は？　音楽は聴く？　映画はどんなものが好き？スポーツは好き？　苦手？

　休日はなにをしているんだろう？　今はバイトだけど、なにか将来の夢はあるのかな？

　俺は彼女をなにも知らないな。

　ひとつひとつ、ゆっくり知っていこう。そして、彼女にも俺のことを知ってもらおう。会社のこと、友達のこと、俺の家族のこと……。

　少しして、ブラックコーヒーと甘い香りのする飲み物がテーブルにコトッと置かれた。

「それ、なに？」

　海桜の前に置かれた淡いピンク色の液体を指差し、聞いた。

「ん、これ？　これは、いちごラテ。甘くておいしいよ？　飲んでみる？」

　そう言って、海桜はひと口つけたカップを置いた。

　カップと海桜を交互に見る。そして両手をテーブルにつけ、それを支えに腰を浮かして、向かいに座る海桜にキスをした。

「ん、甘いね。でも、おいしい」

　しれっと感想を言う。

　いきなりキスして怒られるかな？と思ったけど、海桜の方に目をやると、耳まで真っ赤にしてそのままフリーズしていた。

　本当に海桜は可愛い。今まで俺が出会ってきた女性の中で一番だ。

　純粋で、無垢で、それでいてガラスのように繊細で傷つきやすい心を持った女性。

　このまま押し倒したらどうなるだろう、なんて悪戯心が芽生える。そんなことをして嫌われたら一生後悔しそうだから、しないけど。

　記憶をすべてとり戻してしばらく経った頃、海桜から、お父さんの事故のことや亜紀ちゃんとの出会いのこと、橘とのことも聞いていた。

　記憶をなくした最近のことだってつらかっただろうに、それ以前にも傷つき、自分を長い間責め続けていた彼女を、守ってあげたいと思う。だから、この恋は急がない。彼女の心が癒えるまで、ゆっくりと時間をかけて進めていきたい。

「海桜、飲まないの？　冷めちゃうよ」

　さっきのことはなんでもなかったかのように振る舞ってみる。

　また悪戯心が湧くけれど、グッと抑え込む。これ以上は、彼女が望むとき――海桜の心が、俺を完全に受け入れてくれたときにしよう。

「あ、はい……あちっ」

　我に返った彼女は慌てて飲もうとして、舌を火傷やけどしたようだ。

「海桜、もしかして猫舌？」

「ん、そう」

　涙目になりながら、フーフーといちごラテに息を吹きかけている。そんな仕草も可愛くて、ますます虐めたくなる。

　俺って、Ｓだったのか……。ヤバいなぁ……俺の理性は、どこまで保てるだろうか。

　我慢……我慢だ。

「ねぇ、海桜？」

「ん？」

「もう一回、キスしよっか」

　……俺、今なに言った？

　冷や汗が、ひと筋流れた。

　今、我慢するって決めたばかりなのに！

　内心で頭を抱える。チラリと彼女の顔を見るけれど、顔がどんどん赤くなっていくのが目に見えてわかる。

　怒ってる……？

「……はい」

「え……いいの？」

　思わず聞き返していた。

　すると今度は彼女は答えず、赤くなった顔で小さく頷く。

　俺は席を立って海桜の右隣の席に移動し、彼女の両肩を押さえて向き合うと、ゆっくりと距離を縮めた。潤んだ瞳が静かに閉じられ、少し顎あごを上げてくれる。

　柔らかな彼女の唇に、優しくいたわるように触れた。

　そして、少し離れてから切ない溜息をこぼして囁く。

「好きだよ、海桜」

　すると彼女の肩の力が抜け、唇がほんの少し開く。もう一度その唇に触れ、彼女の唇を味わうように、少しだけ長くキスした。







第二章










トラウマ




　波瑠さんの部屋に初めて行った日から一ヵ月が経った。十月に入り、少し暑さが和やわらぎ始めていた。

　九月のお彼岸の時季に一度だけ実家に帰った。電車に二時間揺られ、さらにバスに乗って三十分ほど行く山奥。

　実家から海は見えない。お父さんを亡くしたあと、もう海は見たくないとお母さんひとりで引っ越しをしたから。

　久しぶりに会うお母さんは、少し痩やせたように感じた。

　お父さんのお墓参りを済ませ、他愛のない話をして、一日だけ泊まって帰ってきた。

　もちろん、記憶をなくしたことなんて言っていない。思いだしたんだから言う必要はない。余計な心配はかけたくなかった。

　最近は、波瑠さんが早く帰ってくるときや休みの日には、料理を作るため彼の家に行っている。ときどきは、お泊まりすることもあったり。

　でも、彼はキスはするけれどそれ以上のことはしない。私の気持ちを大切にしたいから、って言ってくれて。

　正直なところ、他人に身体を触られたりすると、ビクッと強こわ張ばる瞬間がある。

　失った記憶は全部思いだしたけれど、それによって柊司さんからの暴力などによる心の傷もときおり疼うずくのだ。

　波瑠さんは大丈夫なんだけど、骨張った手の男性には特に過敏に反応してしまう。

　頭に触れられれば髪をわし掴みにされた感触が甦るし、肩を叩かれれば後ろに柊司さんがいるんじゃないかという怖さが込み上げてくる。

　それに、暗闇も苦手になった。あのときの執しつ拗ように迫ってくる柊司さんの顔が忘れられず、暗がりだとつい思いだして震えてしまう。必要に駆られて夜に歩くときは、遠回りでも必ず街灯の多い道を選んでいる。

　波瑠さんはそんな私を近くで見ていたから、私がいいと言うまで身体の関係にはならないと言ってくれたのだと思う。

　彼は私の傷を見て自分のことのように痛みを感じてくれたり、心配してくれたり、怒ってくれたり……そしてなにより、私を第一に考えてくれている。本当に優しくて、私にはもったいないくらいの素敵な人。




　今日も私は買い物をして波瑠さんの家に向かう。このマンションはいつ来ても、私なんかが入っていいのかな？と思うほど豪華だ。セキュリティも万全で、いつもエントランスで彼の部屋番号を押して、中から彼に鍵を開けてもらう。

「波瑠さん、海桜です」

「いらっしゃい。中に入って」

　エントランスのドアが開き、奥へと進む。

　初めて訪れたときは駐車場から直行したからわからなかったけど、広い大理石のエントランスを進んだところにはコンシェルジュがいて最初に見たときはビックリした。

　エレベーターはコンシェルジュがいるカウンターを通った先にあるから、必ず横を通り抜けなければいけない。今まで特になにか言われたことはないけれど、通るたびにドキドキする。

　エレベーターに乗り込むと、波瑠さんの部屋がある十五階のボタンを押す。そして部屋の前まで来ると、待っていたかのようにドアが開いて彼の笑顔が現れた。

「遅かったね。もう少し遅かったら迎えに行こうかと思ってた」

「ごめんね。夕飯考えてたら遅くなっちゃった」

「さ、入って」

　波瑠さんがドアを開けたまま私を部屋に招き入れ、ドアが閉まる音と共に後ろからギュッと抱きしめられた。靴を脱いで廊下に上がろうとした瞬間だったので、不安定な体勢で身体がぐらつく。

「は、波瑠さん!?　な、なにを……」

「ん？　充電」

　心臓に悪い！　買い物袋を危うく落としそうになったし……。

　しばらくしてから放してくれた波瑠さんは、ヒョイと袋を持ってキッチンに向かった。そして袋から中身をとりだし、「お、今日はパスタ？」なんて言っている。

「そうよ。はい、波瑠さんはあっちに行っててね」

　彼の背中を押してキッチンから追いやる。私の調理中はキッチンに入ることを禁止したため、波瑠さんの定位置はダイニングテーブルとなっていた。

「……ねぇ、一緒に住まない？」

　キッチンの向かいにあるダイニングテーブルの椅子を引き、座りながらそんなことを言ってくる。

「もう。その話は断ったでしょ？　波瑠さんったら、私がこうして来るたび言うんだから」

　料理の手は休めずに、眉を下げて苦笑する。

　波瑠さんとずっと一緒にいられるのは嬉しいし、きっと幸せなんだろうなって思う。

　けれど、それはあまりにも甘えすぎなんじゃないか、とも思うわけで。

　ただでさえ今までたくさん迷惑をかけてきたのに、一緒に住むとさらに迷惑をかけてしまうかもしれない。それに、こんなに幸せすぎると正直怖い。あとでなにか悪いことが起きそうで……。

　最近、やっと新しいバイト先が決まった。波瑠さんは私の心の傷を心配してか、『お金のことならしばらく自分が援助するから、急いで働かなくてもいい』と言ってくれていた。

　だけど、社会人として自分の生活費くらいは自分で稼ぎたい。彼にそう伝えたら、行きつけのレストランをしぶしぶ紹介してくれて、そこでバイトをすることになったのだ。

　ただし、私からそのレストランの店長にお願いしたことがある――『Heart Reef Café』の新しい店長が決まり、再オープンしたら戻らせてほしい、ということだ。

　だって『Heart Reef Café』は、私の両親が初めてデートをした場所。昔、お父さんが亡くなる前に、一度だけお母さんが話してくれた。『若い頃によくふたりで行っていたカフェがある』って。

　当時は店の名前も違っていたらしく、お父さんとお母さんが新婚旅行で行った〝Heart Reef〟というサンゴ礁の名前をとってオーナーが改名したと聞いた。

　私にとっては、特別な場所。そのことを波瑠さんにも話して、できるだけあのカフェから離れたくないと言ったら、レストランの店長に相談してくれた。

　新しいバイトはヨットハーバーのレストランのウエイトレス。今までのカフェより覚えることは多いけれど、同じ接客業だし、海に近いのも嬉しい。

　レストランは営業時間が十一時から二十二時までなので、以前のカフェとはまた違った感じの客層だ。カップルで来る人や、家族連れが多いみたい。

　環境が変わると、必然的に波瑠さんに会える時間も少なくなっていた。けれど、だからこそ今日のような時間が本当に大切だと思える。

「……海桜……どうしても、ダメ？」

「いつか、ね。はい、できたよ」

　迷子の子犬のように目をウルウルさせて私を見つめてくるけれど、ここで自分の決意を曲げたらいけないと思ってはぐらかす。

　でも、本当にいつか、一緒に住めたらいいな。

「むー……うわっ、うまそう。本当、海桜って料理上手だよね」

　膨れていた頬も、料理を前にするとたちどころに直っちゃう。本当に子供みたいな人だ。

「今日はイタリアンが食べたい気分だったから、カルボナーラにしてみたよ」

　カルボナーラとシーザーサラダをテーブルに置く。シーザーサラダはひとつのボウルに入れ、とり分けながら食べるスタイル。

　好きな男性と、こうやって自分の作った料理を囲んで楽しく過ごせるのって嬉しい。

　今までの彼氏はみんな優しい人ではあったけど、波瑠さんのように同じものを分け合いながら笑って話せる人なんていなかった。




　料理を食べ終わると、私達は決まってソファに肩を並べて座り、テレビやＤＶＤを見ながらリビングでお茶をする。

　彼はブラックコーヒー。私はいちごラテ。

　今日も私は、彼の肩に頭を乗せてテレビを見ていた。

「海桜、これ受けとって」

　肩越しに彼の心地よい声が響いたと思ったら、目の前に差しだされたのは、ひとつの鍵。頭を起こし、彼の顔を見る。

「これって……」

　彼から鍵を受けとり、まじまじと見つめた。

「ここの部屋の合鍵。いつでも来ていいからね」

　その言葉に目を見開いて、慌てて返そうと波瑠さんの前に突きだしたけれど、彼は優しく両手で私の手ごと包み込むように鍵を握らせた。私はそれをギュッと胸のところで抱きしめる。

　あぁ、私、こんなに幸せでいいんだろうか。

「嬉しい……ありがとう、波瑠さん」

　感激して、涙目になりながら微笑む。

「ズルい……そんな顔しないで。押し倒したくなっちゃうから」

　クスッと笑いながら、私を優しく抱きしめてくれた。そして、額にひとつキスを落とす。

　まぶたに、頬に、鼻の頭に。上からだんだん下りてくる彼の唇。軽く触れるだけのキスを繰り返しながら、私の唇に到達する。

　私の肩の力がなくなってくると、「海桜」と私の名前を囁いて、彼の舌が私の唇を割り、中に入ってくる。最初は戸惑いがちに上の歯や下の歯をなぞり、そして口の開きが大きくなると、さらに奥へと舌を差し入れる。

「んっ……」

　思わず、声が漏れてしまう。

「海桜、大丈夫？　ダメなら言って」

　彼は切なそうに眉根を寄せ、額と額をくっつけて私の様子を窺う。

「だい、じょうぶ……」

　心配しないで、という気持ちを込めて彼の頬を両手で包む。すると彼は私の手を掴み、熱を帯びた瞳で私を見つめた。

「帰したく、なくなった。泊まっていって、海桜……」

　そう言いながら、もう一度キスをする。

　彼は、私に覆いかぶさるようにして体重をかけてきた。私の身体はズルズルと背もたれを滑りながらソファに倒れ込み、仰向けになって彼の唇を受け入れた。

　少し離れるとまた唇が重なり、熱い舌がぬるりと口内に入ってくる。

　空気がうまく吸えなくて少し口を開けると、さらに深く舌が入り込んできて、奥にしまい込まれた私の舌を探り当て、絡めとる。執拗に弄んだあとゆっくりと引きだされ、チュッと音をたてて唇が離される。

「っ、あ……はぁ、あ……」

　やっと空気が吸えた。肺に新鮮な空気が入ってきて、少しずつ目の前がハッキリしてくる。

「涙が浮かんでる……ごめん、苦しかった？」

　言葉がうまく出てこなくて、首を左右に振って答える。

　波瑠さんは私の涙を唇で拭い、ギュッと抱きしめてくれた。私も彼の背中に腕を回し、彼のシャツを握りしめる。

「可愛い、海桜」

　彼は軽く私の額に唇をつけた。

「さぁ、お風呂入っておいで」

　まだ余韻に浸りたい気持ちなのに、彼は私の腕をギュッと引っ張り、身体を引き起こして私をソファから立ち上がらせたかと思うと、背中をポンと押す。バスルームの方へ二、三歩、私の足が前に出る。

　振り返って彼を見ると、クスッと笑って小さく手を振っていた。

　波瑠さんはいつだって余裕だ。ときどき、それをたまらなく寂しく思う瞬間がある。

　なんで波瑠さんは、私なんかを好きになってくれたんだろう。




　私がお風呂から出ると、彼が入れ違いにバスルームへ入った。

　彼を待っていたいと思ってソファに座っていたけれど、いつの間にかウトウトし始め、意識を手放してしまう。

　途中、夢なのかふわふわと雲の上を歩いているような感じがして、「おやすみ」と言う波瑠さんの優しい声が聞こえたような気がした。




　目覚めると目の前には、波瑠さんの寝顔。思わず見とれてしまうほど綺麗な顔だ。

　ひと晩中、私を抱きしめて寝ていたみたい。もちろん、お互いのパジャマに乱れはない。

　あれ……そういえば私、どうやってベッドに入ったんだっけ？

「くすぐったいんだけど……？」

　波瑠さんはいつの間に起きたのか、薄く目を開け微笑んでいる。考え事をしているうちに、彼の頬を手でなぞっていたみたい。

「ごめんね。起こしちゃった？」

「ううん。海桜が起きる前から、起きてたよ」

「え？」

「寝顔、可愛いからずっと見てた。そしたら海桜が起きたから、どう反応するかなと思って寝たふりしてたんだ」

　悪戯っぽく笑って、キスをひとつ唇に落とした。

　嘘……じゃあ、ずっと見られてたの？　……恥ずかしすぎる。

　顔を真っ赤にしながら頬を両手で押さえ、俯いてしまった。そんな私を見て、彼はクスクス笑いながら優しく頭を撫でてくれた。




　朝七時。波瑠さんの会社はここから車で二十分くらいのところにあるらしいけれど、始業時間よりも三十分は早く出社するようにしているんだとか。

「じゃあ、行ってくる」

　今日は、波瑠さんは仕事。私は彼に手を振って、「いってらっしゃい」と声をかける。

　私のバイトは遅番で十七時からだから、『合鍵もあるしゆっくりしていけばいい』と彼が言ってくれたので、お言葉に甘えて部屋で過ごさせてもらうことにした。

　そうだ。せっかく時間があるから掃除しよう。

　もともと散らかっているわけではない波瑠さんの部屋。むしろ、必要最低限の家具しか置かれていない。

　まずは部屋に風を通し、空気を入れ替える。それからモップで床を拭き、家具などを布巾で拭き上げていく。

　ホームシアタースピーカーがあるテレビの下の棚を拭いていると、ＤＶＤや本がいくつか入っていた。それをとりだして見てみると、ＤＶＤはアクション系の洋画が多い。邦画は、歴史ものや探偵ものがあった。

　本はなんだか難しそうな経済の本やら、上司としての心構えに関する本など。あとはダイビング好きなだけに、ダイビングポイントが載っている本や、ダイブ・マスターの教本も何冊かあった。

　波瑠さんって、もしかしてダイブ・マスターのライセンスを持ってるのかな？　だとしたら、泳ぎを教えるのうまいかな？　私に教えてくれないかな？　そういえば、ダイビング中の写真とかどこかにあるかも？

　そう思っていろいろリビングや寝室を見たけれど、特にそういったものは見当たらなかった。

　残念……波瑠さんの写真、見たかったのにな。でも勝手に見ちゃったらダメだよね。今度、見せてってお願いしてみよっと。

　気をとり直して、他の掃除にとりかかった。




　すべてを終えると、十五時を過ぎていた。思ったより時間がかかってしまったけど、綺麗になった部屋は清すが々すがしくて気持ちがいい。

「あ、そろそろ出なきゃ」

　ここから私のアパートまでは、電車を乗り継いで四十分くらいかかる。一度家に帰って着替えてからバイトに行くため、今出ればちょうどいい時間だ。

　戸締まりをちゃんと確認して、部屋を出た。




　自分のアパートの近くまで来たとき、ひとりの男性の後ろ姿に目が留まった。

　え、あれは……？　まさか！

　一歩一歩近づいて、確かめる。

　……柊司さん!?　どうして……。

　無ぶ精しょう髭ひげが少し生えているけれど、間違いない。柊司さんは私のアパートを見上げているようだった。

　――ドクン……ドクン……ドクン……。

　自分の身体全部が心臓になったみたいに、ドクドクと音がする。

　怖い……どうしよう……。手が汗ばんで、背中にも嫌な汗が流れる。

　怖くて足が竦すくむ。隠れなきゃと思うのに、その場から動けずにいた。

　――ワンッ、ワンッ。

　そのとき近所の犬が吠える声が聞こえ、ハッと我に返り、急いで塀に隠れることができた。おかげで彼に見つからなくて済んだ。そのまま彼がいなくなるのを待つ。

　なんで、なんで？　なんでここにいるの？　警察に捕まったんじゃないの？

　考え始めるとたちまち全身が震えだして、立っていられなくなる。

　お、落ち着いて、海桜。しっかりしなきゃ……。

　震える身体を抱きしめるように、しゃがみ込んだ。

　波瑠さん、助けて……。

　頭に浮かぶ波瑠さんの笑顔。彼がくれた携帯の待ち受け画面には、ツーショットの写真が表示されている。

　震える手でバッグを探り携帯をとりだすと、ギュッと握りしめた。それのおかげか震えは少し落ち着いてきたものの、まだ心臓がバクバクいっている。

　ゆっくりと塀の向こうを見ると、すでに柊司さんの姿はなかった。

　よかった……。大きく息を吐く。

「あっ、バイトに遅刻しちゃう！」

　時計を見ると、バイトの時間まであと三十分しかなかった。私は慌ててアパートに向かった。










嵐の前触れ




　無事いつも通りバイトを終え、アパートへの帰り道を急ぐ。

　レストランの閉店時間は二十二時。だけど片づけなどがあるから、閉店作業の担当者は帰るのが一時近くになるらしい。

　私はまだ始めたばかりというのもあって、遅番でも二十三時には上がらせてもらっている。それでもバイト仲間と話をしたり帰り支じ度たくをしていると、家に着くのはだいたい二十四時近くになってしまう。

　波瑠さんにそれを話すとかなり心配して『迎えに行こうか』とか『ひとりで帰っちゃダメだよ』とかいろいろ言っていたけれど、大丈夫だからと迎えは断った。

　記憶が戻ってから暗闇が苦手にはなったものの、この海沿いの街は比較的街灯が多いし、慣れた道のりだから怖さはそれほどでもない。

　それにこのレストランは波瑠さんが行きつけの場所で、なにかあれば波瑠さんに連絡が行くようになっているんだとか。そういうわけで彼がここを紹介してくれたのだけど、なにからなにまでお世話になりっぱなしで、頭が上がらない。

　でも、バイトをするに際してひとつだけ約束をさせられた。それは、何時でもいいから帰ったら波瑠さんに連絡すること。




　＊　＊　＊




　バイトを始めて一週間が過ぎた頃。一度だけ、疲れていたのかバイトから帰ってきてそのまま寝てしまったことがあった。

　――ピンポン……ピンポン……ピンポン……ドンドンドン！

　チャイムと同時に、部屋のドアが何度も叩かれている。

　んもう、なに……？

　寝ぼけた頭で、近くにある時計を見た。夜中の一時を過ぎたところだった。

　――ピンポン……ピンポン……ピンポン……。

　はいはい、今行きますよ……こんな夜中に、なんなのよ……。

　重い身体を引きずるように、壁伝いに玄関へ向かう。すると、ドアを叩く音と一緒に男性の声が聞こえてきた。

　――ドンドンドン……。

「海桜！　いるの？」

　――ドンドンドン……。

　え？　……波瑠、さん？

　波瑠さんの焦った声が、私を一気に覚かく醒せいさせた。

「波瑠さん、どうしたんですか？」

　部屋のドアを開けると、汗だくになって右手に携帯を握りしめた波瑠さんが立っていた。

「海桜……よかったぁ。無事だった……」

　その場に崩れそうな勢いで、「はぁー」と深く息を吐いてしゃがみ込む。

「波瑠、さん？」

「携帯、出てくれないから心配になって。何度も電話したのに」

「え、携帯……？」

　はっ、と思いだした。私、波瑠さんに連絡してないかも。

　リビングに慌てて入り、テーブルの上に投げ置いた携帯をとって確認する。サイレントモードのままだ。しかも着信が十件以上。履歴を見ると、全部波瑠さんからだった。そして、私が帰宅してからの発信履歴はない。

　ということは……やっぱり私、電話を忘れて眠り込んでしまったんだ。

「波瑠さん、ごめんなさいっ……私、眠ってしまったみたいで……携帯もバイトのときに音が鳴らないようにしたままだったみたい」

「はぁー……でも、よかった。なにもなくて……」

「ごめんね、波瑠さん」

　いまだに廊下にしゃがみ込んだままの波瑠さんに近づき謝ると、その体勢のまま引き寄せられギューッと抱きしめられた。

　あんなに焦った波瑠さんを見たのは初めてで、もう二度と連絡は忘れないようにしようと心に決めた。




　＊　＊　＊




　今日も疲れた。身体が汗でベトベトだ。早くお風呂に入って寝よう。

　呑のん気きに考えながらアパートの自分の部屋に入るべく鍵を開けようとしたとき、横からグッと誰かに手首を掴まれた。

「っ……!?」

　誰!?　完全に油断してた！

　ゆっくりと視線を上げ、相手の顔を見る。

「神崎」

　その声に、息をのむ。

　柊司さん……!?

　ブワッと身体中に鳥肌が立った。それと同時に、動どう悸きが激しくなる。

「やっ……！」

　思わず彼の手を振りはらい、あとずさりする。次第に、小刻みに身体が震え始めた。

「しゅ、柊司さん……なんで」

「あ、いや、悪い……怖がらせるつもりはないんだ」

　彼は両手を挙げ、敵意がないことを示した。そして頭をポリポリかきながら、なにから話そうか思案しているようにも見える。

　そんな彼から、以前のような高圧的な印象はもう受けない。だからか、少しだけ胸のドキドキが治まってくる。

「なんの、用ですか？」

　強張った顔で、彼を見つめる。

「……すまなかった」

　彼はバッと音がするくらい激しく、いきなり九十度ほど腰を曲げて頭を下げた。

「これくらいじゃ許してもらえるとは思ってないけど、どうしても謝りたくて……」

　頭を下げたまま、真剣な声でそう言った。

　謝る？　……あの橘 柊司が……？　いつも自信満々で、高圧的で、自分の思い通りにならないことがあると八つ当たりしていた人が……。

「どうして、わざわざ謝りに来たんですか？」

「いや……本当は、ここに来るつもりはなかったんだ。だけど、亜紀に……結城に会って、どこへ行っても構わないから、神崎に謝ってから行ってくれって言われてさ」

　バツが悪そうに片手で頭をかきながら、反対の手はズボンに何度も擦りつけている。

　亜紀が、そんなことを……。

　あれから一度も亜紀からの連絡はない。今どこで、なにをしているんだろう。噂では商社も辞めたって聞いたけれど……。

「あ、あの……亜紀とは、まだ付き合ってるんですか？」

　柊司さんは、床の一点をジッと見つめながら切なそうな顔で答えた。

「結城とは、別れたよ。結城だけじゃない。今まで俺が付き合ってた女性、すべてと別れた……いや、別れた、じゃないな。フラれたんだ、全員に」

「え？」

　亜紀には柊司さんなんかと付き合ってほしくない、とずっと思っていたけれど、そこに本人の意志があるのならどうしようもない、とも思っていた。人を好きになる、ならないは、他人にどう言われても本人次第だから。

「結城の方から、別れたいって言ってきた。自分も前を向いて、神崎のようなまっすぐな恋愛がしたいからって」

「亜紀が、そんなことを……」

　そっか……亜紀も変わろうとしているんだ。

　会いたいな……亜紀、今どこにいるの？

　亜紀の笑顔や、自分のために怒ってくれた顔、はにかんだ顔などが浮かんでくる。目頭が熱くなり、視界が歪んでいく。

「結城は、今までは俺の言うことならなんでも黙って聞いてたのに、まっすぐに俺の目を見て自分の意見を言ってきたのは、初めてだったんだ。アイツのその瞳を見てたら、『俺、なにやってんだろ』って思って、ようやく目が覚めたよ」

　彼はどことなく清々しさを感じる笑みを浮かべた。

「俺さ、実家の跡を継いで漁師になろうと思ってるんだ。結城にきっぱりフラれて決心がついたよ。頑固な父親でさ……若い頃に反発して家を出てきたけど、最近、身体壊したみたいで。だから、神崎とも結城とももう会うことはないと思うから」

　彼は実家の父親のことを思いだしているのか、どこか遠くを見つめるように空を見上げた。

「そう……ですか」

「じゃあ、俺行くよ。これ以上いると、アイツに怒られそうだから」

　拳を頬に当てて、「殴られるのはごめんだ」と自じ嘲ちょうしたから、『アイツ』が波瑠さんを指すのだとすぐにわかった。

「じゃ、元気でな」と片手を挙げて踵を返し、柊司さんは歩き始める。しかしなにかを思いだしたかのように足を止めて振り返ると、私に向き直った。

「あぁ、そうだ。神崎、アイツとまだ付き合ってるんだろ？」

　私が無言で頷くと、彼は真面目な顔で言葉を続けた。

「アイツの婚約者って言ってる女がいるぞ。夕方にこのアパートの下まで来たとき、綺麗な女に声かけられて、お前のこと聞かれたから……」

「う、そ……」

　確かに、夕方ここで柊司さんの姿を見かけたけど、そのときは女性なんていなかったのに。

　そんなことより、波瑠さんに婚約者がいた？　そっちの方が重大なことで……私を騙してた？

　まさか、波瑠さんに限って……。

「じゃ、俺行くわ」となんだか吹っきれた感じで、柊司さんは軽い歩調でアパートの階段を下りていった。

「あ、はい。お元気で……」

　動揺を隠せない私は呆然としながら彼を見送り、部屋に入った。

　……あ、いけない。波瑠さんに連絡しないと、心配させちゃう。

　――プルル…………。

『海桜？』

「波瑠さん、今帰ったよ」

『よかった。いつもより遅かったから、なにかあったのかと思ったよ』

　安あん堵どの溜息が、電話越しに聞こえた。本当に心配してくれているのがわかる。この声を聞くだけで心が温かくなる。

「さっきね、柊司さんと会ったの」

『え!?　……橘が？　海桜、大丈夫？　なにもされてない？　俺、今からそっちに行くから！』

「は、波瑠さん！　大丈夫。もう帰ったから」

『本当に!?　アイツ、なに言ってた？　くそっ、二度と海桜の前に現れんなってあれほど言っておいたのに……』

　きっと今、苦虫を噛みつぶしたような顔をしているのだろう。波瑠さん、あの事件があってから、柊司さんのことを私以上に警戒していたみたいだから……。

「謝りに来ただけだよ。それに、実家に帰って漁師になるらしいから、もう会うことはないだろうって……あの、波瑠さん？」

　……婚約者が、いるの？

『ん？　なに……？』

　優しく聞き返してくれる波瑠さんの声。

　聞けない……。携帯をギュッと握ったまま、言葉に詰まる。

『どうかした？　……やっぱり、そっちに行くよ』

　彼は鍵を持ってマンションを出ようとしているのか、電話越しにカチャカチャと金属音が聞こえた。

「だ、大丈夫だから。それに、バイトで疲れちゃって……今日は早く寝たい、かな」

　波瑠さんが来ないように、慌てて言い訳を紡ぐ。

　今来られたら、きっととんでもないことを言いそう。『婚約者ってなに？』と波瑠さんに詰め寄って、『ああ、いるよ』なんて平然と言われたらどうするの？

　怖い。波瑠さんを失うことがすごく怖い……。

『本当に大丈夫？』

「うん」

『なら、いいけど……我慢したらダメだよ。なにかあったらすぐに連絡して。俺、飛んでいくから』

　小さく溜息をつき、まだ納得していないようだけど、私のアパートに来るのはやめてくれたみたい。よかった……。

　私は「おやすみなさい」と小さく言って電話を切った。

　その途端に身体から力が抜け、冷たいリビングの床に崩れるように座り込んだ。

　彼を信じたい。でも、柊司さんも最初は優しかったけれど、自分の思い通りにならなかったら豹ひょう変へんした。波瑠さんも、同じなの？

　私は、遊びなの？　婚約者って人と付き合いながら、私ともキスしてたの？

　波瑠さん……波瑠さん……波瑠……。

　彼を信じたい気持ちと、疑う気持ちが交差する。

　私は、なにを信じたらいいのだろう――。










海の底へ




　翌日の夕方、私は買い物に出かけた。そしてアパートへ帰ってくると、建物の前にこのアパートには不似合いな黒塗りの高級外車が停まっていた。

　不審に思いつつも、それを横目で見ながらアパートの階段に足をかける。すると運転席から黒いスーツを着た男性が出てきて、後部座席のドアを開けた。中からは皺ひとつない高級そうなブランド物の服を身に着けた、綺麗な女性が降りてきた。

　思わず足を止め、ジッと見つめてしまう。腰まである緩やかなウエーブがかかった黒髪は、大人の色気が溢れている。少しつり上がった目と真っ赤な口紅が、やや近寄り難い雰囲気を醸しだしてもいる。

「そこのあなた。ちょっと、よろしいかしら？」

　……そこのあなたって、私のこと？

　キョロキョロと首を左右に振って辺りを見回すけれど、彼女の目の前には私しかいない。

「私ですか？」

　恐る恐る彼女に問いかける。

「そう、あなたのことです。ここに神崎海桜さんって方がいらっしゃるか、ご存じ？」

「……私、ですけど？」

「まぁ、あなたが……」

　品定めするように、頭から足の先まで視線が動く。そして、ふんっと鼻を鳴らして人を見下すような高圧的な態度で言い放った。

「単刀直入に申し上げますわ。波瑠と別れてちょうだい」

　は……？　この人、誰？　今、なにを……？

「いきなり、そんなこと言われても……」

「おいくら必要かしら？」

　彼女は真っ赤なクラッチバッグを運転手から受けとり、なにかをとり出そうとする。

「え……？」

　なにを言いだすのかと、驚いてその場に固まってしまう。

「とりあえず今、私の手元には百万ありますから、手付金としてお渡ししますわ。残りは……」

　クラッチバッグから出てきたのは、ドラマなどでしか見たことがない、帯がついた札束。

「ちょっと、待ってくださいっ！」

　外で堂々と札束を差しだすって、あり得ないでしょ！　こんなところ、誰かに見られたら……。

　すると遠くから、犬の散歩から帰ってきたのか、隣の部屋の人が歩いてきていた。

「と、とにかく部屋に上がってください！」

　本当はわけのわからない人を部屋に上げるのは気が進まないけれど、このままアパートの前で話すよりはマシだ。

　彼女は「そうね」と答え、私の気も知らずについてきた。そして部屋に上がると、中を見回し呟く。

「まぁ、狭い部屋ね。よくこんなところで生活できるわね」

　ムカッ……。いくら波瑠さんの知り合いだとしても、あまりにも失礼じゃない!?

「今、お茶淹いれますから……」

　頬をピクピクさせながらも、感情を抑えてキッチンに立つ。

「いえ、結構よ。それよりも、さっきの話を続けましょう」

　そう言いながら、彼女は勝手にソファに座る。

　私はとりあえず食材を雑に冷蔵庫に入れて、彼女のいるリビングに向かいながら話しかけた。

「あの、あなたは、いったい波瑠さんの――」

「私、高たか倉くら麗れい華かと申します。波瑠の婚約者なの」

　こ、婚約者!?　この人が!?

　婚約者という言葉に、ズキンッと胸が締めつけられる。

　ソファの手前、麗華さんと斜め向かいの位置に正座で座り、彼女を見つめた。

「本当、なんですか？」

「当たり前でしょ。波瑠があなたになんて言っているか知らないけれど、彼にとってあなたは遊び相手なの」

　遊び相手……本当に、そうなの？

「あなた、波瑠の仕事、知ってる？」

「他の会社をサポートするお仕事でしょ？」

　私の答えに彼女は「まぁ、かわいそうな方」と言い、眉を下げてクスクス笑う。

　なにがおかしいの？

「彼の会社は、世界中に支社を持ち、五千人以上もの社員を有するグローバルコンサルティングファーム。あなたにわかりやすく言えば、世界を股にかける高名な大企業よ。そんな大企業の部長である彼とあなたじゃ不釣り合いよ」

　……波瑠さんって、そんなに大きな会社の部長なの!?

　私の知らない事実を、彼女は知っている。確かに彼女の言う通りなら、単なるバイトしかしていない私じゃ不釣り合いかもしれない。

　でも、私は大企業に勤めている彼を好きになったんじゃない。浜辺で、ダイビングや海の様子を少年のようにキラキラと瞳を輝かせて話してくれる、そんな波瑠さんを好きになったんだ。

「嫌、です」

「私達、すでに両家の顔合わせも済んでいて、近々結納をする予定なの。それでもあなたは別れないとおっしゃるの？」

「結納……」

　俯いていた顔をパッと上げ、彼女の顔を見る。すると彼女は勝ち誇ったかのようにニヤリと口角を上げ、私に向けて左手の甲を掲げた。その薬指には、存在感のあるキラキラと輝くダイヤモンドの指輪がはめられていた。

「あなたのこと、少し調べさせてもらったわ。お父様を事故で亡くされてるのね。ご実家にはお母様がおひとりで住んでらっしゃるんでしょ？　だから波瑠を狙ったのね？」

　え……なにを言っているの？　今は波瑠さんの話をしているのに、なんで私の両親のことが話に出てくるの？

「お金目的なんでしょ？　あさましいわね。手切れ金として一千万、用意します。あなたには過ぎるくらいでしょ？」

　バカにしている。私は、彼を一度としてそんな風に見たことなどない。

　膝の上に置いていた拳をギュッと握りしめる。

「別れてくれるわね？」

　そう言うと彼女は、さっきアパート前でとりだした札束をテーブルの上に置いた。

「……いりません」

「……一千万でも、足りないということ？　可愛い顔して意地汚いのね。いくらならいいの？　お好きな金額をお書きになって」

　札束をバッグにしまい、今度は白紙の小切手を私の目の前に差しだして、バンッとその上にペンを置いた。

「……帰ってください」

　怒りを抑えつつ、抑揚のない声で小切手とペンを彼女に突き返す。

「お金でなければ、なにが欲しいの？　あなたの望みはなに!?」

　彼女は憤慨したように声を荒らげる。

「なにもいりませんっ！　とにかく帰ってくださいっ!!」

　もう我慢の限界だ。彼女の背中を押して、無理やり部屋の外に追いだした。

　バカにしないで。お金がないからってなによ。そりゃ、あなたにとっては私の生活なんて下の下でしょうけど、これでも私は幸せなのよ。私をなんだと思ってるのよ!?

　……波瑠さんも波瑠さんよ。婚約者がいるなら、私と結婚前提で付き合うなんて言わないでよ。優しくしないでよ。キスなんか、しないでよ……。

　――ぽたっ……ぽたっ……。

　大粒の涙が、頬を伝って床に落ちる。崩れるように床に座り込んだ。

　信じたい。波瑠さんを……私を好きだと言ってくれた彼の言葉を信じたい。

　だけど、私の知らない事実を知っている麗華さんの存在はあまりにも大きい。

　お父さん、私は誰を信じたらいいの……？




　それから三日間、私はできるだけ〝婚約者〟のことを考えないようにバイトに集中した。

　けれど夜ひとりになるとどうしても考えてしまう。そのせいか充分に眠れず、最近は寝不足だ。

　バイトが終わって波瑠さんに連絡をしたあと、ソファに座ると、本棚の上に飾ってある亜紀との写真が目に入った。

『結城の方から、別れたいって言ってきたんだ。自分も前を向いて、神崎のようなまっすぐな恋愛がしたいからって』

　柊司さんの言葉がリフレインする。

　亜紀……亜紀なら、どうする？

　相談したい……話したい……。

　昔から、亜紀にはなんでも相談していた。そのたびに亜紀は、一緒になって真剣に考えてくれた。

　携帯の電話帳を開いて〝亜紀〟の番号を表示させたまま、画面をジッと見つめた。

　発信ボタンを押せば、彼女が出てくれるかもしれない。でもボタンの上で手が震えてなかなか押すことができない。

　そのとき突然、携帯が軽快な音を奏で始めた。

「わっ」

　あまりにも驚いて、携帯を床に落とすところだった。だって画面に表示された名前が〝亜紀〟だったから。

　私が慌てている間にも、携帯はずっと鳴っている。切れちゃう、と思って着信ボタンを急いで押した。

「は、はいっ」

『……海桜？　今、大丈夫？』

　携帯を耳から離していたのか、少し間が空いてから亜紀の声が聞こえた。

「……うん」

『久しぶり……。もう体調はよくなったの……？』

「……うん、大丈夫だよ」

『よかった……。実はね、急で悪いんだけど話があるの。できれば、会って話したいんだけどいいかな？』

「私も、亜紀に会いたい」

　そう言うと亜紀は『ありがとう』と嬉しそうに言った。

　亜紀は私のアパートの近くにいるらしく、これから来てくれることになった。

　――ピンポン……。

　二十分後、控えめに部屋のチャイムが鳴る。ドアを開けると、そこには髪を短く切った亜紀が立っていた。

「亜紀っ」

　久しぶりに見る亜紀の姿に嬉しくなって抱きつこうとしたが、「ちょっと待って」と止められた。

「海桜、ごめんなさい」

「え？」

　いきなり頭を下げて謝る亜紀に動揺する。けれど亜紀は、頭を下げたまま言葉を続けた。

「私、海桜を裏切った。弁解をしようとか、許してもらおうとか、そんな都合のいいことは考えてない」

「ちょっと、亜紀。こんなところで、そんなこと……」

　慌てて左右を見回し、誰もいないか確認する。ここは部屋の前の廊下。夜だといっても、誰が通るかわからない。

「ここでいい。ちゃんと謝らないと私、海桜の部屋に上がる資格ないから」

「亜紀……わかったから、頭を上げて。ね？」

　そう言うと亜紀はゆっくりを頭を上げ、しっかりと私の目を見る。

「私、海桜に嫉妬してたの。柊司さんは、私が初めて自分から好きになった人だったから。アイツに他に女がいたことは、うすうす気づいてた。でもモテる男だし、私は二番目でも構わなかった。だけど、柊司さんがだんだん海桜に興味を持ち始めて……そのとき初めて、とられたくないって思った。海桜には……海桜だけにはとられたくない、って。海桜は私の親友で、唯一の理解者で……ずっと、ずっと悩んでた。でも、どっちも選べなくて……結局、海桜を傷つけて裏切った。……ごめんなさいっ。夏生さんにも言われたの。絆や信頼を壊すのは一瞬だけど、作るのは一生かかるって。海桜にひどいことしたんだって改めて感じたの。本当にごめんなさい」

　溢れる涙を拭うこともせず、亜紀は言葉を続ける。私は涙を目にいっぱい溜めて、口元を両手で覆いながらそれを聞いていた。

　初めて聞く、亜紀の気持ち。

　嬉しかった……それと同時に、胸がギュッと締めつけられる。

　亜紀は誰にも相談できずに悩んでいたんだ。私は気がつかなかった。亜紀がこんなにも、傷ついて悩んでいたなんて。

「海桜は、こんな私にずっと親友だって言ってくれた。だから、変わりたい、変わらなきゃいけないって思ったの。私、海桜に負けないくらい強くて優しい人間になりたいの」

「亜紀は……亜紀は、充分強くて優しい人だよ？　じゃなきゃ高校で私が虐められてたとき、ひとりで助けに来てくれてないでしょ？　私、ずっと亜紀みたいになりたいって思ってた。ずっと、ずっと亜紀に憧れてたんだよ？」

「海桜……」

　耐えきれず亜紀に抱きつき、声を上げて泣いた。ここが廊下だということも忘れて。

　亜紀も私を抱き留めながら、何度も「ありがとう」と言い、鼻をすする。

「私も、亜紀に聞いてもらいたいことがあるの……私、もうどうしたらいいか……」

　涙を拭いながら、亜紀から離れる。なかなか泣きやまない私を見て、亜紀は優しく頭を撫でながら苦笑する。それだけでも、以前のようなふたりに戻れた気がした。

「うん、聞かせて。なにがあったの？」

「あのね。波瑠さんに……婚約者がいたの」

「は!?」

　亜紀の驚きの声が、二十二時を過ぎた夜の街に響き渡る。

「しーっ！　亜紀、声が大きい」

　慌てて亜紀の口元を両手で押さえ、小声で注意した。

「ご、ごめん」

「とにかく、上がって。中で話すから」

　部屋の中に入ると、ソファに亜紀と並んで座る。隣にいる亜紀は、私の手を両手で包んでくれた。

　栗色で長かった髪は、黒く染められショートカットになっている。でも、今の髪型も顔の小さい亜紀にはすごく似合っていた。

「あのね――」

　私は、亜紀に会わなくなってから今までのことをすべて話した。

　波瑠さんと付き合うようになって幸せだったこと。部屋の合鍵をくれたこと。柊司さんに会って謝罪を受けたこと。それと同時に、波瑠さんに婚約者がいると聞いたこと。

　そして、婚約者という女性から、波瑠さんと別れてほしいとお金まで用意されて言われたこと。

「お金!?　バカじゃないの。何様のつもりよ、その女」

　亜紀は憤慨しつつも「まぁ、お金はあったらあったで、別に困らないけどさ」なんて小声でつけ加える。

「私、波瑠さんを信じたい……でも、本当に婚約者だったら、って思うと怖くて」

「大丈夫。藤堂さんを信じなさい。あの人は海桜がカフェで殴られた夜、柊司さんを殴ってまで海桜を助けようとした人だよ？　私にまで、どうして海桜に真実を教えてやらなかったんだってすごい剣幕で言ってたの。本当に怖かったんだから。海桜に見せてあげたかったわ」

　え……そうだったんだ。波瑠さん、そんなことはひとことも言ってなかったけどな。ただ、カフェから私を助けだしたってことだけで。

「藤堂さんは？　なんて言ってるの？」

「波瑠さんには……まだ聞いてない」

　ソファに置いてあったクッションをギュッと抱きしめて、小さな声で答える。

　聞けないよ。だって……私のことは遊びだったなんて言われたら、私……立ち直れない。

　黙って俯いたままの私に、亜紀は笑って言った。

「バッカねぇ～。聞かなきゃわからないでしょ？　だいたい彼はアンタにベタ惚ぼれしてるって夏生さんが言ってたわよ？　婚約者っていう女の方が怪しいわよ」

　あぁ、やっぱり亜紀に相談してよかった。亜紀と話していると、心の中のもやもやが少し晴れて気持ちが軽くなる。

「で、でも～」

「あーもう！　藤堂さんの家に行くわよっ」

　亜紀はソファから勢いよく立ち上がる。

「え？　えぇっ!!　これから？」

　抵抗したけれど、亜紀の力は思いのほか強くて、亜紀に引きずられるようにして、波瑠さんの家まで案内する羽目になった。




　波瑠さんのマンションに着く頃には、二十四時を過ぎていた。

　――ピンポン……。

　合鍵を使わず、エントランスでインターホンを鳴らす。

『海桜？　どうしたの、こんな遅くに』

「あの、亜紀もいるんだけど……いい？」

『亜紀、ちゃん？　とにかく入って』

　彼は少し戸惑いがちにそう言うと、マンションのドアを開けてくれた。

　コンシェルジュのカウンターの横を通って、エレベーターに乗る。

「アンタの旦那、すごいわね」

「旦那じゃないけど……」

　マンションの大きさやセキュリティの様子などを見てひとつひとつ溜息をつく亜紀に、苦笑しながら突っ込みを入れた。




「いらっしゃい」

　部屋の前に到着したのを見計らって、波瑠さんは部屋のドアを開けてくれた。お風呂に入ったあとなのか、いつもは綺麗にセットされている髪が下ろされ、少し濡れていた。服もラフなＴシャツにグレーのスウェットをはいている。

「あの、藤堂さん」

　部屋に入る前に、亜紀が波瑠さんを呼び止めた。

「なに？」

　私に話すときとは違って、波瑠さんの声のトーンが少し低くなる。

　ふたりの雰囲気に私は声をかけることができず、固かた唾ずを飲んでその場に立ちつくす。

「……すみませんでした」

　亜紀は私にしたのと同じように、頭を下げて謝った。

「……海桜が許したのなら、それでいい。けど、今度海桜を裏切ったら許さないから」

「はい。そのときは、殴るなり蹴るなり、好きにしてください」

　亜紀が揺るぎのない強い眼差しで波瑠さんを見つめる。すると彼は嬉しそうに目を細め、「どうぞ」と私達を部屋の中に招き入れた。

　リビングに通された私達はソファに、波瑠さんはソファの横のラグの上に胡坐あぐらをかいて座った。

　亜紀に急せかされるように肘で突かれて、柊司さんが来たときに言っていたことと、次の日に婚約者と名乗る女性が来たこと、それからお金を渡されて別れろと言われたことを、全部話した。そして本当に、波瑠さんに婚約者がいるのかどうかも、思いきって聞くことができた。

　それを彼は黙ったまま聞きながら、ときどきなにかを考えるように拳を握って下唇に押しつけていた。




「あはははっ」

　話が終わったあと、波瑠さんはお腹を抱えて笑った。

「そんなに笑わなくても……」

　話の途中で波瑠さんが淹れてくれた、いちごラテをすすった。彼の前にはブラックコーヒー、亜紀の前にはカフェオレが置いてある。

「ごめん、ごめん。でも、海桜が心配することはないよ。そうだな、俺が会社のことを海桜に言ってなかったのがいけないんだよな。不安にさせてごめん」

　大きな手を私の頭の上に乗せて、よしよしと撫でてくれる。

「確かに俺の会社は、大企業と言える。海外にも支社があるし、幅広い業種の会社と契約を結んでいる。だけど俺ひとりの会社じゃないし、俺だけの力じゃない。会社のみんながいてこそ成り立ってる。海桜に会いに行った高倉麗華って人は、俺が担当してる建設会社の社長の娘なんだ。仕事の関係でたびたび出向いてたら変に気に入られちゃってね。婿に来てくれって言われてるけど……俺には海桜がいるし、そもそも断ってるから安心して」

　そうハッキリ言ってくれた。胸のつかえがとれたみたいに全身の力が抜ける。

　よかった。私を裏切ってなんかいないんだ。私、波瑠さんとこのまま一緒にいられるんだ。

　そのことがなにより嬉しくて涙が出た。

「なんで泣くの？　海桜は泣き虫だな」

「だって……婚約指輪まで見せつけられたから……」

「それは彼女の嘘だ。俺は好きな相手にしかそんなもの渡さない」

　波瑠さんは笑いながら私の涙を親指で拭うと、私の横に移動してふわっと抱きしめてくれた。

「あ～。じゃあ私、帰るね」

　一緒にソファに座って、成り行きを見ていた亜紀が立ち上がる。

「え？　亜紀が帰るなら、私も――」

　立ち上がろうとしたけど、亜紀に肩を押さえられ、波瑠さんの胸の中に押し戻された。

「海桜は、藤堂さんと一緒にいなさいって」

「あー、亜紀ちゃん。こんな遅い時間に女の子ひとりで帰すわけにいかないから……ちょっと待って、ボディガード呼ぶよ」

　波瑠さんは、携帯を操作してどこかに電話をかけた。

　波瑠さんの言うボディガードが誰なのか教えてもらえないまま、私達はその人が来るまでいろいろ話していた。波瑠さんは、今の会社は忙しいけれど、それなりにやり甲斐もあって仕事が楽しいらしい。ひとつのことをみんなで協力してやり遂げる、その達成感がたまらないんだと言っていた。

　そしていつかは自分の会社を興すのが夢なんだとか。それまでは、今の会社でいろいろなノウハウを勉強して今後に繋げていきたいそうだ。

　自分の夢がちゃんとあって、それに向けて動いているのって、素敵だと思う。

　亜紀もまた、以前働いていた商社は噂通り辞めていた。一からやり直す気持ちで、雑誌の出版社に入社したらしい。

　亜紀は昔から編集の仕事をしたいと言っていたから、夢が叶ったことになるのかな？

　朝から晩まで忙しいし、今はまだ見習いだけど、充実しているらしく、仕事内容などをすごくイキイキと話してくれた。




　十五分ほど経って、玄関のチャイムが鳴る。

　波瑠さんは「来た来た」とちょっと嬉しそうに玄関へ向かう。そして玄関のドアが開く音と同時に、誰かの不満そうな声が聞こえてきた。

「お前ねぇ、こんな遅い時間に呼びだすなよ。俺はお前の執事じゃねーんだぞ？」

「いいから、いいから」と言う波瑠さんの声と共に、ふたりがリビングに入ってきた。

「え？　夏生さん!?　……波瑠さん、ボディガードって夏生さんのこと？」

　驚いて、波瑠さんの方を見る。

「そうだよ。夏生なら安心だし、すぐに捕まるから」

「おい、俺をタクシーみたいに言うな」

　悪びれずに言う波瑠さんに、冷静に突っ込みを入れる夏生さん。本当に仲がいいふたり。そんなふたりのやりとりに、思わずクスクス笑ってしまう。

「じゃあ、亜紀ちゃんを頼むね、夏生」

　波瑠さんはポンと夏生さんの肩を叩き、耳元でなにかを囁く。すると「なっ……」と夏生さんは驚きの声を漏らし、チラリと亜紀の方を盗み見た。

「チッ、仕方ねぇなぁ。行くよ、亜紀」

「え、あ……待って」

　亜紀はソファから慌てて立ち上がり、夏生さんのそばに近づく。

　悪態をつきながらも、優しく亜紀をエスコートする夏生さん。そんな夏生さんを見て、ほんのり頬を染めている亜紀。

　そういえば、話の中にときどき夏生さんの名前が出てきていたし……もしかしたら亜紀、夏生さんのこと……。

「波瑠さん。夏生さんと亜紀って……」

「ん？　まだ付き合ってはいないみたいだよ」

『まだ』という言葉を強調するように言うと、波瑠さんは意味深な笑みを浮かべた。

　亜紀も柊司さんと私の間で悩み苦しんでいたみたいだから、次は幸せな恋を見つけられたのなら……正直嬉しいな。うん、応援したい。

　あっという間にふたりが帰ったあと、シーンと静まり返った波瑠さんの部屋。

「海桜、不安にさせて悪かった」

　波瑠さんは私を優しく抱きしめて、もう一度謝った。

「ううん。私こそ、疑ってごめんなさい」

　久しぶりの彼の腕の中。彼の背中に腕を回して、ギュッと抱きしめ返す。

「ごめんね」

　その言葉と共に波瑠さんの顔が近づいてきて、瞳を閉じるとまぶたに柔らかいものが当たった。右、左……両方のまぶたに彼の優しいキスが降ってくる。そして一旦離れると、今度は両方の頬に落ちてきた。

「海桜、好きだよ。俺は、海桜だけだから」

　おでこを合わせたまま、彼が切ない声で囁く。

「私も、波瑠さんが好きです」

　少し目を開けて微笑んだ。すると再び距離が縮まり、今度は唇が重なった。そしてそれは角度を何度も変え、深く甘いキスに変わる。

　息ができなくて、離れた隙になんとか息を吸うと、その少し開いた唇の隙間から波瑠さんの熱い舌が滑り込み、私のそれを絡めとる。

　波瑠さん……好き……。

　もっと波瑠さんに近づきたい。知りたい。もっと感じたい。

　心だけじゃなく、身体もひとつに溶け合いたい。

　彼の首に両腕を巻きつけ、キスに夢中になる。

「波瑠、さん……抱いて、ください」

　息が上がって、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。

　大胆なことを口にした私に、一瞬彼の動きが止まり、顔が離れる。

「海桜……いいのか？」

　子犬のような瞳で見つめてくる。迷っているような感じで、ゆらゆら揺らめいて。

　ずっと波瑠さんに支えてもらってばかりいたけど、私も波瑠さんを支えてあげたい。身体の奥の深いところが疼いて、波瑠さんを求めている。

　こんなにも、男の人を欲しいと思ったことなんてない。

「お願い……」

「……海桜。怖いと思ったら、ちゃんと言って。俺、無理強いはしないから」

　私はコクッと頷いて、再び彼の首の後ろに両腕を巻きつけ抱きついた。

　彼はそれを見計らったように、軽々と私をお姫様抱っこして、隣のベッドルームに連れていく。

　ベッドに優しく下ろされると同時に、組み敷かれる。

　キスを繰り返しながら、器用に服を脱がされて下着だけになっていく。キスが落とされるたびに、身体が熱く火照る。

　うっすらと目を開けると、いつの間に服を脱いだのか波瑠さんも上半身裸で、彼の鍛えられた腹筋が見えた。

「どこ見てんの？　海桜のエッチ」

　彼は意地悪そうに笑みを浮かべながら、チュッとキスを落とす。

「っ……だって……」

　綺麗な腹筋を見ていた、なんて言えない。恥ずかしさのあまり、顔がどんどん赤くなっていく。

「見とれちゃった？」

　クスッと笑って、またキスをくれた。

　唇、耳、首筋……どんどん下へと下りていき、そしてプチッと音がしてブラのホックが外され、そんなに大きくはない私の胸が無防備になる。

　やがてブラもとり外され、露わになった胸の膨らみの頂点を波瑠さんの指先と唇で弄ばれ、甘い声が自然と口からこぼれた。

「んっ……は、る……」

「もっと呼んで、海桜。もっと声聞かせて」

　息が上がり、掠れた彼の声が聞こえる。

　波瑠さんの手は、お腹を通って下へと滑り、ショーツの上から何度も刺激を与える。そのたびに私の中心が疼き、じわっと滲み出るものを感じた。

　それが何度か繰り返されたあと、波瑠さんの手がショーツの中に入ってきて器用に足から脱がされた。そして、私はなにも身に着けていない状態になる。

　次の瞬間、彼の手が茂みをかき分け、濡れた部分へと滑り込む。

「あっ……やっ」

　初めてでもないのに、思わず足をキュッと閉じ進入を拒んでしまう。

「怖い？」

「ううん……だ、だいじょう、ぶっ……」

　ふるふると首を左右に振って平気だと伝える。だけど波瑠さんはそれを強がりだと思ったのか、クスッと笑みをこぼした。

　そして彼は、私の目尻に溜まった涙を拭うようにまぶたに口づけて、唇にもキスをひとつ落とす。

「俺を、信じて……」

　優しく包み込むような声が聞こえる。

　足が緩んだ隙を見て、波瑠さんの骨張った指がグッと奥へ入ってきた。

「んん……あ、あっ」

　私を堪たん能のうするかのように、指を自在に操り弄いじる。器用に動くその指先に翻ほん弄ろうされ、息はすでに乱れていた。

「波瑠っ……あ、あん」

　自分の口から出たとは思えないほど、艶っぽく淫みだらな声が出た。

　彼が作りだす刺激と卑ひ猥わいな水音に腰が自然と動き、身をよじる。

「っ……海桜」

　彼は切なげに顔を歪ませ、一気に熱い吐息を漏らす。

「海桜、そろそろいい？」

　熱を帯びた瞳で、上から私を見つめる。

　私が頷くと、彼は私の両脚の間に身体を滑り込ませ、太ももをグッと持ち上げた。そして、波瑠さん自身が私の中にググッと押し入ってくる。

「あっ、ああっ！」

　熱く硬い圧迫感で、思わず声が大きくなる。

「痛い？」

「へ、いき……つづ、けて……んんっ」

「俺の背中に手を回して。痛かったら、爪立てていいから」

　彼は私の手をとり、自分の背中に置いた。

　腰を固定され、何度も出し入れされながら徐々に深層部へ入ってくるのを感じる。

　そのたびに揺れるお互いの身体。それが、まるで海の中にいるようで、とても気持ちがいい。

　あぁ、こんなの初めて……。

「くっ、海桜……ごめん、俺もう……」

　苦しそうに彼の顔が歪んで、荒く呼吸を繰り返す。そしてさらに動きが激しくなる。

「は、あっ……波、瑠……」

「海桜……愛してる」

　囁かれると同時に、奥に強烈な突き上げを感じ、身体を弓なりにのけ反らせる。

「っ……波瑠、大好きっ……」

　夢うつつの中、彼を求めて宙に両手を持ち上げる。

　するとすぐにその手は大好きな手に捕まり、キスを落とされた。

　愛し合った私達は、深い深い海の底に沈んでいく――。










愛してる……だから




「……ん……」

　カーテンの隙間から差す朝日で目が覚める。

　ここは……どこ？

　見慣れない部屋にゆっくりと視線を彷徨さまよわせる。

　腰に乗せられた温かな重みを感じ視線を落とすと、彼の骨張った大きな手がそこにあった。

　あ……そっか。昨日、私達……。

　首を後ろに少し傾けると、私を後ろから抱きしめるように寝ている彼の姿が目に入る。スヤスヤと寝息をたてて、穏やかな顔で眠っている。

　向き直ろうと少し身体を捻ひねると、下腹部に鈍い痛みを感じた。

「……大丈夫？」

　いつ起きたのか、優しく掠れた声が聞こえてきた。

　顔を上げ彼の方を見ると、目を細めて優しく微笑む太陽の笑顔がそこにあった。

「おはよっ……」

「波、瑠さん……おはよう」

　なんだか照れくさい。何度か一緒に寝たことはあるけれど、彼と身体を重ねたのは初めてだったから。

「朝食、持ってくるね」

「え、私が準備する……痛っ……」

　下腹部に痛みを感じて、動けなかった。

「無理しなくていいよ。俺、途中から余裕がなくて、海桜の身体を気遣えなかったから……つらいでしょ？　ごめんね」と彼は眉を下げ、すまなそうに苦笑してキッチンの方へ歩きだす。

　そんなことない。すごく優しかった。

　……それよりも波瑠さん、料理は……壊滅的なはず。

　心配しながらも、なんとかベッドのまわりに散らばった下着や服をとり、身に着けた。

　しばらくして、トレイに乗せたコーヒーといちごラテ、そしてエッグトーストがふたつ運ばれてきた。

「これ、波瑠さんが？」

　まじまじと、皿に乗ったエッグトーストを見た。少し焦げてはいるけど……スクランブルエッグではなく、ちゃんと目玉焼きになっている。黄身がちょっと崩れているのは、ご愛あい嬌きょうよね。

　あの波瑠さんが……卵もまともに割れなかった、波瑠さんが……。

「上出来だろ？　俺も海桜に飽きられないように進化してるからね」

　波瑠さんは腰に両手を当てて自慢げにウィンクした。

　ここまでできるようになるのに、どれだけ練習したんだろう。波瑠さんがキッチンでひとり練習している姿を想像して、頬が緩む。

「ありがとう」

「今日は特別。ベッドの上だけど、一緒に食べよう」

　私の身体のことを考えて、言ってくれたんだと思う。

　ちょっと苦みがある崩れた目玉焼きだったけど、波瑠さんの優しさが込められた、とってもおいしいエッグトーストだった。




　いつもと変わらず七時になると、波瑠さんはビシッとスーツに身を包み玄関に立つ。

「じゃあ、俺行くけど……海桜はここにいて。身体、まだつらいだろうし。帰ってきたときに海桜の顔見ただけですごく癒されるから」

　そう言って、波瑠さんは出かけていった。

　彼の言った通り、正直なところまだつらい。今日はバイトは休みだから波瑠さんの言葉に甘えようと、彼を見送ったあともう一度ベッドで寝ることにした。




　目を覚ますと日も高くなり、時計は十時前を指していた。

　ゆっくり寝たおかげか、体調もだいぶよくなっていた。

　波瑠さん、何時に帰ってくるかな？　そうだ、朝食のお礼にちょっと豪華な夕飯を作って待っていようかな。

　ふふっ……きっと喜んでくれるよね。

『わぁ、すごい。これ、海桜がひとりで作ったの？』と目をキラキラさせて喜んでくれる彼を想像するだけで、笑みがこぼれる。

　ウキウキしながら冷蔵庫の中を確認して、早速買い物に出かけた。




　鼻歌交じりに買い物を終え、波瑠さんのマンションの前に戻ってくると、黒塗りの高級外車が目に入った。

　あれって、もしかして……。嫌な予感がした。

　ゆっくりと一歩ずつ、マンションに近づいていく。そして車のすぐそばまで行くと、恐る恐る後部座席を覗き見る。

　でも、そこには誰も乗っていなかった。

　……よかった。気のせいだよね。彼女のはずないよね。

　胸を撫で下ろし、マンションのエントランスに入ると、見覚えのある女性の後ろ姿があった。

　嘘……なんで？

　ブランド物の服を身に着けた、ゆるふわウエーブのロングヘアが特徴的な女性。

　その場で動けずにいると、彼女はふわりと髪を揺らして、振り返った。私を見た彼女――麗華さんはみるみるうちに顔色を変え、カツカツとハイヒールを鳴らして近づいてきた。

「もしかして、あなたがまだ波瑠につきまとってるんじゃないかと思って来てみたら、案の定……。まだ、波瑠と別れてないの？　買い物なんかしちゃって、図々しいにもほどがあるわ」

　目をつり上げて顔を真っ赤にして怒鳴る彼女の声が、エントランスに響く。

　負けない……昨日、波瑠さんは私の不安を笑い飛ばしてくれた。

　麗華さんは取引先のご令嬢だけど、交際はちゃんと断っている、ってキッパリ言ってくれた。

　私は、波瑠さんの言葉を、信じる。

「私、波瑠さんとは別れません」

　手に持った買い物袋をギュッと握りしめ、手を伸ばせば触れられるほどの至近距離にいる彼女の目を見つめ返す。

「強情な小娘だこと。そんなことを言えるのも、今のうちよ。私と結婚すれば、波瑠の将来は約束されるのよ？　うちの会社の次期社長の座が待ってるの。あなた、彼の将来をダメにするつもり？　もしあなたが本当に波瑠を愛しているのなら、身を引くことも愛なんじゃなくて？」

　今の仕事は、大変な仕事だけどやり甲斐があって楽しい。いつか自分の会社を興すまで、今の会社で経営のノウハウを勉強したい。海中の話をするときと同じように、イキイキとしながら夢を話してくれた彼を思いだす。

　そんな彼の将来を、私がダメにする？

「もし、波瑠があなたを選ぶようなことがあるなら……波瑠は今の会社にいられなくなるわ。それだけじゃない。私の父は政財界の大物とも懇意にしているの。父が声をかければ、彼の夢である会社を興すことも難しくなるでしょうね。それでも、いいのかしら？」

　勝ち誇ったように嘲あざ笑わらい、私を見下ろす。

　そんな……そんなことを言ったら、波瑠さんは自分の意志に反して、この麗華さんと結婚せざるを得なくなる。

　好きでもない相手と結婚して、なにがあるというの？

「そんなことをして、あなたは幸せなんですか？」

　不思議と心は落ち着いていた。

　私は愛のない相手といて幸せだなんて思えない。麗華さんが、なぜこんなにも彼に固執するのかわからない。

「なにを言うかと思ったら、呆れるわ。ルックスも地位も申し分ない、そんな相手を手に入れられるのよ。これ以上の幸せはないじゃない」

　おかしい、と言わんばかりに彼女は高笑いする。

「……かわいそうな人」

　そんな彼女を見て、虚むなしさが込み上げてきた。人を、外見や条件でしか見ていないんだ。お金も地位もあるのに、なぜそんなにも心を蔑ないがしろにするんだろう。

　彼女は一瞬、瞳が揺れて戸惑いを見せるけど、すぐに元の高飛車な態度に戻って、ふんっと鼻を鳴らす。

「なんとでもおっしゃい。とにかく、よくお考えになって。波瑠の将来を考えて身を引くのか、あなたのワガママで彼を奈落の底に突き落とすのか、どちらを選ぶか、ね」

　私ひとりなら、なにをされても耐えられる。けれど、波瑠さんは……波瑠さんになにか起きたら、私は一生後悔する。

　彼は今まで私のために、たくさんのことをしてくれた。

　たくさんの愛をくれた。たくさんの優しさをくれた。たくさんの笑顔をくれた。

　波瑠さんの顔を思い浮かべ、涙が出そうになる。

　だけど、この人の前では泣きたくない。下唇を噛んで、グッと我慢する。

「あ、そうそう。今日は波瑠とディナーの約束をしているの。高級ホテルの最上階のレストランよ。まぁ、あなたには縁のないところかもしれないわね」

　バカにするようにクスクス笑って「目障りだわ。さっさと消えなさい」と言い放ち、麗華さんはエントランスから出ていった。

　彼女がいなくなると同時に、一気に力が抜ける。

　手にしていた買い物袋を見つめる。

　波瑠さん、今夜彼女とディナーなんだ。本当に、行っちゃうのかな？

「はぁ～」と深い溜息をつきながら、合鍵を差し込んでエントランスの奥へ進む。

　すると、コンシェルジュの男性が心配そうに私を見ていた。さっき麗華さんと話していた声が大きすぎて聞こえていたのかもしれない。申し訳ない気持ちで小さく会え釈しゃくして、エレベーターに乗り込んだ。




　波瑠さんの部屋に入ると、ボーッとしてしまう。

　あ、夕飯どうしよう……。でも『待ってて』って言われたし。

　知らぬ間にツーッとひと筋の涙が頬を伝っていた。

　……結構、ダメージ受けてるみたい。立ったまま天井を見上げ、声を出さないように下唇を噛む。

　波瑠さん……。離れたくないよ。そばにいたい。別れたくないよ……。

　一緒にいたいだけなのに、どうしてそれも叶わないの？

　ドサッと買い物袋が手から滑り落ちて、玉ねぎが床に転がる。

「波、瑠……くっ、ふぅ……うわああっ」

　その場に膝から崩れ落ち、声が枯れるまで泣き続けた。

　こんなに好きなのに、なんで、どうして……。




　ひとしきり泣いたあと、冷静になって考えた。

　波瑠さんは、TD Groupという世界を股にかける大きなグループ企業の部長。みんながいるから会社が成り立つ、と一緒に働く人達を大切にする素敵な人。きっとそんな波瑠さんだから、会社での人望も厚いのだろう。

　彼には、輝かしい未来がある。私は、ただのバイト。お金も、人望も、夢もない。

　男の人にレイプまがいのことをされて、記憶を失っていたからとはいえ、好きでもない人とキスして……。

　私は、汚れている。そんな私が、彼に似合うはずがない。彼の隣にいる資格なんてない。

　私と一緒にいても、彼には迷惑ばかりかけてしまう。麗華さんのように、波瑠さんの会社を興すという夢を手伝うこともできない。

　じゃあ、私が彼にできることは、なに？

　彼の夢を応援するために、私にしてあげられることはなにもない。

　私ができることはひとつだけ。彼の夢を知っているからこそ、私は身を引かなければならない……。

　波瑠さんの隣にいるのは、私なんかじゃなく、麗華さんのようにブランド物の服を着こなせる大人の女性がきっと似合う。

　だけど、波瑠さんのことが好きすぎて、胸が張り裂けそう。

　苦しい……諦あきらめるなんて無理みたい。顔が見える距離にいたら、私は耐えられないかもしれない。

　実家に帰ろうかな。そばにはいられなくても、ずっと好きでいよう……。

　決意を固めると、私はキッチンに立ち料理をし始めた。最後に、おいしい料理を食べてもらいたくて。

　もし今日食べられなくてもレンジで温めて食べられるように、と作ったのは、彼が好きなハンバーグ。

　タネの準備ができて、あとは焼くだけとなった。そんなとき、携帯が震えた。

　表示された名前は〝波瑠さん〟。戸惑ってなかなか着信ボタンが押せない。

　けれど電話に出なければ、心配をかけてしまう。息を深く吸って、気持ちを落ち着かせて電話に出る。

『もしもし、海桜？』

「はい」

　声が震えないように短く答える。

『ごめん。今日接待が急に入って遅くなりそうなんだ。俺のこと待たなくていいから、先に寝てて』

　接待……？　波瑠さん、もしかして麗華さんとの食事だってこと、知らされてないのかな……。

「あ、波瑠さん。今日、ハンバーグ作ったの……」

　できるだけ、いつもと変わらないように明るく振る舞う。

〝大好き〟と〝ありがとう〟をいっぱい込めて作ったから、食べてね。

『えーっ。食べたかったなぁ……。明日、一緒に食べよう』

　本当に意気消沈しているのが電話越しでもわかる。

　明日……。言葉に詰まってしまった。『うん』と言いたいのに、麗華さんの言葉を聞いた今ではそれができない。

『……どうかした？　海桜』

「ううん、なんでもない。飲みすぎないで、ね」

　私の様子が変だと気がついたのか、少し声が心配そうになる。それ以上気づかれないように、私は慌てて言葉を紡いだ。

『うん。なるべく早く帰るから』

　電話が切れると、短い溜息をついた。

　よかった。波瑠さんに気づかれなかったよね。

　多めに作ったハンバーグを焼いて、少し冷ますと、ひとり分だけを冷蔵庫に入れ、残りを冷凍庫で保存する。いつでも食べられるように。

　冷凍庫のドアをパタンと閉めながら思いを巡らす。

　麗華さんは今夜、波瑠さんになにか言うのだろうか。

　高圧的に話す麗華さんが、以前の柊司さんと少し重なって身震いする。

　波瑠さんなら、きっと私を選んでくれるだろう。だけど、そうなれば麗華さんは迷うことなく波瑠さんになんらかの圧力をかけるかもしれない。

　私がそばにいることで、波瑠さんを苦しめることになるなんて……。

　――決めた。

　私から、彼に別れを告げよう。

　そして、できるだけ早く彼の前から消えよう。

　そう決意した私は、ダイニングテーブルに手紙を置いて出ていくことにした。

　椅子に座って、彼宛の手紙を書こうとボールペンを握る。けれど、紙の上でその手が止まってしまう。

　いろいろ考えたけれど、想いがたくさんありすぎて纏まらない。

　だから、ひとこと『さようなら、今までありがとう』とだけ紙の中央に書いた。

　私は誰よりも波瑠さんのことを愛しているけど、だからこそ彼の未来を邪魔しちゃいけない。

　――ぽた……。

　紙の上に、涙がひとつ落ちた。

　この部屋はオートロックだから、出るときには鍵はいらない。紙の上に合鍵をそっと置く。

　そうして、部屋をぐるっと見回して深くお辞儀をした。感謝を込めて……。

　波瑠さん。ごめんなさい。そして今まで優しくしてくれて、愛してくれて……ありがとうございました。

　部屋を出てドアを閉めると、額と両手をドアにつけてそっと目を閉じた。

　もうここに来ることはない。

　また、じわっと涙が浮かんでくる。それを袖でグイッと拭い、エレベーターの方へ歩きだした。




　マンションを出て、一度だけ振り返る。十五階にある彼の部屋を見上げた。

　さよなら……。










女狐の策略




　十八時を過ぎた頃、抱えていた案件が無事成立し、ホッとしながら休憩室でコーヒーを飲んでいた。

　やっぱり海桜の淹れてくれたコーヒーの方がうまいな。

　そんなことを思っていると、仕事用の携帯が胸ポケットで鳴り響いた。少しくらいゆっくりさせてくれ、とひとりごちながら携帯をとりだす。

　発信者は〝高倉耕こう三ぞう〟。高倉建設の社長だ。

『藤堂君。すまないが、今すぐこちらへ来てくれないか？』

「今から、ですか？」

　低くしゃがれた社長の声。さっき提出した案件のことで、なにか問題があったんだろうか。こじれると、あとあと面倒だな。

「わかりました。三十分ほどで伺えると思います」

『助かるよ』

　社長はホッとしたように言うと電話を切った。

　俺は携帯を耳から離し、深い溜息をつく。

　今日は早く帰って、海桜とゆっくり話そうと思っていたのに……。

　紙コップをクシャッと潰し、ゴミ箱に捨てると急いで自分の席に戻った。そしてデスクの上を綺麗に片づけて、部下に高倉建設へ行くことを伝えて会社を出る。

　自分の車を飛ばし、高倉建設に向かった。




　三十分後。高倉建設の受付の女性に、社長に呼びだされたことを伝えると、直接社長室へ行くように言われた。

　――コンコン……。

　社長室のドアをノックする。

「どうぞ」

　部屋の中から、社長ではない女性の声が聞こえた。

　中に入ると、そこには社長の娘である麗華さんが立っていた。去年の秋くらいから、何度か社内で会い、食事に誘われたことがある。

　大口の取引先ということもあって、一度だけその誘いに乗ったことはあるが、自慢話と社員を見下す物言いばかりで嫌気が差した。

　海桜の強くてまっすぐで純粋な心を知った今では、なおさら彼女に興味は持てない。

「波瑠さん。お久しぶりです」

　麗華さんは甘ったるい声を出して、俺の目の前まで近づいてきた。

「これはこれは、社長のご令嬢である麗華さんが、どうしてここに？」

　業務用の笑みを浮かべて対たい峙じする。

「もちろん、波瑠さんに会いたくて」

「麗華さん、私は社長に呼ばれてここに来たのですが、社長はどちらです？」

「ふふっ。父はここにはいませんわ。私がお願いして、あなたを呼んでもらったの」

　なんだと？

　そういえば部屋を見回してみても、確かにどこにも社長の姿はない。どういうつもりだ？　なにを考えてる？

「ねぇ、波瑠さん。今夜、私とご一緒してくださらない？」

「申し訳ありません。現在、大事な案件がありますので……それに何度もお伝えしましたが、私には大切な人がいますから」

　一応、取引先の令嬢だ。できるだけ丁寧な言葉を選んで断る。

　しかし、彼女は簡単には引いてくれなかった。

「これで最後にしますから。ね、いいでしょ？　もう予約をとってしまったの。だから、お願い」

　一歩近づき、俺の右手を両手で握りしめる。それを自分の胸に当てると、上目遣いで見つめてきた。

　仕事上、いざこざを起こすわけにはいかない。高倉建設は、TD Groupの取引先の中でも最大手の顧客だ。ここで俺が事を荒立ててしまえば、契約を打ち切るなんてことになりかねない。そんな損失は許されない。

　それに今日やっと提出までこぎつけた案件も、みんなが夜遅くまで頑張ってくれた成果だ。それが白紙にでもなったら、部下に申し訳が立たない。

　これで最後なら……嫌だけど、接待だと思って我慢するか。

「わかりました。これで最後ですよ」

　彼女の申し出を仕方なく受け、待ち合わせの約束をしてから高倉建設をあとにする。

　海桜が料理を作って待っていたらいけない、と連絡をしたが、すでにハンバーグを作ってくれていたらしい。俺は謝り、なるべく早く帰ることを告げ、会社へ戻った。




　二十時に麗華さんとホテルのロビーで待ち合わせをし、そのまま最上階のレストランへ向かう。

　気が重い俺に対し、麗華さんは廊下やエレベーター内で、俺の気を引きたいのか胸を押しつけてきたり、顔を近づけたりいろいろ仕掛けてきた。

「ここ、とてもいいでしょう？　お料理もおいしいし、夜景も素晴らしい」

「そうですね」

　業務用の笑顔を浮かべ、窓の外に目をやる。最上階の窓際の席とあって、確かに景色は素晴らしい。

　相手が海桜であれば、きっとなおさら素敵だろうな。今ごろ、海桜はひとりで俺の部屋にいるんだろうか。海桜のハンバーグ、食べたかったな。

「……私と一緒にいても、つまらないといった顔ね」

　麗華さんは、呆れたようにわざとらしく大きな溜息をついた。そしてテーブルに肘をつき、なにかを企んでいるような目つきをする。

「タバコ、いいかしら？」

「え、えぇ。構いませんよ」

　そう言うと、彼女は小さなバッグからメンソール系の細身のタバコをとりだし、慣れた手つきで火を点ける。

　そしてフーッと息を吐き、髪をかき上げると本性を出し始めた。

「あなたの恋人、神崎海桜さん、と言ったかしら」

　さっきまでしおらしくしていたのに、今は射抜くような鋭い目つきで見つめてくる。なにかが、彼女の中で変わったのだろう。

「……海桜にまたなにか吹き込んだんですか？」

　彼女の変化に伴い、俺の声も自分でわかるくらい低くなる。

　彼女は少し前に、海桜に俺と別れるように言った。手切れ金や偽の婚約指輪まで用意して。

　もしあのとき、海桜が俺に会いに来てくれなかったら、海桜を失っていたかもしれない。

　部屋で話を聞いて、海桜には変な不安や心配をかけたくない、とその場は笑い飛ばした。けれど、心の内でははらわたが煮えくり返るような最悪な気分だった。

　また、なにか企んでるのか？　それとも、もう仕掛けたあとなのか？

「あら、怖い顔。でも、あなたは私と結婚するしかないのよ？」

　彼女は不敵な笑みを浮かべ、タバコを口に咥える。そして紫煙を吐きだすと、灰皿にタバコを押しつけた。

「……バカバカしい」

「ふふっ……冗談でこんなこと言わないわ。断れば、あなたの人生を棒に振ったと同じこと。父の後ろに誰がいるのかも忘れないでね」

　彼女の顔からは笑みが消え、威圧的な態度で両手を組む。

　彼女の父親の後ろには、政財界の大物がいるってことは知っている。だからって、俺と海桜を引き離そうなんて無理だ。

「そんな脅しに俺が屈するとでも思いますか？」

「……あなたはそうでしょうね。でも、海桜さんはどう思うかしら？」

　彼女はすべてを見透かしたような、ずる賢い笑みを浮かべる。

　すでに、海桜になにか言ったのか？

「……ふざけるな。これ以上、海桜になにかしたら許さない。たとえ取引先の令嬢だからって、していいことと悪いことはわかるだろ!?」

　俺はそう言うと席を立ち、海桜が待っているはずのマンションに急いで向かった。




　マンションに着いて、愕がく然ぜんとした。

　電気の点いていない部屋。ダイニングテーブルの上に置かれた合鍵。

　そして、『さようなら、今までありがとう』と書かれた紙。

　海桜は、俺と別れることを選んだのか――？

　慌てて海桜の携帯に発信するが、電源を切っているのか繋がらない。




　部屋を飛びだし、急いで彼女のアパートまで車を走らせた。けれど彼女の部屋の明かりは点いていない。何度かチャイムを鳴らしたが反応はなかった。

　運転席のハンドルにもたれかかってうなだれる。

　くそっ。海桜、どこにいるんだ？　……あ、亜紀ちゃんのところかもしれない。

　いろいろあったけど、亜紀ちゃんも心を入れ替えたようだし、やっぱり海桜は亜紀ちゃんのことを信頼している。

　亜紀ちゃんの連絡先を知っているであろう夏生に電話をかける。

　海桜はどんな気持ちであの手紙を書いたんだろう。もしかしたら、俺が電話をかけたとき、別れるって決めていたんだろうか。あのとき気がついていれば『心配するな』と言ってあげられたのに。

　今頃、ひとりで泣いてるんじゃ……。

『……はい』

　数回の呼び出し音のあと、夏生の低い声が電話越しに響く。

「なに、警戒した声出してんだよ」

『出したくもなるわ。こんな遅くにかけてくんな……』

　夏生の言葉で時計に目をやるが、二十四時前だ。まだ遅くはないだろう。俺達にとっては。

　夏生の仕事も、終わりが二十四時を過ぎるのは当たり前の世界だ。それに若いときには、よくバカ話を朝まで語り合った仲だ。

『で、なに？』

「海桜が出ていった。アパートにも帰ってないみたいだから、たぶん亜紀ちゃんのところだと思うんだけど、彼女の連絡先知らなくて。夏生、知ってるか？」

『お前、なにしたの？　まさか浮気か？』

　面白おかしそうに笑う夏生の声。

「殴るぞ……高倉の社長令嬢になにか言われたみたいだ」

　夏生のテンションにイラッとしながら、低い声で返す。

『あ～、あの女狐か……わかった。俺から連絡してみる。だけど、あまり期待するなよ？』

　高倉の社長令嬢、という言葉で察しがついたらしく、夏生の声も真剣なものに変わり、亜紀ちゃんと連絡をとってくれることになった。

　夏生の店にも麗華さんは来るらしく、あれは嫌い、これも嫌いとワガママ放題で、ひそかにブラックリストに載っているらしい。

　海桜がたとえ亜紀ちゃんの家にいても、親友の不利になることを彼女が答えるとは限らない。それでも、居場所がわかるだけでも安心できる。

　海桜、泣いてなければいいけど……。

　そう思いながら、車をマンションへ向けて走らせた。




　部屋に着くと水を飲みたくなり、冷蔵庫に向かった。

　綺麗に片づいたキッチン。壁にはいつも海桜が使っている、白とピンクのストライプ柄のエプロンがかけてある。

　海桜の笑った顔。キッチンから出てって、と怒る顔。からかわないで、と膨れた顔。いろんな彼女の顔が浮かんでくるたびに、なにもできない自分が腹立たしくなる。

　溜息をひとつついて、冷蔵庫を開ける。すると、今日買ってきた食材の他に、ハンバーグがひとつひとつラップされて皿に置かれていた。

　……バカ海桜。

　こんなことするくらいなら、俺のそばにいてくれよ。

　海桜の心のこもったハンバーグ。少しでも彼女の温もりを感じたくて、それをレンジで温め、ソースをかけて頬張る。

　うまい……。けど、やっぱり海桜がいないと、なにか足りない。

　あの女狐を早くどうにかしなければ。










さよなら




　――プルル……プルル……。

「はい……はい。いえ、来てないですけど……なにかありました……？」

　亜紀が私に配慮して寝室から出てリビングへ行き、電話を受けている。

　亜紀の家は、入口近くに寝室があり、奥に十二畳くらいの広いリビングダイニングがある１ＬＤＫのマンションだ。私より広くて綺麗な部屋に住んでいる。

　私のいる寝室とリビングは少し離れているから、途切れ途切れにしか声が聞こえない。もしかしたら波瑠さんかもしれない、と耳をすます。

　私の携帯は、電源を切ったままだ。

　待ってろって言われたのに部屋にいないし、あんな手紙と合鍵を置いてきたら、さすがに意味はわかるよね。

　ピッという音と共に、足音がこちらに近づいてきた。電話、終わったみたい……。

「海桜……本当にいいの？　今、夏生さんから連絡が入って、藤堂さんすごく心配してるって言ってたわよ？」

　亜紀は寝室に入ってくると、私が寝ているベッドの脇に腰を下ろす。そして瞳を揺らし、切なそうに私を見た。

　なんだ、夏生さんだったのか……。

　あ、いけない。なにを落胆しているんだろう。別れるって決めたのは、私自身なのに……。

「いいの。今、波瑠さんの声聞いたら……私、決心が揺らぎそうだから」

　笑って答えたつもりだけど、亜紀は顔をしかめ、深い溜息をひとつついた。

「そんな顔して言われたって……ねぇ」

　そんな顔って……どんな顔をしてるんだろう。

「アンタ、泣きそうな顔してるわよ。ほら」

　手鏡を渡された。本当だ。ひどい顔…………。

「ま、海桜がそう決めたんなら私はなにも言わないけど……それにしてもその女、許せないわね。権力にものを言わせるなんて!!　それにこの前だってお金で別れろとかさぁー、失礼にもほどがあるじゃない!!」

　亜紀の迫力に思わず苦笑し、冷静になる。

　話を聞いて、私の代わりに憤慨してくれているからありがたい。

「でも、海桜がもし、藤堂さんを諦めるんだとしても、ちゃんと話し合わないとダメよ？　そうでないと、お互いに未練が残っちゃうから。そんなのダメ」

　そうだよね。亜紀も、柊司さんに自分から会って、ちゃんと別れるって言ったんだよね。

　波瑠さんと私が、後ろ髪を引かれないように……ちゃんと前を向いて歩けるように話さないといけないんだよね……。

　でも、今会ったら……。

　そっと目を伏せる。

「なにも、今すぐに会えとは言わないから」

　私の気持ちを察してか、ポンポンと背中を優しく叩く。

「……うん」

「じゃあ、今日はもう寝ようか」

　そう言うと、亜紀は私の横に身体を滑り込ませてきた。

　その夜、私達はシングルベッドでふたり仲よく一緒に寝た。




「……えぇ……わかりました。お願いします……はい……それじゃ」

　翌朝、亜紀が誰かと電話をしている声で目が覚めた。

「亜紀……？」

　寝室に戻ってきた亜紀に声をかける。

「ごめん。もしかして起こしちゃった？」

　目を擦りながら、首を振り「ううん。私こそごめんね。寝すぎちゃったみたい」と身体を起こしてベッドから出る。

「あ、朝ご飯できてるから。……海桜、これからどうするの？」

「ん……私ね、実家に帰ろうと思うの。お母さんひとりっきりだし、そろそろ戻らないと」

　記憶が戻って、波瑠さんと付き合うようになってから考えてはいた。ずっとこのまま、山間の小さな家にお母さんをひとりで置いておけないな、って。

　だから、いつかは帰ろうと思っていた。

　お父さんが亡くなって、海を見るのも嫌だとひとりで山間に住みだしたお母さん。近くにはお父さんのお墓もある。大学入学のときから無理を言ってひとり暮らしをさせてもらっていたけど、そろそろ親孝行しないとね。

「本当に……本当にそれでいいんだね？　私、海桜が決めたことなら応援する。だけど、自分の気持ちに嘘をついてるなら……そんなの、苦しいだけだよ？」

「亜紀……心配してくれて、ありがとう」

　でも、この街から離れたい。波瑠さんとの思い出が多すぎる……。

　今なら少し、お母さんの気持ちがわかる気がした。きっとお母さんも、お父さんの思い出が詰まった海や街から離れたかったのかもしれない。

「私、遊びに行くから。海桜が寂しくなったら、いつでも行くから。絶対呼んでね」

「うん。ありがと」

　亜紀は目の端にキラリと光るものを浮かべ、抱きしめてくれた。私は亜紀の胸に顔をうずめて鼻をすすった。




　七時半頃、亜紀は会社へと出勤し、私も一緒に部屋を出た。

　そして自分のアパートに戻る。もし波瑠さんが来ていたらどうしよう、と緊張していたものの、それは杞き憂ゆうに終わり、ホッとしたような寂しいような複雑な気持ちを抱えながら不動産屋に向かった。

　一日でも早くアパートを出たいと伝えると、契約上、一ヵ月前の申請が必要なため、すぐには解約できないと言われてしまった。仕方なく部屋の解約は一ヵ月先になったけど、引っ越しはできるだけ早くしようと思う。この部屋にもこの街にも、波瑠さんとの思い出がいっぱいでつらすぎるから……。

　バイトも、辞めなきゃな……。あ、引っ越し業者にもお願いしなきゃ……。




　お昼過ぎ、近くの引っ越し業者に出向き、最短の日程でお願いする。すると一週間後になると言われ、迷わず申し込みを済ませた。

　一週間後、私はアパートを出る。

　いまだに携帯の電源を入れる勇気はなかった。




　翌日、いろいろな手続きで歩き回っていると、あっという間に日が落ちていた。

　バイト先のヨットハーバーのレストランにも、急きゅう遽きょ実家に帰らなければならなくなった、と深い理由は伏せて話をした。

　店長は残念そうだったけれど「ご実家の事情じゃ仕方ないね」と、今日でバイトを辞めたいという勝手な申し出を許してくれた。

　……嘘をついて、迷惑をかけてごめんなさい。

　私は心苦しさを胸にレストランを出ると、そのまま閉店中の『Heart Reef Café』に立ち寄った。鍵がかかっているから中には入れないけれど、外から店を見つめる。

　お父さんと、お母さんが初めてデートした場所――そして、私と波瑠さんが初めて出会った場所。もうここにも帰ってこられないんだ。

　しばらく見つめてから、砂浜へと歩く。

　いつも水曜日に波瑠さんと話をした浜辺。お父さんに声をかけていた海。

　もう泣かないって決めていたのに、視界がどんどん滲んでいく。




　アパートへ帰ってきた頃には夕方で、なにも食べる気が起きず、二十二時にはベッドに入る。

　慣れないことをしたせいか、その日はなにも考えずにぐっすり寝ることができた。




　引っ越しの準備を一日一日、思い出をひとつずつ段ボール箱へ詰めながら進めていく。

　バイト先にも最後の挨拶をしに行くと、みんな寂しがってくれた。短い間だったけど、すごく楽しかった。

　あれこれしていくうちに、一週間はあっという間に過ぎていった。

　この一週間、波瑠さんがここに来た様子はない。仕事が忙しいのか……それとも私に呆れたのか。

　少し寂しい反面、これでいいんだと自分に言い聞かせた。




　引っ越し当日、私はあの日から切っていた携帯に電源を入れた。

　すると待ち受け画面になった瞬間に携帯が震え始め、溜まっていたメールを一気に受信する。

　全部で五十件あまり。そのすべてが、波瑠さんからだった。

　一通一通すべてに目を通した。

　最初は、心配して慌てたように……数分おきにメールが入っている。

『どこにいる？』

『いつでもいいから連絡が欲しい』

『ハンバーグ、うまかった』

『海桜がいないと寂しい』

　途中からは、きっと仕事の合間を縫って送ってくれていたのか、数時間おきに入っている。

『会いたい……』

『話がしたい……』

『電話に出てよ……』

『メール、読んでる？』

『海桜、泣いてない？』

　昨日や今朝のメールは、『おはよう』から始まって、なにを食べたとか何時に帰ってきたとか、波瑠さんの生活リズムがわかるような内容が入っていた。

　波瑠さん……会いたいよ。

　そう思った瞬間、携帯がメロディを奏で、着信を知らせた。

　相手の表示は〝波瑠さん〟。

「わっ!!」

　慌てて、思わず携帯を落としてしまった。それと同時に着信ボタンが押されてしまい、波瑠さんの戸惑った声が小さく聞こえた。

『……海桜？　海桜、そこにいるの？』

　ど、どうしよ、繋がっちゃった。

　このまま切っちゃう？　……でも、波瑠さんの声、聞きたい。

　携帯をゆっくり持ち上げ、耳元に当てて返事をする。

「……うん……」

『海桜？　よかった……やっと出てくれた。元気？　身体壊してない？』

　ホッと安堵の溜息をつき、矢継ぎ早に私の体調を心配する波瑠さんの声。

　波瑠さんったら、相変わらず私の心配ばっかり……。

　嬉しいのに、つらい。胸が締めつけられるように苦しい。

　きっとメールだけじゃない。こうやってときどき、電話もかけてくれていたんだね。

「波瑠さん？」

『海桜、泣いてない？　ちゃんとご飯食べてる？』

　優しく包んでくれるような、心地よい声音。

「……うん」

　嘘をついてしまった。本当は、ここ数日なにも食べる気がしなくて、飲み物だけで過ごしてきた。

　こうやって、波瑠さんに心配させている。ちゃんとお別れを言わなきゃ。

「……波瑠さん、聞いて。私、波瑠さんとはもう一緒にいられない。波瑠さん、幸せになってね」

　なにから言えばいいのかわからない。

　言いたいこと、伝えたいことはいっぱいあるのに。ちゃんと『さよなら』って言わなきゃいけないのに。うまく言葉が出てこない……。

『海桜、誰かになにか言われたの？』

「……違う」

　私自身の意志だと言わなきゃいけないのに、言葉に詰まる。

『……じゃあ、本気でそう思ってるの？』

　少し怒っているのか、彼の声のトーンが低くなった。

「うん……」

　彼に伝えられない自分の本当の気持ち。嘘をついているのがつらくて涙が浮かんでくる。口元を押さえ、必死に嗚咽が漏れないようにする。

　でも幸せになってほしいのは本当だよ。たとえ隣にいる人が私じゃなくても……。

『俺は――』

「波瑠さん。私、あなたとの手切れ金を麗華さんからもらったの。だから……」

　彼の声を遮さえぎって、一番言いたくない嘘をついた。

　ごめんなさい。波瑠さんを傷つけることを言って。

　私を嫌いになってください。

　波瑠さんが幸せになってくれるなら、私はどんな罰でも受けるから。

　だから、お願い。これ以上、私のそばにいようとしないで。

『もういい……海桜の気持ちはわかったよ』

　小さく諦めたように、波瑠さんは溜息をつく。

「……さよなら、波瑠」

　今まで恥ずかしくてなかなか呼び捨てにできなかったけど、最後くらいは呼んであげたくて、電話を切る直前にそう言った。

　ピッと終話ボタンを押して、彼の代わりに携帯を胸に抱きしめる。

　波瑠、ありがとう。ごめんなさい。……ずっと大好きだよ。

　なんとか震える声を抑えて、最後まで言えた……。

　これで、本当に終わり。

　ダムが決壊したかのように、涙がとめどなく溢れ出る。

　自分の部屋でひとり、嗚咽を我慢することなく、涙が枯れるかと思うくらい泣き叫んだ。引っ越し業者が来る直前まで――。




「ひどい顔……」

　三十分後、自分の顔を鏡で見て笑ってしまった。目は充血して、まぶたは腫はれている。とてもじゃないけど人前には出られない。

　だけどもうすぐ引っ越し業者が来るから、とにかく冷やさなきゃ。顔を洗って、氷で冷やしたタオルを目の上に置く。

　そしてしばらく経った十二時頃、業者が来た。

　まだ完全には腫れは引いていないけど、なんとか大丈夫なレベルまで回復していた。

　亜紀も直前まで『手伝いに行くから』と言っていたものの、急に仕事でトラブルが発生したとかで来られなくなった。だから全部ひとりでこなさなくちゃいけなくなったけど、思ったより荷物が少なかったのか、一時間もすればすべての荷物がトラックに積み込まれた。

　ガランとした部屋。大学進学に合わせてここに引っ越してきて、亜紀や友達とよく飲み明かした。

　泣いて笑って……そして、恋もして。思い出がいっぱい詰まった部屋。

　たくさんの思い出があるけれど……今の私には、波瑠さんとの思い出が一番つらい。

　この街にいるとどうしても波瑠さんを思いだすし、いつかどこかで会ってしまうかもしれない。彼が麗華さんと一緒に歩く姿なんて見たくない。

　彼の幸せを願っているのに、彼の結婚を祝福できない、矛盾した気持ち。

　バカみたい……ヤキモチを焼く資格なんて、私にはないのに。

「ありがとう、ございました」

　部屋が見渡せるリビングの入口に立ち、たくさんの感謝を込めてお辞儀をした。










お仕置き




　実家に着く頃には、十五時を過ぎていた。「おかえり」とお母さんが笑顔で迎えに出てくれる。

　先週お母さんに公衆電話から電話をして『アパートを引きはらって、そっちに戻るから』と言ったら、かなり驚いていた。

　それでも深い理由も聞かず『気をつけて帰っておいで』と言ってくれたことに感謝する。

　これからは、お母さんと一緒に過ごしていこう。今まで好きなことをやらせてもらってきたから、今度は私がお母さんのワガママを聞いてあげよう。

　荷物を乗せたトラックはまだ到着していない。きっと遅れているのだろう。高速とかが混んでいるのかもしれない。

　深く考えることなく、私は実家に入った。

「もう、遅いじゃない。待ちくたびれてるわよ」

　待ちくたびれてる？　誰が？　お母さん、ひとりだよね？

　疑問に思いながらも、手を引かれるまま一階の和室へと向かう。

　懐かしい実家の香り。でも、そんな感傷に浸る時間もないまま和室の襖ふすまが開く。

　そこは、いつも客間として使用している場所で――その中には、見間違えることのない人の笑顔があった。

「嘘……なんで？」

　なんで、波瑠さんがここにいるの？

「海桜、遅かったね」

　彼は私の姿を見て、なにもなかったかのように太陽の笑顔を向けた。

　なにがなんだか、わけがわからない……。

「急に戻ってくるなんて言うから、なにかあったのかと心配したじゃない。婚約者ができたなら、そう言いなさいよね。言ってくれてたら、もっといいお茶菓子を用意したのに」

　お母さんは「ねぇ」なんて波瑠さんに言いながら、テーブルを挟んで彼の向かいに座った。

「なにボーッとしてるの。早く座りなさい」

　ずっと立ちつくしていた私に向かって、お母さんが波瑠さんの隣に座るように促す。

「すみません。海桜さんには、仕事で遅れると言ってあったので、私が先に来ていて驚いてしまったんだと思います」

「あら、そうなの？」

　お母さんはにこやかに微笑む。

　なにが、どうなってるの？

　頭が混乱して、なにも考えられない。この場所から離れたい。

　もうすぐ引っ越し業者のトラックが着くはずだから、外で待ってようかな……。

「あの、トラックが……」

「あぁ、海桜の荷物なら俺のマンションに運んでもらってるから、心配しないで」

　波瑠さんはウィンクつきでそう言う。

　嘘でしょ？　頭がくらくらする。

「お母様。先ほども申し上げましたが、結婚前ではありますがふたりで一緒に暮らすことをお許しいただけますか？」

「あなたのような素敵な人なら、私は喜びこそすれ断るなんてことしませんわ」

　おほほほ……なんて笑っている。

「でも、よろしいんですか？　あなたの立派なご家族の皆様に、私の娘は受け入れていただけるかしら？」

「海桜さんなら大歓迎ですよ。きっと父も母も喜びます」

　私の理解が追いつかないまま、ふたりの間でどんどん話が進んでいく。呆然としながらただ成り行きを見守るだけだ。

「そう？　ふつつか者の娘ですがよろしくお願いします」

　お母さんが深く頭を下げた。

「いえ、こちらこそ。大切なひとり娘である海桜さんを、お母さんに代わって一生大事にします」

　嬉しいはずの波瑠さんの言葉なのに、私の心は複雑だった。

　だって、数日前に別れを決意して、数時間前にさよならを言った人が、今目の前で私を一生大切にするとお母さんに言っているのだから。

　麗華さんと婚約してないの？

「波瑠さん……」

　隣に座る彼の袖を引っ張って、名前を呼ぶ。

　彼は「あとでね」と唇に人差し指を立てて囁くと、もう一度お母さんに向き合った。

「すみません、お母様。このあと会社に戻らなければいけませんので、今日はこの辺りで帰らせていただきます」

　どうして仕事を抜けてまで、わざわざ……。ここに車で来たら、二時間以上かかるのに。

「あら、お忙しいのにわざわざすみませんでした。なにもお構いできませんで」

「とんでもない。お会いできて嬉しかったです。また、近々ゆっくり伺います。そのときに改めて、お父様のお墓にもご挨拶させてください」

「ぜひいつでもいらしてください。ほら、海桜も一緒に帰りなさい」

　え？　私も、帰るの？

　お母さんに背中を押されるように、和室を追いだされる。

　なんで、こうなるの？　私、帰ってきたばかりなのに……。

　いつの間にか、波瑠さんに手を繋がれて、引きずられるように家の前の駐車場まで連れてこられた。そして有無を言わさず、彼の車の助手席に座らされる。

「お母さん。私……とにかく、また帰ってくるから」

　窓を開けて助手席から声をかけ、お母さんの手を握った。

　お母さんは嬉しそうに、「うんうん」と何度も頷き、笑顔を浮かべていた。

「では、失礼します。お身体、大切になさってくださいね」

「はい。娘を、海桜をよろしくお願いします」

　お母さんは、私達の車が見えなくなるまで手を振って見送っていた。

「波瑠さん……」

「うん。言いたいことはわかってる……でも俺、怒ってるんだよ？」

　お母さんと話していた和やかな雰囲気はどこへやら。低く、抑揚のない声が運転席から聞こえてきた。

　怒ってるって、意味がわからない。怒りたいのは私の方でしょう？　別れたのに、こんな……お母さんに挨拶までしに来て。

「海桜。なんで、また麗華さんが来たことを俺に相談してくれなかったの？」

「……波瑠さんの夢、邪魔したくないから……」

　視線を落として、両手をギュッと握りしめる。

「邪魔？　もしかして、会社を興したいって話？　海桜がなんの邪魔になるの？」

　彼は前を向いて運転しながら、不思議そうに眉間に皺を寄せた。

「だって！　……麗華さんが手を回して、会社を興させないようにするって……」

　一瞬、彼の横顔を見たけれど、また視線を落として俯く。

　麗華さんが本当にそんなことをできるのかはわからない。自信のなさから、声がどんどん小さくなっていく。

　だけどもし本当なら、と不安になって……波瑠さんと別れようと決心したのに。

「俺の夢は、なにも会社を興すことだけじゃないよ。それに、多少の横槍が入っても会社を興すくらいどうにかできる」

「でも、高倉建設は大口の取引先だって言ってたよね？　もし契約を打ち切るとか言われたら、会社にとって大きな損失になるんじゃないの？」

　いくら一般常識に疎うとくても、それくらい私にだってわかる。高倉建設は、波瑠さんの会社にとって重要な顧客。それを失ったら損失は免れないでしょ？　波瑠さんだけじゃなく、会社で働くみんなにも迷惑がかかるんじゃない？

「……そりゃそうだろうね。でも、だからといって、俺は会社のために好きでもない相手と結婚なんてしたくないし、高倉建設の社長という地位にも興味はない。それに顧客をひとつ失ったとしても、その程度でぐらつくTD Groupじゃない。みんなで力を合わせて挽ばん回かいするさ」

　彼は力強くそう言うと、ニカッと白い歯を見せて笑ってくれた。

「それに、海桜を俺の嫁さんにするってことも夢のひとつなんだけど？」

「……波瑠、さん……」

　私は目を大きく見開いて、揺れる瞳で彼を見る。さっきまで決心していた気持ちがぐらつく。

　なにが正しいの？　私は、間違っていたの？

「海桜、言ったよね？　俺に幸せになれって。あれ、海桜がいなきゃ意味ないんだよ？俺の幸せは、海桜と一緒にいることなんだから」

　赤信号で車を停めると、彼は私の目を見つめてそう言った。

　嬉しい……運転中でなければ、飛びついてしまいそう……。

「……私、波瑠さんの邪魔にならない……？」

「当たり前だよ。邪魔になるもんか」

　青信号になり、またゆっくりと静かに車が発進する。

　そっか。私、ひとりよがりだったんだ。

　自分さえ我慢すれば、波瑠さんは幸せになれるんだと思い込んでいた。

「波瑠さん。麗華さんのことは、どうするの？」

　きっと、このまま黙っているような人じゃない。

「ん、そのことは大丈夫。海桜はなにも心配する必要ないよ。俺、人に後れをとるの好きじゃないんだ。だから、今回のことは結構頭にきてるんだよ」

　前を向きながら大きな掌を私の頭に乗せて、よしよしと撫でる。しかし優しい声音に反して、目は笑っていない。

　波瑠さんは、なにかを企んでいる？

「私……波瑠さんのそばにいてもいいの？」

「いてくれなきゃ、困る」

　彼は車を路肩に停め、ギュッと抱きしめてくれた。

　久々に感じる波瑠さんの温もりに、我慢していた涙が一気に溢れて止まらなかった。

「波瑠さん……」

　数時間前、一生分の涙を出したと思ったのに、今は嬉し涙を流している。

　波瑠さんは、私が泣きやむまでずっと背中を擦ってくれた。

「海桜、もう二度と俺から離れないで。……今回は、本当に焦った。合鍵まで置いていっちゃうし、連絡もとれないし……参ったよ」

　彼も泣いているんじゃないかと思えるほど、声が弱々しい。

「もう、離れない……波瑠さんが嫌って言うまで、離れてあげないんだから」

　彼の胸にしがみつき、頬をすり寄せる。

「絶対そんなこと言わないから、安心して」

　耳元で優しく囁き、チュッと耳に唇を寄せる。そして一度身体を離して見つめ合うと、もう一度ギュッと抱き合って、何日かぶりのキスをした。

「お仕事、抜けてきたんでしょ？　ごめんね。私、先に帰ってるから駅の近くで降ろして」

「なに言ってるの。海桜も一緒に行くんだよ」

　彼はウィンクをして、車を発進させた。

　なんだろう。すごく嫌な予感がする。

　不敵な笑みを浮かべている波瑠さんは、なんだか怖い……。




　会社に到着した頃には太陽は沈みかけ、茜色に辺りを染めていた。

　初めて来た……波瑠さんの会社。

　街の中心部にあり、ビルが犇ひしめき合っている場所。その中でもひと際目立つ、背が一番高くて銀色に光るビル。敷地もかなり広いように思える。

　波瑠さんって、こんな立派な会社の部長なの？

「は、波瑠さん？　本当にここが会社？」

「そうだよ。行こう」

　私の手をとり、中へ入っていく。

　入口では警備員が両脇を固め、広いフロアの正面には受付らしき大きなカウンターがある。普段は受付嬢がいるんだろうか。

　でも、おかしい。平日なのにほとんど社員を見かけない。

「ねぇ、波瑠さん。今日は会社お休みなの？」

「いや、違うよ」

「それにしては、人が少なくない？」

　いくら十八時を過ぎているとはいっても、これだけの規模の会社なら社員の出入りは多いんじゃないだろうか。波瑠さんも、毎日夜遅くまで残っているって言ってたし。

「あぁ。今日は木曜日だから、ノー残業デーなんだよ」

　そう答えながら慣れた感じで一階フロアを突き進み、エレベーターホールに向かう。私は、彼に手を引かれつつキョロキョロと辺りを見回しながら歩いていく。

　エレベーターはホールの両サイドに三機ずつあり、全部で六機もあった。その中のひとつに乗り込む。そして彼は、迷わず五十二階のボタンを押した。

　五十二階？　最上階じゃない!?

　驚いて波瑠さんの顔を見るけれど、なんでもないようなすました顔をしている。

　はぁ……なんだか、ますます遠い人のように感じちゃうな。

　すると、ポンと頭に温かくて大きな波瑠さんの手が乗せられた。

「海桜、変なこと考えてない？　次元が違うとかさ」

　うっ……バレてる。

「バカだな。そんな風に思う必要なんてないよ。俺は俺だし、会社や肩書だけで判断されるのは、好きじゃないんだ」

　彼は困ったように、眉を下げて笑った。それはなんだか悲しそうな笑顔だった。

　思わず、波瑠さんの手をギュッと握りしめる。

「……ありがとう」

　なにも言えず、ただ俯いてふるふると首を横に振った。

　――チン。

　最上階に着き、エレベーターのドアが開く。フロアに出ると部屋のドアはひとつだけだった。

「さ、行こう」

　波瑠さんは私と手を繋いだまま、『社長室』と書かれた部屋のドアをノックした。

「入りなさい」

　奥から落ち着いた声が聞こえ、私達は中に入る。

「遅くなりました、社長」

　部屋の中では、身なりをきちんと整え、オールバックで優しい笑みをたたえた男性が、奥のデスクで私達を待っていた。この人が社長なのだろう。

　でも、部屋の中にいたのは社長だけではなかった。

　手前のソファに座っていたのは、髪が少し薄くなりかけている、丸い顔をした二重顎の五十歳くらいの男性。顔だけでなく身体も全体的に丸い、ダルマのような体型をしていた。

　そしてその隣には……麗華さん。

　思わず、繋いだ手をギュッと握り、波瑠さんの陰に隠れる。

　私を見た麗華さんと隣の男性は、目を見開いて驚いていた。こんなところに『別れろ』と言ったはずの女がいたら、驚くのが普通だろう。

　社長は私が一緒に来ることを知っていたのか、にこやかな笑顔を崩さない。

「お待たせしてすみません。高倉社長、麗華さん、わざわざ弊社に出向いていただき感謝いたします」

　波瑠さんはいつもとは違う仮面のような笑顔を浮かべ、ふたりに挨拶する。

　このダルマのような人が、高倉建設の社長？

「大事な話とはなんだね、藤堂くん。今、相澤社長とも話していたんだが、君と娘との婚約のことでいいのかな？」

　高倉社長は落ち着きをとり戻し、ニコニコと笑顔で話す。

「彼の言う通りなのかね？」

　社長はデスクに肘をついた状態で、両手を顔の前で組んでいる。

　この人……誰かに似ている気が……。

「小お父じさん、冗談はやめてください。高倉社長、何度も言ったはずです。私には大切な人がいると。この神崎海桜こそが、私の婚約者です」

　私の身体を、社長に見えるように少し前に出す。でも腰には、波瑠さんの温かい手が添えられている

　今、波瑠さん、社長のことを『小父さん』って言った？

「おぉ、君が海桜さんか……話は息子からも聞いているよ」

　波瑠さんと社長の関係性を不思議に思っていると、目を細めてにっこりと笑みをこぼす社長と目が合った。

　息子さん？　『相澤社長』って呼ばれていたよね……？

　相澤……あいざわ……あっ！　もしかして……。

「あの、波瑠さん……社長って、夏生さんのお父さん？」

「よくわかったね。そうだよ」

「は、はじめまして。夏生さんには……いつもよくしていただいてます。波瑠さんが夏生さんをいつも急に夜遅くに呼びだしたりして、すみません」

「み、海桜っ」

　私の思わぬ言葉に、波瑠さんが少し焦った声を上げる。彼の顔を見ると、ほんのり頬が赤くなっていた。

「……あはははは！　藤堂君も海桜さんには、勝てそうにないな」

　あれ？　変なこと言ったかな……。

　波瑠さんは苦笑しながら頭をかき、相澤社長は涙を浮かべながら大笑いしている。

「ちょっと。なんなのよ、これはっ!!」

　私達の和やかなムードを壊すように、麗華さんの金切り声が響いた。ビクッと肩を揺らし、波瑠さんの手を握る。

「高倉社長、今のでわかっていただけましたか？」

　波瑠さんは動じることなく、冷たく言い放つ。

　私はドキドキしていた。大口の取引先の社長を前に、そんな強気な言葉を吐いて大丈夫なんだろうか。しかも、相澤社長の前で……。

「なぜだ？　そんなどこの家の娘かわからん女より、私の娘の方が気立てもいいし、将来は我が社の社長の椅子が約束されるんだぞ？」

　高倉社長は驚き、焦る。

「君が望むなら、私が懇意にしている要人に頼んで希望通りの会社を興すことだって叶う。これ以上の好機はないだろう？」

「気立てがいい、ですか……。海桜にいろいろ吹き込んで、手切れ金まで用意して別れさせようとした人がですか？　それに私は御社の社長の椅子なんて欲しくありませんし、会社だって自分自身の力で創りますよ」

　波瑠さんは高倉社長にまっすぐな視線を向ける。

「高倉社長。あなたは我が社のエースを引き抜こうとしているのですか？」

　相澤社長にも詰め寄られ、高倉社長は言葉を失う。

「それがいけないことですか？　私と結婚すれば、波瑠さんは今よりも優位な立場で仕事ができるんですよ？　もっと大きな事業にだって着手することができるんです」

　ピリピリした雰囲気が漂う中、麗華さんは悪びれることなく声を上げる。

「……藤堂君は、どうしたいのかね？」

「私は、高倉建設に行くつもりはありませんよ。ましてや、麗華さんと結婚なんて、これっぽっちも考えていません」

　波瑠さんは高倉社長と麗華さんの前で、凛とした態度でピシャリと言った。

「私を選ばないのなら……波瑠さん、あなたの未来はないのよ？　ねぇ、お父様？」

　麗華さんはギリッと奥歯を噛みしめ、波瑠さんを睨みつける。よほど悔しいのか、綺麗にネイルを施した爪が食い込むくらいに拳をギュッと握り、小刻みに震えていた。

「……どういうことですか？　高倉社長」

「うっ……それ、は……」

　高倉社長はしどろもどろになりながら、どんどん顔色が悪くなっていく。そんな彼を見て、相澤社長は深く溜息をついた。

「藤堂君はあなたの手に負えるような人物じゃありませんよ。なんといっても、この会社の創立者の孫なんですから」

「えぇっ!!」

　相澤社長の言葉に、波瑠さん以外の全員が驚いた。

「おや？　藤堂君、海桜さんにも話していなかったのかい？」

　意外だ、とでも言うように波瑠さんを見つめる。そんな相澤社長に、波瑠さんはバツが悪そうに頭をかいた。

「まぁ、おいおい話すつもりでしたけど……」

「ほう。海桜さんは藤堂君の身分を知らずに付き合ってたのか……ますます気に入った。どうだい、藤堂君はやめてうちの息子にしないかい？」

　相澤社長は嬉しそうに目を細め、波瑠さんから私に視線を移す。

「へ？　いえ、私は……波瑠さんがいいので」

　いきなりの申し出に、私は隣にいる波瑠さんのスーツの袖を思わず掴む。

「小父さんといえども、怒りますよ？」

　波瑠さんの方をチラッと見ると、顔は笑っているのに目は笑っていない。相澤社長相手に、本気で怒っている。

「高倉社長。まあ、そういうことです。これ以上、藤堂君と海桜さんになにかしようものなら……わかっていますね？」

　シュンと肩を落とした高倉社長に相澤社長は念押しする。

　そんな中、まだ納得できないといった感じで麗華さんが口を開く。

「この女のどこがいいのよっ」

「よせっ。これ以上私の立場を悪くするな！」

　横から高倉社長が止めに入るが、間に合わなかった。すると、さっきまで私の隣にいた波瑠さんが麗華さんの前に行った。

「麗華さん、あなたは俺のどこに惚れたんですか？　顔ですか？　それとも大企業の部長という肩書？　どちらにせよ、あなたは俺の表面しか知らない。それに……」

「えっ……どうして……」

　麗華さんの耳元に近づいて波瑠さんがなにかを言うと、彼女の瞳は驚きと戸惑いで揺れ、次第に顔が赤くなっていく。そして思いつめた顔で、逃げるように社長室を飛びだした。

　高倉社長も相澤社長に一礼し、麗華さんを追いかけるように足早に出ていった。










夏生のシナリオ




　海桜が俺の部屋を出ていった翌日。

　夏生からの連絡で、海桜が予想通り亜紀ちゃんの家にいることはわかった。そして、麗華さんになにを言われたのかも。

　結局俺は、また海桜を泣かせてしまった。もう彼女を悲しませたくないと思っていたのに、不甲斐ない。

　それでも海桜が泣いていないか心配で、俺は何度も電話やメールをしていた。本当は、海桜自身から麗華さんになにを言われたのか聞きたかった。だけど、逆に海桜を追いつめてしまうことになるんじゃないかと思って、メールではそのことについては触れなかった。

　しかし海桜からの返信はなく、俺は仕事を抜けだして、海桜のアパートにも行こうとしていた。そのとき、夏生から再び連絡が入る。

『波瑠、海桜ちゃんに会いに行くつもりだろ？』

「もちろん」

『今はよせ。海桜ちゃん、実家に帰ろうとしてる』

　夏生の言葉に、息をのんだ。そこまで海桜が追いつめられているとは、思いもしなかったから……。

「それは、本当なのか？」

『あぁ。亜紀に聞いたから間違いない。それよりも、先にやらなきゃいけないことがあるだろ？』

　夏生の言いたいことはわかる。

　海桜に別れを迫った麗華さんのことだ。彼女がいる限り、海桜は戻ってこないかもしれない。

「なにか、いい考えがあるのか？」

　声のトーンを低くし、夏生に問いかける。

『まぁね。ただ、波瑠にある程度の覚悟が必要だよ？』

「海桜が俺の元に戻ってきてくれるなら、なんだってするさ」

『……なら、なにがあっても海桜ちゃんに会おうとするな。真打は、一番最後に現れてこそ効果的だからな』

　夏生はそう言って、計画を話し始めた。

　亜紀ちゃんから聞いた話では、海桜はこの街を離れ、ひとりで暮らしている母親のところに行こうとしているらしい。それも、一刻も早く。俺を避けるように……会わないように……。きっと、今のレストランのバイトも近々辞めるだろう。

　だけど彼女の行く先がわかる今、俺がすべきことは、海桜の心を追いつめた奴らと決着をつけること。

　実際のところ、高倉建設はTD Groupにとって大切な顧客のひとつだ。失うわけにはいかない。

　だが、さすがにやりすぎた。その報いは、受けてもらう。

　まず俺は普段通りに業務をこなしていく。高倉建設との商談や会議も滞りなく進める。何事もなかったように――なにも気づかぬふりをして。

　相手に悟られないように動くのが、ここでの俺の役目。

　その間に夏生が動いて、海桜の行動を一日も欠かさずに報告してくれる。

　海桜は不動産屋に連絡をしてから、ライフラインの解約や引っ越し業者の申し込みなどを進め、そして思った通りバイトも辞めると申し出たらしい。

　レストランの支配人から慌てて俺のところにも連絡が入ったが、彼女の望んだままにしてほしいと伝えた。

　その間も、海桜の携帯には連絡をし続けた。これも夏生の提案だ。

　まぁ、夏生に言われなくとも電話もメールもするつもりだったけど。

　そして、夏生の父親である相澤社長にも協力してもらって、彼らを呼びだすことに成功した。それと同時に、海桜が依頼した引っ越し業者に連絡し、搬入先を俺のマンションへ変更しておいた。もちろん、海桜の母親であるさくらさんにも事前に連絡をした。

『はい。神崎です』

　海桜とよく似た、コロコロとした可愛く澄んだ声。

「突然の電話で申し訳ありません。私、藤堂と申します。今、海桜さんと結婚を前提にお付き合いをさせていただいています」

『まぁ、そうなんですか？』

　驚きと嬉しさとが入り混じった声が、電話越しに聞こえる。

『あの子、ここに帰ってくるって先週連絡がありましたけど？』

「はい。このたび、彼女と一緒に住もうと思いまして……結婚前なので一度ご挨拶に、と彼女と話をしていたんです……」

　半分本当で半分嘘だ。海桜はなにも知らないのだから。今は嘘だとしても、本当にしてみせる。海桜を、俺のこの手で幸せにしてあげたい。

『あら、そうだったんですか？』

　ますます嬉しそうに、さくらさんの声が弾む。

「では、明日伺います」

　そう言って、電話を切った。

　明日きっと驚くだろうな。別れると言った男が、目の前にいるんだから。




　翌日、何度目かの発信で海桜の携帯に繋がった。

「……海桜？　海桜、そこにいるの？」

『……うん……』

　久しぶりに聞いた海桜の声は、戸惑ってなんだか警戒しているようにも聞こえた。

「海桜？　よかった……やっと出てくれた。元気？　身体壊してない？」

　彼女が電話を切ってしまわないか不安だった。だから、自然と早口になってしまう。

『波瑠さん？』

　優しい海桜の声。もっと聞いていたい……。

「海桜、泣いてない？　ちゃんとご飯食べてる？」

　か細い声に、ちゃんと食べているのか心配になる。

『……うん』

　どうやら心配は的中しているみたいだ。きっとほとんど食べていないんだろう。この件がきちんと終わったら、ちゃんと食べさせなきゃ。

『……波瑠さん、聞いて。私、波瑠さんとはもう一緒にいられない。波瑠さん、幸せになってね』

　海桜は一気に、吐きだすように話す。

　頑なに俺を遠ざけようとする彼女に、言うつもりのなかった言葉を投げかける。

「海桜、誰かになにか言われたの？」

『……違う』

　海桜は言葉を詰まらせて弱々しく答えた。やっぱり麗華さんに言われたことを気にしているんだ。

「……じゃあ、本気でそう思ってるの？」

　海桜が本当の気持ちを言ってくれないか、と期待する。だけど、俺が欲しかった言葉はもらえなかった。

「俺は――」

　海桜にとって、そんなに頼りない男か？　どうして、離れたくないって俺に言ってくれないんだ？

『波瑠さん。私、あなたとの手切れ金を麗華さんからもらったの。だから……』

　俺の言葉にかぶせるように、海桜はそう言った。

　手切れ金？　そんなこと、夏生から聞いていない。きっと海桜が俺に諦めさせるためについた嘘だろう。

　……もう、それ以上君の口から嘘を聞きたくない。俺は、海桜の本当の気持ちが聞きたいんだ。

「もういい……海桜の気持ちはわかったよ」

　溜息をついた。きっとこれ以上俺がなにを言っても、海桜の決心は変わらない。

　そこまで決心するのに、どれだけ泣いたんだ？　どれだけ傷ついたんだ？

『……さよなら、波瑠』

　最後に小さく聞こえた海桜の声。

　海桜……君を苦しめた奴らを、俺は許さない。

　電話を切ると、俺は車を走らせた。

　高速を飛ばし、さくらさんが住む実家へ。彼女の実家の情報は、夏生に頼んで亜紀ちゃんに聞いてもらっていた。

　二時間ぶっ通しで走り続け、なんとか海桜よりも早く着くことができた。

「はじめまして。藤堂波瑠と申します」

「はじめまして。神崎さくらと申します」

　さくらさんは海桜によく似て、笑顔が可愛い小柄の女性だった。

　俺は、さくらさんに本当のことをすべて伝えた。自分の家や仕事のこと。今彼女に起きていること。俺の海桜に対する気持ち。そして俺のために海桜が身を引こうとしていることも。

　すべてを知ってもらった上で、一緒に住む了承を得たかったから。

　彼女はしばらく黙ったまま、俺の話を静かに聞いてくれた。そして沈黙が続いたあと、俺を見てゆっくりと口を開く。

「……藤堂さん。海桜のことを好いてくださってるんですね」

「はい。俺は、海桜さんのことを愛しています。海桜さんとお父様の過去も、彼女自身から聞きました。その上で俺は彼女を守っていきたいんです。それに彼女は俺にとってなくてはならない存在なんです」

「……どうか、海桜のことをよろしくお願いします。海桜には、私のせいで不ふ憫びんな思いをさせてしまいました。あの子が『父親を失ったのは自分のせいだ』と思い込んでいることにうすうす気づきつつも、それを確かめたり否定したりできないまま、時が過ぎてしまった。あの子には、幸せになってもらいたいんです。短い間ではありましたが、私も夫と出会って幸せでしたから……」

　さくらさんは愛おしそうに言いながら、仏壇がある部屋に視線を移した。

「必ず幸せにします……あの、ご挨拶をさせていただいてもいいですか？」

「はい。夫も喜びます」

　海桜のお父様の位い牌はいがある仏壇に手を合わせる。

　俺が、あなたの分も海桜を幸せにします。どうか、見守っていてください。




　十分後に、海桜が帰ってきた。

　さくらさんには打ち合わせ通りなにも知らないふりをしてもらい、終始にこやかな雰囲気で実家をあとにした。もちろん、困惑している海桜を連れて。

　夏生のシナリオは、俺がさくらさんをどう説得するかで変わっていた。

　もし、さくらさんが俺の話を信じてくれなかったら、すべては白紙に戻っていただろう。今回の件に関してさくらさんには本当に感謝している。

　別れるときのさくらさんの顔は忘れられない。嬉しそうな、寂しそうな、それでいて悔やんでいるような……複雑な感情を秘めた微笑みを海桜に向けていた。

　ちらっとバックミラーで見た彼女は、目を袖で押さえていた。

　さくらさんとの話は、海桜には内緒だ。俺とさくらさんのふたりだけの秘密。

　でも、いつか海桜にも話せたらいいな、と思う。




　そして、社長室で麗華さんだけに聞こえるように言った最後の言葉。

「あなたが本当に愛する執事なら、今、一階のロビーで待ってますよ」

　これは夏生がどこからか手に入れてきた情報だ。

　三年前、彼女は父親である高倉社長に、『身分が違う』ということで、当時彼女の執事であり恋人だった彼と強制的に別れさせられたらしい。

　それから自暴自棄になり、身分や顔だけで恋人を選ぶようになったのだとか。

　まったく、どこでこんな情報を仕入れてきたんだか……夏生は恐ろしい男だ。絶対、敵にはしたくないな。










sourire ―スリール―




「さぁ、決着をつけたし……お腹空かない？　海桜」

　清せい々せいしたといった感じで、麗華さん達に向けていたものとは打って変わってにこやかないつもの波瑠さんの顔になっていた。相澤社長も微笑んでいる。

「波瑠さん……なんで言ってくれなかったんですか？」

「なにを？」

「その……お孫さんってこと？」

「なんで、疑問形？」

　創立者の孫というのがどういう立場なのか、よくわからなかった。

　むむっ……と睨みつけると、波瑠さんは笑いながら「わかったから」と言った。

「でも、麗華さんのことを相談してくれなかった海桜も悪いんだからね」

　あ、それは確かに……。

「ごめんなさい」と小さく肩を落として謝る。

「とにかく、説明は場所を移動してからにしないか？」

「そうですね」

　相澤社長と波瑠さんは、和やかに笑い合った。




　そして私達三人は波瑠さんが運転する車に乗り込み、あるレストランへ向かうことにした。

　そこは雑誌にもとり上げられている有名なレストランで、予約も一年先までいっぱいだという。

　店の名前は『sourireスリール』。店内に入ると、照明が温かみのあるオレンジ色のライトで統一されている。

　私達を見るなり、ウエイターがすぐに奥の半個室に案内してくれた。

　テーブルや椅子は木製の明るい色で、すべてが丸みを帯びたデザインになっている。オープンキッチンを囲むカウンター席は、全部で十二席ほど。フロアのテーブル席は二十席あるが、全席埋まっていた。

「あの、波瑠さん？　ここ、予約とってたんですか？」

「いいや。俺、この店の常連客だから、いつ来ても大丈夫だよ」

　波瑠さんは私の不思議そうな表情とは対照的に、にこっと微笑む。

「いらっしゃい」

　この声は……。

　声がした方を見ると、カウンターの奥から歩いてくる男性の姿が見える。

「夏生さん!?」

「やぁ」

「よっ」

　驚く私に反し、ふたりは平然と声をかけ合う。

「海桜ちゃんは大歓迎なんだけど、なんで親父と波瑠が一緒なわけ？」と、シェフ姿の夏生さんがぼやく。

「お腹が空いたから来たんだ」

「俺と海桜は、常に一緒だから」

　ふたりの答えに、「はぁ～」と深い溜息をついている。

「ま、いいよ。海桜ちゃんが一緒にいるってことは、うまくいったんだな？」

　夏生さんの言葉に、波瑠さんは短く「あぁ」と笑って答えた。

「あの、なんで夏生さんがここにいるんですか？」

　夏生さんはシェフ姿ということは、ここで働いているの？

　不思議に思って首を捻る。

「ん？　それはね……」

「ここは、夏生の店だからだよ」

　もったいぶるように微笑んでいる夏生さんの横から、波瑠さんが口を挟んだ。

「あー、俺が言おうと思ってたのに、ズルいぞ波瑠」

　悔しそうに、夏生さんが波瑠さんの頭をグーでグリグリする。

　ふたりがじゃれ合っている中、私はぼんやり考えていた。

　えっと、夏生さんは相澤社長の息子で……この店が夏生さんの店ってことは……夏生さんはオーナーってこと？

　でも、社長の息子ってことは、普通ならゆくゆくは跡を継ぐわけだから……？

「海桜、どうしたの？　そんなに難しい顔して」

　はたと動きを止め、私を見つめる波瑠さんと夏生さん。どうやら私は、ひとりで百面相をしていたようだ。

「いや、あの……夏生さんって相澤社長の会社を継いだりとかはしないのかなって」

「ははっ……嫌だよ。俺は料理作る方が好きだからね。それに、俺が料理好きだから、波瑠は今まで生きてこられたんだよ。なぁ？」と夏生さんは波瑠さんに向かって少し自慢げに視線を向ける。

　そのあと私に「波瑠に料理作らせたことある？」なんて聞いてきた。確かに、最初は破壊的だったけど……。

「エッグトーストは、もうできますよね？　包丁は恐ろしくてまだ持たせられないですけど」

「マジで!?　目玉焼きできるようになったの？　卵は握りつぶすわ、殻は豪快に入れるわ、しまいには真っ黒焦げにして火事を起こしそうになった奴が!?」

　心底驚いたと言わんばかりに、声を大にして目を見開く。

　友人にそこまで言われる波瑠さんって……。今まで、どんな生活してたんだろう。

「夏生、お喋りはいいから早くなにか作ってきてくれ」

　今まで静観していた相澤社長が、お腹が空いたと両肘をテーブルに置き、手を組む。

「はいはい。あ、海桜ちゃん好き嫌いある？」

「えっと、牡か蠣きと納豆以外なら大丈夫です」

「ＯＫ。少し待っててね」

　相澤社長に催促されて夏生さんはやっと私達のテーブルから離れ、オープンキッチンスペースへ歩きだした。

「うるさい奴はいなくなったし……やっと落ち着ける」

　波瑠さんは小さく溜息をつく。

「さて、と。今回のシナリオは夏生が企てたんだ」

　シナリオ……？　あ……亜紀が、夏生さんから連絡があったって言ってたな。

　もしかしたら、あのときから波瑠さんと夏生さんとの間でなにかを話し合っていたんだろうか。

「真打は最後に登場するもんだ、とか言って。俺、海桜に会いに行くの引き止められたんだ。この数日、めちゃくちゃキツかった」

　あの連日のメールの裏側でそんなことになっていたんだ。知らなかった。

「今日のことは、事前に夏生を通して亜紀ちゃんから引っ越しの時間とかも聞いてた。だから、海桜が実家に着く前に俺が行ってたってわけ」

　もしかして亜紀が今日来なかった本当の理由って、私を波瑠さんに会わせるため、だったのかな。

「それに、今回のことで思い知ったんだ。海桜にはゆっくり俺のことを知ってもらおう、って思っていたけど……今回のようにゆっくりしている間に余計な横槍が入って海桜を不安にさせてしまうくらいなら、早いうちに俺の家族のことも知ってもらった方がいいって」

「そうそう。いくら素の自分を好きになってもらったからって、浮かれてちゃダメだよなぁ。はい、お待たせ～」と言って、夏生さんが料理を手に戻ってきた。

　マルゲリータピザとサラダをテーブルの中央に、生ハムとキャベツのペペロンチーノパスタを相澤社長の前に置く。

「お前はチーズが好きだから、普通の量の三倍を入れておいたよ」と厚切りベーコンのカルボナーラは波瑠さんの前に。そして、私の前には海え老びとブロッコリーのトマトクリームパスタ。

「亜紀から、海桜ちゃんは海老が好きって聞いてたから。口に合うといいけど」とニコッと微笑んだ。

「うわぁ。おいしそう」

「お、いいね。その反応。さあ、冷めないうちにどうぞ」

　夏生さんもそのまま席に着き、頬杖をついて私達を笑顔で見つめる。

「いただきます」

　みんなで手を合わせ、食べ始める。

「ん～、おいしい！　夏生さん、トマトがすごくジューシーで、海老もぷりぷりで、すごくおいしいです」

「ふふっ、ありがとう。俺ね、自分の作った料理でみんなを笑顔にしたいんだ。だから、この店の名前もフランス語で〝微笑み〟を意味する『sourire』ってつけたんだ」

　そうだったんだ。でも、本当にこの店にいる人はみんな笑顔で、楽しそうだ。どこのテーブルからも笑い声が聞こえてくる。それに、夏生さんの温かな気持ちもこの店自体から感じられる。

「あ、あの、そういえば波瑠さんは、いったい……」

「あれ？　まだ話してないの、波瑠」

「あぁ。そうだった。さくらさんは知ってたみたいだけど……TD Groupは俺の祖父が創ったんだ。藤堂慎しん之の介すけ、知らない？」

　藤堂慎之介……藤堂慎之介……、聞いたことがある。確か、少し前に観たテレビの、〝次期総理大臣有力候補〟で特集されていた人だ。

　でも、そんなすごい人の孫だなんて……。

　波瑠さんは、それからいろいろ話してくれた。

　さっき行った会社は支社で、社長は相澤さんだけど、本社の代表取締役社長は、波瑠さんのお父さんなのだとか。

　波瑠さんには二歳年下の弟がいて、すでに本社でお父さんの秘書をしながら、後継者としての勉強をしているらしい。波瑠さんいわく、弟の湊みな人とさんの方が社長としての素質があるから、自分は跡を継ぐつもりはない、と言っていた。

　私は一番気になっていたことを聞いてみた。

「波瑠さんは、なんで私を選んだんですか？　麗華さんも言ってたけど……私なんて、容姿も平凡だし、お金持ちでもないし」

　すると、その場の時間が止まったかのように三人とも動かなくなった。

　けれどそれは一瞬のことで、すぐに大笑いに包まれた。主に、波瑠さんと夏生さんの声だけど……。相澤社長まで、ニコニコと微笑んでいる。

「はぁ、自分のよさわかってないんだ」

　夏生さんは涙を指で拭いながら、水をゴクッと飲む。

「海桜は、俺のどこが好き？」

　波瑠さんは悪戯っぽく微笑んで「ほら、言ってみて」と急かす。

　波瑠さんの好きなところ？　んー、たくさんあるんだけど……。

「えっと、優しいし、太陽みたいな笑顔とか、大きな温かい手も素敵だし。あと、甘えん坊なところでしょ。ブラックコーヒーが好きなのに、案外お子様メニューが好きなところでしょ……」

　私が指折り好きなところを思いつくままに言っていると、夏生さんが吹きだして笑い始めた。波瑠さんは、頭をかきながら耳をほんのり赤らめている。

「ふっ、あはは……それだよ、海桜ちゃん。波瑠が今まで付き合ってきた女はね、波瑠のそういうところを見て『こんな人だとは思わなかった』って言って離れていったんだ。だから、女恐怖症になりかけてたんだよなぁ」

　夏生さんはからかうように波瑠さんの目を覗き込む。

　波瑠さんは「うるさい」とそっぽを向いて、片手で口を覆った。

「まぁ、藤堂君の場合は社内でも優秀で厳格な上司と言われているからな。そういうギャップが受け入れられない女性も少なくはないってことだろう」

　力強く、とても耳に心地よい響きの相澤社長の声。

　優秀で、厳格……全然想像つかないなぁ。

　波瑠さんはいつもカフェでお茶している、優しくて甘えん坊なイメージしかない。

　そんなものなのかなぁ。私は仕事を頑張っている波瑠さんも好きだけど、私の前だけで見せてくれる、安らいでいる波瑠さんを見るのがすごく嬉しいんだけどな。私だけ、特別みたいに思えて……。

「そのギャップがすごくいいのに。あ、でもお仕事を頑張りすぎて、身体を壊さないようにしてくださいね。波瑠さん」

　照れながら波瑠さんを見る。

　本当に身体だけは壊さないようにしてほしい。仕事も大事だけど、ずっと私のそばで笑っていてほしいから。

「海桜が俺のそばにいて、癒してくれれば大丈夫だよ」

　ポンッと頭に波瑠さんの手が落ちてくる。

「ね、波瑠さんは私のどこが好きなの？」

「ふっ……また、ふたりっきりのときに教えてあげる」

　波瑠さんは、目を細めて微笑んだ。

「うわー。なんか今のエロくない？」と夏生さんはわざとらしく口を覆って茶化す。

「バカ。お前に教えたくないだけだ。それより、仕事に戻らなくていいのか？」

「そうだな。じゃ、俺は行くけどみんなはゆっくりしていってね」

　そう言って立ち去り際に、私の耳元で「波瑠をよろしくね」と私にだけ聞こえるように小声で囁いた。




　その後は、相澤社長と波瑠さんと三人で他愛のない話をしながら、楽しい時間を過ごした。

　波瑠さんと夏生さんは幼稚園からの親友で、いつも一緒にいて、学生の頃は担任の先生をわざと困らせたり、夜中まで遊んで補導寸前になったりと、やんちゃなこともいっぱいしてきたらしい。

　今まで私が知らなかった波瑠さんを知れて、すごく嬉しかった。

　もっといっぱい波瑠さんを知りたい。

　私達はデザートまで綺麗に食べて、『sourire』を出た。

「楽しかった。今日は、本当にありがとうございました」

「いやいや、こちらこそ。とても素敵な時間を過ごさせてもらったよ。それじゃ、私はこれで失礼するよ」

　相澤社長は、私達とは反対方向に歩き始めた。すると事前に連絡してあったのか、店を出てすぐの路肩に横づけされた黒塗りの車から運転手が出てきて、相澤社長は後部座席へ乗り込んだ。










幸せの約束




「じゃ、俺達も帰ろうか」

「うん。あ、じゃあ私、ここからなら電車で帰れるから……」

　自分のアパートに帰るべく駅に向かって歩こうとしたら、後ろから手を掴まれた。

「どこに行くつもり？」

「え？　私のアパート……あっ」

　忘れてた。アパートに戻っても荷物がないんだった。朝からいろいろありすぎて、すっかり記憶の彼方かなたに消えていた。なんだか、引っ越し業者がやってきたのが遠い昔のようだ。

「ほら、行くよ」

　波瑠さんは笑みを浮かべ、私の手を引く。

　そのまま、駐車場に停めてあった車に乗せられ彼のマンションへ。

　予期せぬ展開でまた波瑠さんのマンションに来ることになるなんて。しかも、今日から一緒に住むことになるなんて。

　駐車場から直通のエレベーターの中で、波瑠さんに声をかけられる。

「はい、海桜」

　そう言って手渡されたのは、私が返したはずの合鍵。なんだか感慨深くて、ギュッと握りしめた。

　部屋の前に来ると「ほら、握ってないで……開けて」と彼は私にマンションの鍵を開けるように促す。

　私は言われるまま、ドアの鍵穴に合鍵を差し込んだ。

　今までに合鍵を使ったのは二、三回だけ。これからは、毎日使うのかな？　なんだか、とても不思議な感じがする。

「あ、忘れてた……」

　部屋に入って声を上げたのは、波瑠さんだった。

　ソファに脱ぎ捨てられた、シャツとスーツ。キッチンのシンクには、食べ終えた食器が水に漬け置きされたまま。散らかっている、とまではいかないけれど、まるで波瑠さんらしくない雑然とした部屋の中。

「海桜がいなくなって、気が気じゃなくて……なにも手につかなかったんだ」

　ワシャワシャと頭をかくと、シャツやスーツを拾い集めていく。

「ふふっ……私、コーヒー淹れますね」

　キッチンに行き、エプロンを着てコーヒーメーカーのスイッチを入れる。でき上がるまでに、シンクに溜まった洗い物を手早く洗っていく。

　コーヒーのいい香りが部屋に広がる頃には、キッチンまわりも綺麗に片づいた。

「いい香りだね」

　いつの間に後ろにいたのか、波瑠さんが腰に手を回して後ろから抱きついてきた。

「きゃっ。もう、火傷しちゃうからリビングに行ってて」

「もう少し、このまま……やっと、海桜が俺の腕の中に帰ってきたんだから」

　甘えるように囁き、私の首元に頭をうずめる。

　そう言われちゃうと、この腕を払いのけることができなくて、そのまましばらく抱きつかれていた。

　大人しくしていた私に気をよくしたのか、波瑠さんは私のうなじにキスをした。そして首筋に舌を這わせ、耳たぶを口に含む。

「あ、ん……波瑠さん……ダメ。コーヒー冷めちゃうよ……」

「残念」

　そう言うとチュッと頬に軽くキスを落として、コーヒーといちごラテがそれぞれ入ったカップを持ってリビングに歩いていく。

　なんだか、ホッとしたような残念だったような……って、なに考えてるの、私。

　リビングのソファに先に座っていた波瑠さんが、隣に座るように手でトントンと促したので、そこに座る。

　しばらく沈黙が続く。なにか、話さなきゃ……。

「あ、の……波瑠さん。私のどこが好き？」

「え？」

　突然変なことを聞いた私に、彼は一瞬驚いたように目を見開く。

「お店では答えてくれなかったから……」

「知りたい？」

　意地悪く微笑み、私の肩を抱き寄せキスをした。唇に触れるだけのものが、啄ついばんだり含んだりしながら、舌を絡める深いキスに変わる。それに伴い、ふたりとも息が上がっていく。

　私は彼にしがみつくようにシャツをギュッと握りしめた。

「……海桜、可愛い。涙目になってトロンとしてる感じ、好きだよ。それに君の笑顔、笑ったときにえくぼが両方に出るだろう？　それも好き。それから、料理上手なところとか……人を信じやすくて危なっかしいところも」

　そう言うと、首筋に唇を這わす。

「ふっ……んん……」

「海桜、首筋感じやすいよね」なんてクスクス笑う。

　そうして話しながら、唇だけでなく、耳や首筋、鎖骨、いろいろな場所にキスを落としていく。そのたびに、電流が走ったみたいに刺激が身体中に駆け巡り熱くなる。

　全身の力が抜けて、波瑠さんにもたれかかると、彼の力強い腕が支えてくれる。

「海桜……ベッド行こう」

「ん……」

　波瑠さんの首に両腕を回して抱きつくと、彼は私の身体を軽々と持ち上げてお姫様抱っこをした。

　そのまま器用に寝室のドアを開ける。そして、ベッドにゆっくり下ろされて組み敷かれた。

「波瑠、好き。大好き」

　艶っぽい熱い眼差しで波瑠さんを見る。

「俺も、好きだよ……海桜、約束して。もうどこにも行かないで。俺から離れないで。そばにいて……」

　今にも泣きそうな声に聞こえて、彼の頭を抱き寄せる。

　彼は、ふたりの間にできる隙間をなくすように私をギュッと抱きしめ、キスを繰り返した。

　その夜は、一週間分の会えなかった時間をとり戻すかのように熱く激しく、そして甘くお互いを求め合った。




　――チュン、チュン、チュン……。

　ベランダに止まった雀すずめだろうか。小さな鳥の鳴き声で目が覚める。

　まどろみの中、隣にいるはずの波瑠さんの姿を手で探す。けれど、隣に彼の姿はなかった。

　なんだか寂しくて、波瑠さんがいた場所をそっと手でなぞってみる。

　あれ？

　左手の薬指に、キラッと光るものが見える。シーツから手を離し、腕ごと宙に持ち上げてみる。

　指輪……ダイヤモンドの……。

「指輪っ!?」

　思わず、ガバッと起き上がった。

「あ、起きた？　海桜」

　シャワーを浴びてきたのか、上半身裸でスウェットだけをはいた波瑠さんが部屋に入ってきた。濡れた髪をタオルで拭いている。

「は、は、は、波瑠さん……こ、こ、こ、これ……」

　指輪がはまった左手を見せる。

　彼は言葉もままならない私にクスッと笑って、私の隣に腰かけた。

「エンゲージリング。どうやって渡そうか考えたんだけど、これが一番驚くかなって」

　エンゲージリング……婚約指輪。

　波のように捻りが加えられた綺麗な曲線の中に、桜の花びらが彫り込まれたデザインリング。花びらは三つあり、それぞれの中央に小さなピンクダイヤが輝いている。

「綺麗……」

「よかった。気に入ってくれた？　これ、俺の名前の〝波〟と海桜の〝桜〟をイメージして作ってもらったんだ」

　波瑠の〝波〟と、海桜の〝桜〟。

　嬉しい……愛しくて、指輪をそっとなぞる。

「作ってもらったって……高かったんじゃ……」

「たいしたことないよ。結婚指輪は、一緒に買いに行こう」

　ニカッと白い歯を覗かせて、まぶしいくらいの笑顔を見せてくれた。

「波瑠さん、本当に私でいいの？　私、波瑠さんになにもしてあげられないよ？」

　彼の目をジッと見つめる。つい不安になってしまう。本当に私でいいのかって。

「海桜は、俺のそばで笑っていて。それで、ずっと俺を愛していて。それだけで、俺は何倍にも強くなれる。頑張れるから」

　波瑠さんは私の頬を片手で撫でながら、優しい眼差しで見つめ返してくれる。だんだん視界がぼやけて、波瑠さんもエンゲージリングも見えなくなってくる。

「それだけで、いいの？」

「うん。だから……神崎海桜さん、俺と結婚してください」

　彼は私の手にはめられたエンゲージリングを指でそっと撫でながら、少し照れた顔でそう言った。

　我慢していた涙は波瑠さんの言葉で溢れだして、頬を次から次へと伝い、濡らしていく。

「返事は？」

「……はい、喜んで」

　彼は私の頬を指で拭うと、唇に触れるだけのキスをひとつ落とした。

「はい。よくできました」

　私の頭に大きな手を置いて優しく撫で、抱きしめてくれる。

　嬉しくて思わず彼の背中に腕を回して、胸に顔をうずめた。

「海桜、その姿で抱きつかれると……ちょっとヤバい、かな」

「へ？」

　あーっ！　私、今なにも身に着けてなかった……。

「シャ、シャワー浴びてくるっ！」

　慌てて彼から離れると、タオルケットをぐるぐる巻きつけ、バスルームに飛び込んだ。







第三章










緊張の中で




　一ヵ月後。朝から私は緊張していた。

　鏡の前で何度も髪型や服装をチェックする。

「海桜、そんなに心配しなくても大丈夫だよ」

　波瑠はリビングのソファで経済新聞を読みながら、コーヒーをすすっている。

「変じゃない？　この服、お母様、嫌いじゃない？」

　彼の目の前に立ち、くるくる回ってみせる。

　今日は波瑠のご実家にお邪魔するのだ。もちろん、結婚の挨拶をするために。

「波瑠、チーズケーキはみなさん好きかな？」

「気を遣わなくていいよ？」

　パタパタと部屋の中を行ったり来たりする私を見て、彼はクスクス笑っている。

「そんなわけにいかないの」

　頬を膨らませ、ソファに座る彼の目の前に顔を突きだすと、すかさずチュッとキスをしてきた。

「波瑠のバカッ。もう知らない！」

　今日は朝からずっとこんな感じだ。

　冬の寒さが厳しくなり始めた十二月。街はクリスマスムードになりつつある。

　波瑠に海で助けてもらったのが、六月。真夏に付き合い始めて、いろいろあったこの数ヵ月。慌ただしかったような、そうでもないような……。

　最近やっと、波瑠のことを呼び捨てできるようになった。だからか、『波瑠』と呼ぶたびに嬉しそうにしている。

　とにかく今日は、波瑠のお父様やお母様に気に入られるように、絶対に失態を犯さないようにしなきゃ。




「海桜。そろそろ行くよ」

　玄関先で波瑠の声が聞こえる。

「え～、もうそんな時間？」

　淡いピンクのワンピースを着て、胸まで伸びた髪はサイドでひとつに纏め、白のレースが入ったシュシュで括った。

　慌ててバッグを持って玄関へ行き、白いパンプスを履く。

「慌てなくてもいいから、ね」

「うん。ありがと、波瑠」

　笑顔で、ふたり揃って玄関を出た。




　波瑠のご実家は、マンションから車で二十分のところにあった。

　閑静な住宅街で、ひと際目立つ大きなお屋敷。近代的な家が立ち並ぶ中、広い庭を携えた立派な門構えの日本家屋だ。改めて、波瑠が御曹司なんだと実感する。

　波瑠がピピッと操作すると自動的に門が開き、車をガレージに入れる。

　綺麗に手入れされた庭を歩いて、玄関に向かう。

　うわぁ～、ドキドキする。

「いらっしゃい。待ってたのよ～」

　着物を着た女性が、笑顔で出迎えてくれた。

「お袋だよ」と波瑠がそっと耳打ちして教えてくれる。

「親父は？」

「中でそわそわしながら待ってるわ」

　お母様は手で口元を隠しながら、ニコニコ笑う。優しく細められた目元が、波瑠に似ている。

「は、はじめまして。神崎海桜でしゅ」

　頭を深く下げて挨拶をする。あまりの緊張で、言葉を噛んでしまった。

「あなたが海桜さんね。可愛いっ」

　お母様はギュッと抱きしめてくれた。

「私ね、娘が欲しかったのよ。なのに男の子ばっかりで。娘ができたみたいで、すごく嬉しい。ささ、入って」と私の手を引いて、家の中に連れていく。

　後ろにいた波瑠に目を向けると『大丈夫だっただろ？』と言わんばかりにクスッと笑って、ウィンクした。

　二十畳以上はありそうな広いリビングに案内されると、そこではふたりの男性がソファに座っていた。

　手前のひとりがけ用のソファには、前髪を少し右へ流し、銀縁メガネをかけた、色白ですらっとした体型の男性が。そしてすぐ隣のソファには、なにかスポーツでもしていたのか、首が太く、白髪が交じった短髪の男性の後ろ姿が見えた。

　そばには、お手伝いさんなのかエプロンを来た女性が立っている。

「お父さん、海桜さんがいらっしゃったわよ」

　その声に、ふたりがいっせいに振り返る。

「おぉ、そうか。よく来たね」

　穏やかな笑顔で迎えてくれる、白髪交じりの短髪の男性。

　わっ……波瑠にそっくりだ。波瑠が年をとったらこんな感じになるだろうな、とひと目で思うくらいよく似ている。

「お袋、そろそろ放してあげたら？　海桜さんが困ってるよ」

　冷静に突っ込みを入れるのは、銀縁メガネをかけた男性。どちらかといえばお母様似なのか、柔和な顔立ちの中性的な男性だ。

「あらあら、ごめんなさい」

「いえ、大丈夫です」

　すまなそうに苦笑するお母様に微笑む。

「海桜は返してもらうよ」

　ひょい、と後ろから抱きすくめられ、波瑠さんの胸の中に収まる。

「はい。これ、海桜から」

　波瑠が、チーズケーキが入った袋を差しだした。

「あら、これ。フルール・ド・ミェルのチーズケーキね。私好きなのよ、ありがとう。早速食べましょう」

　お母様はお手伝いさんに声をかけると、ケーキを持って一緒にリビングを出ていった。

「海桜、こっちにおいで」

　手を引いて、お父様が座っている向かい側のソファに座る。

「親父の慎しん一いちと弟の湊人。で、こちらが神崎海桜さん」

「はじめまして、神崎海桜です」

「へぇ～、兄貴がベタ惚れだって聞いてたけど……本当だったんだな」

　湊人さんはメガネをクッと持ち上げながら、珍しいものでも見るように私達を見た。波瑠がずっと私の手を握っているからかもしれないけど。

「そうだな。こんなデレデレの波瑠は見たことないな」

　お父様はニコニコと笑みを浮かべて、私と波瑠を交互に見ている。

「俺はあるよ。親父、覚えてない？　ほら、兄貴が大学のときに連れてきた女」

　湊人さんが前のめりに身を乗りだして、話し始める。

「あ、あぁ……確か、ひとつ年上の女性だったかな」

　思考を巡らすようにお父様は視線を一瞬宙にやり、すぐに波瑠へ向き直った。

　それと同時に、私にも気遣うようにニコリと微笑む。

「そうそう。あの女、波瑠が初めて愛した人とか言って家に連れてきたんだよな」

　波瑠が、初めて愛した女性……。

　聞きたい……けれど、聞きたくない。

　矛盾するふたつの感情に、思わず俯いてギュッと両手を握りしめた。

「……その話は、もういいだろ？　海桜が不安がってる」

　そう言うと波瑠は、私の肩を抱いて引き寄せる。

「ごめんごめん。不安がらせるつもりはなかったんだ。その女のせいで兄貴は女恐怖症になったんだよな？」

　湊人さんは眉を下げ、すまなそうに頭をかく。そして波瑠に同意を求めるように視線を走らせると、波瑠は「まぁな」と顔を歪めて呟いた。

「女恐怖症？」

　この前、夏生さんもそんなことを言ってたけど……。

「そう。平気で嘘はつくわ、他人を顎で使うわ、しまいには兄貴に『そんなお子様な人だとは思わなかった』なんて捨て台詞ぜりふ吐いて他の男と結婚したんだぜ。最悪だろ？」

　呆れた、といった感じで、湊人さんはソファに身体をもたせかけた。

「波瑠に、女を見る目がなかったってことだな」

　クスクスと喉を鳴らして笑うお父様に「悪かったな」と仏頂面をした波瑠が小声で答えた。

「そういうこと。でも、今回はよかったんじゃない？」

　優しい眼差しで私達を見つめる湊人さん。その顔に、ドキッとした。だって、波瑠がいつも私を見てくれている目とそっくりだったから。

　そんな私にすかさず波瑠が「なに、顔赤くなってんの？」と耳元で囁く。

「赤くなってなんか……」

　反論しようと隣を向くと、キスができそうなほど波瑠の顔が近くて、それ以上言えなかった。

「しかし、本当にいいのか？」

　え？　やっぱり、私じゃダメなのかな？

　お父様の声に、俯いて波瑠の手をギュッと握る。

「そうよ。海桜さん、本当に波瑠でいいの？」

　カットしたチーズケーキと紅茶を持って現れたお母様の言葉に、ハッとした。

「え？」

　お父様の『本当にいいのか』って、私に向かって言ってたの？

「そうだよ。兄貴は好き嫌いハッキリしてるし、その割に独占欲強いし。案外、お子様だから」

　湊人さんは挑発的な目で、波瑠を見つめる。

「そうそう。知ってる？　この子、ハンバーグが大好きなのよ？」

　お母様が、紅茶を私の前に差しだしながら「どうぞ」と微笑む。

「ありがとうございます」とお礼を言って、私もニコリと笑った。

「はい。それは知っています。でも、そこがいいというか……可愛いというか。そこも含めて、私は波瑠さんが好きなんです」

　照れながら、隣にいる波瑠をジッと見つめ、微笑んだ。

「やっぱ海桜、最高」

「ひゃっ」

　急に波瑠が抱きついてきたから、慌てて声を出してしまった。

「あらあら、波瑠だけじゃなく海桜さんもベタ惚れなのね」

「は、はぁ……」

　曖あい昧まいに返事をしながらも、恥ずかしくて顔を赤くして俯く。

「兄貴をここまで変えさせるとは。すごいね、海桜さん」

「波瑠をよろしく頼むよ」

　さすがは家族。全員がよく似た、まわりを明るく照らすような笑顔をニコニコと浮かべていた。

「はい！」

　私まで元気をもらえたようで、ハッキリとした口調で返事をした。

「さぁ、食べましょ。紅茶も冷めちゃうわ」

　お母様のその言葉で、みんな紅茶やケーキに手をつけ始める。

　最初に感じていた緊張はいつの間にか解け、和やかに時が過ぎていった。

　途中、お母様が「あなた、クリームがついてるわよ」とティッシュで口元を拭い、お父様が「すまないな」と照れていた仕草を見て、すごく素敵なご夫婦だなと思った。

　波瑠のご家族は、とても温かくていい人ばかり。

　お母様は私を本当の娘のように思ってくれたみたいで、今度一緒にショッピングに行こうと誘ってくれた。私のお母さんとも近々会いたいと言ってくれたし。

　帰る頃には、本当の家族のように冗談も言えるほどになっていた。




「な、心配することなかっただろう？」

　帰りの車の中、波瑠は笑顔でそう言った。

「うん。みんないい人達だった」

「うるさいだけだけどな」

「そんなことないよ。すごく素敵なご両親だったし、湊人さんもいい人だった。私、波瑠を好きになってよかった、って思ったもん」

「そっか。そりゃよかった」

　彼はさらに嬉しそうに笑う。

「私ね、波瑠のご両親みたいな夫婦になりたいな。いつも笑顔が溢れてて、お父様もお母様もお互い想い合ってるのが伝わってくる、そんな夫婦に」

「いやー、あれは見習わない方がいいと思うぞ」

　首を振り、苦笑している。どうしてだろう。すごく素敵なご夫婦なのに……。

「どうして？」

「子供を使用人に任せてふたりで旅行に行ったり、いまだに出かけるときにキスしてたりするんだぞ」

　子供を置いていくのは、どうかと思うけど……。でも、ふたりともお互い愛し合ってるってことが伝わってくる。

　やっぱり、私はいくつになっても波瑠の隣で笑っていたい。

　波瑠のご両親のように……。










Café Open




　年が明けて双方の親の顔合わせも終わり、平穏な毎日が戻った頃、嬉しいニュースが届いた。

「波瑠、『Heart Reef Café』のオーナーから連絡が入って、新しい店長が決まったから戻ってこないかって」

　会社から帰ってきた波瑠に、真っ先に報告した。

「ふ～ん。いいんじゃないか」

　彼はさほど驚いた様子もなく、ネクタイを緩めながら微笑む。

　素そっ気けない返事だな、なんて思いつつ、またあのカフェで働けると思うと、すごく嬉しくてウキウキしていた。

　もちろん嫌なこともあったけど、それ以上に、海に関わる仕事ができて楽しいと思えたのは、あのカフェだけだった。

　それに、私と波瑠を結びつけてくれたのもあの場所だったから。もしかしたら、お父さんが引き合わせてくれたのかもしれない。

　波瑠の許しも得られたことだし、明日早速行ってみよう。




　久々の『Heart Reef Café』。新しくオープンテラスが増設され、内装の色もカフェスペースとマリンコーナーでテーマカラーを変えていた。

　マリンコーナーは、海をイメージしたブルーを基調として水色や白を用い、カフェスペースは、優しいブラウンを基調としてピンクやクリーム色を用いていた。

　スタッフは以前と少し変わってしまったけど、でも働くのがとても楽しみ。

「みなさん、長い間お待たせして申し訳ない。店長がやっと決まったので、来月からお店を再開することにしました。これからも、どうかよろしくお願いします」

　店舗が広くなったことで人員を増やし、三十人近くものスタッフが、新しくなったカフェのフロアに集まっていた。

　久々に見るオーナーは、六十代後半だけど、肌はつやつやで若々しくパワフルだ。

「それでは、みなさんと一緒に働く店長を紹介しますね」

　オーナーの言葉で、奥からひとりの男性が現れた。

　え？　あの、太陽の笑顔は……。

「えーっ!!　波瑠っ!?」

「よっ」

　彼は片手を挙げ、呑気に挨拶する。

　悪戯に成功したときのような、少年の笑顔を浮かべて私を見る。

　以前私に仕事を教えてくれていて、今回パートから社員となった鈴木さんは知っていたようで、さほど驚いた様子はないが、私の彼氏だということを知らない他のスタッフ達は、驚きを隠せずざわついていた。

　今朝、なにも言ってなかったじゃない!?

　……あ、でも年末年始はギリギリまで仕事をしてたし、帰りもいつも二十四時過ぎになっていた。そういえば、毎日のように遅くなる波瑠を心配して『そんなに根を詰めて大丈夫？』って聞いたことがあった。

　そのときは笑って『ま、あとでのお楽しみ』ってはぐらかしていたけど。

　もしかして、このために？

「そういえば、神崎さんは藤堂君の婚約者だったね」

「はい。ここが軌道に乗れば、早めに式を挙げるつもりです」

　照れることなく、波瑠はハッキリとみんなの前で宣言する。そんな彼に、まわりのスタッフは「おぉ」と感嘆の声を上げたり、口笛を吹いたりとはやし立てる。

　私は恥ずかしくて、真っ赤になったまま俯くことしかできなかった。

「よければ、ここでウエディングパーティーをするといいよ」

「本当ですか!?」

　波瑠とオーナーはふたりでかなり盛り上がっている。

　そんなふたりの話の中に入ろうとした瞬間、「もちろん、俺達も呼んでくれるんですよね？」とスタッフの誰かが言った。その声に、波瑠が嬉しそうに答える。

「あぁ、もちろん！」

　その言葉にみんな「わーっ、素敵！」「やった！」「よっしゃー！」など歓声を上げ、一気に店の中は騒がしくなった。

　もう！　私の意見も聞かずに、話を進めちゃうんだからっ。

　頬を膨らませて波瑠を睨みつけると、それに気がついた彼が、頭をかきながら『ごめん』と口元だけを動かし、反対の手を顔の前でピンと立てて謝った。

「よし、みんな。オープンは来月だ。頑張ってこの店を盛り上げていってくれ」

　オーナーは二、三度パンパンと手を叩き、騒いでいたスタッフを落ち着かせた。

　そして静かになると「藤堂君、あとは頼んだよ」と波瑠の肩をポンと叩いてスタッフルームに姿を消した。

　その日はみんなの顔合わせのみで、本格的にミーティングを始めるのは翌日からということになった。




　家に帰った私達は、お腹が空いていたこともあり、すぐ夕食をとることにした。

　そして夕食が終わり、食器を片づけたあと、波瑠の前にコーヒーをコトッと置く。

　彼が「ありがとう」と微笑むその隣で、腰に手を当てて聞いた。

「波瑠、説明してくれる？」

「なにを？」

　コーヒーを口にして、彼は私を上目遣いで見つめる。私は彼の正面の席に座って身を乗りだす。

「なにって……カフェの店長になったことだよ」

「あぁ……ダメだった？」

　彼はカップをテーブルに置いて、私に向き直る。

　そんな子犬みたいにつぶらな目で見ないでよ。まるで私が虐めてるみたいじゃない。

「ううん。店長になったのは別にいいんだけどね。今までの部長ってお仕事は、どうしたの？」

「ん？　それはちゃんと年末に引き継ぎしてきたから、問題ないよ？」

　彼は悪びれることなくしれっと言い、またコーヒーを口に含んだ。

「もう、ひとこと言ってくれればいいのに……」

「それじゃ驚かせられないでしょ」

　それもそうか、と納得してしまう。

　でも、それにしてもなんでカフェの店長になったんだろう。あんなにやり甲斐があるって夜遅くまで頑張っていた仕事なのに。

「……なんで、辞めちゃったの？　波瑠の夢って、カフェの店長になることじゃなかったでしょ？」

「辞めたわけじゃないよ。海桜、出向ってわかる？」

　波瑠の問いに静かに頷く。

　出向……確か、自分の会社に在籍したまま、他の会社に仮で籍を置いて働くこと？

「最初は、カフェのオーナーに店に戻ってくることはできないか頼んでたんだ。だってあのカフェは、海桜のご両親にとって思い出深い場所だろ？　もちろん俺と海桜にとっても。でも、オーナーも海外での仕事が忙しいらしくて、戻ってくるのは難しいって言われてた。だけど俺、どうしても諦められなくて、なにか俺にできることはないかってずっと相談してたんだよ」

　そうだったんだ……あのカフェが閉店してから、ずっと気にかけてくれてたんだ。

　しかも、私の両親の思い出の場所をなくさないように、と考えてくれていたなんて、少しも気がつかなかった。

「相談してるうちに、俺の会社がコンサル関係だって知ったオーナーが、俺にカフェを任せられないかと言ってきたんだ。俺ならカフェに思い入れがあって信頼できるから、って。それで秋頃から、オーナーと相澤社長と三人で何度も話し合った結果、俺がカフェの店長として出向することになった、というわけ」

　秋頃……そんなに前から話し合ってたんだ。普段の仕事も忙しかったはずなのに、そこまでしてくれていたなんて……。

「あり……がと……波瑠」

　ポロポロと、涙がこぼれる。それを見た波瑠は、心なしか嬉しそうにそれを親指で拭ってくれる。

「カフェが軌道に乗って収益が安定してきたら、元の仕事に戻るよ。そしていずれ自分の会社を興したときには、海桜のためにもカフェを買い取りたいと考えてる。オーナーも『その日が来るのを楽しみにしてる』と言ってくれたから、頑張らないとな」

「……そこまで考えてくれてたなんて思ってもみなかったから、すごく嬉しい。本当にありがとう」

　私は鼻をすすりながらも、笑って波瑠を見つめる。すると彼は「まいったな」と顔を赤くしながらポリポリと頭をかいた。

「俺はいつでも海桜のことを考えてるよ。もう二度と海桜に悲しい思いをさせたくないから。俺と海桜、そしていつか生まれてくる俺達の子供と、将来をどう歩んでいくか……ひとつひとつ、一緒に考えて乗り越えていこう」

　せっかく止まりかけていた涙が、また溢れ出て、波瑠の表情がよく見えない。

　それでもコクンと小さく頷くと、「本当に海桜は泣き虫だな」と波瑠はクスクス笑って、大きな温かい手を私の頭に乗せた。

　あぁ……本当に、この人を好きになってよかった。

　私と一緒に人生を歩むために、いろいろ考えて、働く場所を変えてくれた波瑠。

　私も、波瑠とずっと一緒にいたい。彼を守っていきたい。愛していきたい。

　ずっと、ずっと……つらいときも、嬉しいときも一緒に生きていきたい。




　そして、あっという間にリニューアルオープンの日を迎えた。

　この店の再開を望んでいた人が、思いのほかたくさんいたみたいで、オープンしてからしばらくは客足が絶えず、私達は嬉しい悲鳴を上げた。

　波瑠の友人やダイビング仲間、お父様やお母様までお祝いに駆けつけてくれた。




　三月。日付が九日に変わった瞬間、波瑠はリビングで一緒にソファに座って、お祝いをしてくれた。

「誕生日おめでとう。海桜」

「ありがとう」

　ニッコリ笑ってキスをくれた。

「ね、籍だけでも先に入れよっか」

　私の肩を抱き、瞳を揺らしながら見つめてくる。

「え？」

　籍を入れるのは、結婚式をしてからだとずっと思っていたから驚いた。

「まだ店も忙しくて、なかなか結婚式を挙げられないから……。ダメ？　早く俺だけのものになってほしいんだ」

　甘えるように顔を近づけ、頬に、そして首筋に唇を寄せる。彼がキスをするたび、ゾクゾクッと身体が震えて思考がうまく纏まらない。

「やぁ……んっ……波瑠」

「返事は？」

「……うん。嬉しい」

　そのまま彼は私をソファに押し倒し、優しいキスをくれた。




　こうして、私が二十五歳の誕生日を迎えた日。

　午前中に区役所に婚姻届をとりに行き、保証人欄は夏生さんと亜紀に署名してもらう。このふたりは、実は去年の冬くらいから付き合い始めているのだ。ときどき、喧嘩をしたなどの相談を受けたりしていた。

　そして波瑠と一緒にそれを提出し、無事に私は、神崎海桜から藤堂海桜になった。




　名字が変わったからといって特に日常に変化はなく、店もオープン当初から忙しい毎日が続いた。

　ただひとつ変わったことといえば、電話を出るときや病院に行ったときなどに、神崎さんではなく、藤堂さんと呼ばれるようになったことくらい。最初はくすぐったくて、なかなか慣れなかったけれど、今では神崎さんと言われる方が戸惑ってしまう。

　バイト先では、名札の表記は変えていないけれど、みんな私のことを『海桜さん』『海桜ちゃん』と下の名前で呼んでくれているので支障はない。

　波瑠は相変わらずカフェでも甘々だ。スタッフ達に冷やかされるほどに。

　けれどきちんと締めるところは締めるので、みんな波瑠を尊敬してついてきてくれている。そんな彼を見ていると、やっぱり彼を好きになってよかった、と思えた。




　季節は巡り、秋。十月も半ばになった頃。

　私達は結婚式を挙げた。丘の上にある、小さいけれど海の見える教会で。

　本来なら、TD Groupの会社の人達も呼んで大規模にしなければいけないのだろうけれど、波瑠があんまり派手にやるのは好きじゃないと言って、親族と友人達だけを集めて行うことにした。きっと、波瑠なりに私に気を遣ってくれたんだと思う。

　ウエディングドレスはレースやオーガンジーをふんだんに使ったもので、正面から見るとシンプルだけど、後ろは波打つように流れる生地が風に揺れてすごく可愛い。波瑠が、私のためにとオーダーメイドしてくれた。

　手に持つのは、波瑠をイメージしたイエロー、オレンジ、白の薔薇を組み合わせたラウンドブーケ。そして、波瑠の胸にも同じカラーのブートニア。

　真っ白なタキシードを着た波瑠はいつもより数倍カッコイイ。背筋を伸ばし、凛とした雰囲気を漂わせ、焼けた肌にタキシードの白色がよく映えてまぶしいくらいだ。

「海桜、綺麗だよ」

　ウエディングドレスを着た私に近づき、優しく包み込むような眼差しを向ける。

「波瑠も、すごくカッコイイ」

　私達は見つめ合って微笑む。

　みんなの前で永遠の誓いを交わし、キスをした。

「おめでとう、海桜」

「亜紀っ、ありがとう……あ、ブーケ、絶対受けとってね」

　自分のことのように嬉しそうにしている亜紀に、そっと近づいて囁いた。

「え、でも……」

　亜紀はまわりにも若い女性がたくさんいるせいか、ちょっと遠慮がちに俯く。

「いいじゃん。頑張んなよ」

　そう言ったのは、亜紀の隣にいた夏生さん。

　ふたりはなんだかんだ、仲がいい。喧嘩をしても翌日には仲直りをしているようだから。今では、私と波瑠に引けをとらないくらいラブラブなふたりなのだ。

「それではブーケトスを行いますので、ご参加の女性の方はお集まりください」

　会場のスタッフが、マイクでアナウンスをする。

「ね、亜紀の方に投げるからっ」

　私はそう言って、ウィンクをして前の方に歩いていく。亜紀は亜紀で、夏生さんに背中を押され、たくさんの女性の中に紛れて私の後方に立った。

「せーのっ！」

　思いっきり投げたブーケは……風に流され、右へ――。

「えっ……とっちゃった」

　ブーケを手にしたのは、なんと夏生さん。おかげで、女性陣からは非難の嵐だった。

「受けとったものは、しょうがないよな」

　そう言いながら、夏生さんは亜紀の方に歩み寄り、亜紀の目の前で立ち止まるといきなり膝をついてブーケを差しだし、「俺と結婚してください」と言った。

　一瞬シーンとなった会場だったが、一気にキャーという歓声に埋めつくされる。

　亜紀は「はい」と答えると、嬉しそうに涙を浮かべながら、ブーケを受けとった。

「夏生の奴、やりやがったな」

「いいじゃない。幸せのお裾分けができたみたいだし」

　みんなの視線が夏生さんと亜紀に集中する中、私達はそっと寄り添い微笑み合った。




　式を終え、披露宴会場へ。

　オーナーの好意で、『Heart Reef Café』を使ってのビュッフェスタイルのパーティーにした。

　堅苦しいのは嫌だったため、波瑠と相談して新郎新婦の特定の席は設けず、みんなでいろいろ話しやすいようなテーブル配置にした。

　料理は、夏生さんにお願いしてレストランの料理をケータリングしてもらった。もちろん夏生さんが腕を振るってくれている。

　夏生さんは「俺も、楽しみたい……」なんて愚痴をこぼしていたけれど、「俺の式なのにお前が主役を横どりしちまったんだから、これくらいはいいだろ」と波瑠に突っ込まれていた。

　予約がとれない店の料理が食べられるとあって、出席者からは評判がいい。

　特に、調理をしている夏生さんはいつも以上にカッコよかった。真剣に料理に打ち込む姿はキリッとしているし、また次々とスタッフに指示を出している辺りは、やっぱり店を引っ張るオーナーなんだと改めて思わされる。

　そんな彼は女性達に次から次へと声をかけられていた。そのせいで、亜紀はちょっとご機嫌斜めだった。もちろん、このあと夏生さんが、亜紀のためだけに作ったスイーツを持っていったりしてご機嫌をとっていたけど。

　夏生さんの突然のプロポーズといった嬉しいハプニングもあり、とても素敵な結婚式だった。もちろん、このパーティーも。

　波瑠に、海で助けられて、記憶を失って。柊司さんに襲われたり、麗華さんが現れたり、いろいろあったけど、こんな素敵な日を迎えられるなんて思ってもみなかった。しかも、波瑠みたいな素敵な人と。

　海は穏やかに波打ち、まるでお父さんも祝福してくれているみたい。

　お父さん。私、波瑠と一緒に幸せになります。

　見守っていてね……。

「海桜、どうかした？」

　隣でダイビング仲間達と話していた波瑠が、ふと私の顔を覗き込んできた。

「なんでもないよ。ただ……」

「ただ？」

　私は、波瑠の目をジッと見つめた。

「波瑠。あのとき、私を助けてくれてありがとう」

　彼は突然お礼を言った私に驚いたのか、一瞬だけ目を大きくする。でもすぐに目を細めてクスッと笑った。

「どうしたの？」

「ううん。ただ、お礼を言いたかったの」

　あのとき、波瑠が助けてくれなければ、私は生きていることすらできなかった。

　それに、こんな素敵な日を一緒に迎えることなんてできなかったから。

「俺の方こそ。海桜、俺のそばにいてくれてありがとう」

　彼はそう言って、抱きしめてくれた。

「波瑠。ずっと一緒にいてね」

「もちろん。絶対離さないから、覚悟して」

　澄み渡ったさわやかな秋晴れの日。

　私達は、永遠の愛を神様の前で誓った。





ｆｉｎ












あとがき




　初めまして、美影陽依と申します。

　この度はたくさんの本の中から『海辺で恋するシンデレラ』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。




　担当の方から、書籍化したいとご連絡をいただいた時は本当に驚きました。

　ドッキリ？　それとも詐欺？とも考え、カメラはどこ？と思わず探し、「私、素人やん」とひとりで突っ込みを入れたくらい（笑）。

　というのも私の作品が、大勢の人の手に留まり読んでいただけるなんて、夢にも思っていなかったからです。

　もともと、幼い頃から物語を書くのは好きでしたが、あれもこれもと、なかなか伝えたいことがまとまらず、作品として完結するのが結構難しい性格なんです。

　この作品は、小説サイトの「Berry's Café」で初めて恋愛小説として書いた作品です。

　私の好きな、海とマリンスポーツ（好きといっても沖縄で一度だけダイビングをした程度ですが……）とカフェ、そしてイケメン（笑）を織り交ぜました。

　書籍化に際し、サイトで公開していた内容に新たなシーンを増やしたり、設定も一部変更していますが、読みやすく、想像しやすくなっているのではないかと思います。

　波瑠の、優しいだけではない、男らしい一面も垣間見えますよ。

　初めてこの作品を読む方も、サイトで一度読んだ方にも、楽しんで読んでいただけるのではないかと思います。




　最後になりましたが、書籍化にあたり本当に初めてづくしの私に、たくさんのアドバイスをくださり支えてくださった担当編集の増子様をはじめ、この本に携わってくださったすべての関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。




　また、お買い上げくださり、最後まで読んでくださった皆様、サイトで応援してくださる読者の皆様、本当にありがとうございます。

　この小説が、書籍化できたのも皆様のおかげです。本当にありがとうございました。





美影陽依









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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